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　フェンリルに乗って翔ぶこと丸一日。

　フェンリルが俺たちを気遣って翔んでくれたおかげで、疲れもなく優雅な空旅となり。

　今眼下に、想像を超えるものが広がっていた。

「これが孤島……？」

　孤島どころではない。こんなの。

「大陸じゃん」

『はい、大陸です』

　そんなシレッと言われても。

「スフィア、昨日前人未到の絶海の孤島って言ってなかった？」

『はい、前人未到の絶海の孤島です』

　……？　何を言ってるんだろう、この子は？

　孤島だろ？　孤独な〝島〟だろ？

　なんで大陸が孤島なんだ？

　スフィアが何を言ってるのかわからず、首を捻る。

　と、俺の肩に座っているクレアが説明してくれた。

『コハク。この領域は魔力の磁場を捻じ曲げ、魔法を使えなくさせるの。フェンリルの脚でも丸一日かかる。だからここは、前人未到なのよ』

「孤島っていうのは？」

『ここは人間に用意された場所じゃない。私たち幻獣種ファンタズマに用意された場所。故に孤島なのよ』

　あ、なるほど。そういうことか。

「人間には『大陸』に見えるほど広大な土地。でも幻獣種ファンタズマの強大すぎる力の前では、広大な大陸でも『孤島』になるってことね」

『さすが！　その通りよ』

　頭撫でないで、恥ずかしいから。

「でも、ロウンさん並の化け物体力なら、泳いで来れそうだけど」

『ご主人様、下をご覧ください』

「下？」

　スフィアに言われたままに下を覗き見る。

　特に変哲もない、穏やかな海だ。見渡す限りの広大さにめまいを覚えるくらいに。

　ここに何が？

　首を傾げること数瞬。海面に僅かな違和感を覚えた。

　な、何だ？　海面が徐々に盛り上がって……!?

　地響きが大きくなり、海面が大きく盛り上がる。

　しかも一箇所じゃない、同時に二箇所。まるで海中で爆発が起こったかのように膨らんでいく。

　直後──二種類の巨大な怪物が、海面を吹き飛ばす勢いで姿を現した。

　一体は無数の触手に、無数の目玉、無数の牙を持つ山のように巨大なイカ型の魔物。

　そしてもう一体は、巨大イカより一回り小さいがかなりの大きさのサメ型の魔物。しかも一匹や二匹どころではない。無数に蠢いてる。

　あれは、まさか!?

「ヘル・クラーケンに、ナイトメア・シャーク!?」

　怪物どころの話ではない。

　この二種類の魔物、ミスリルプレートに討伐依頼が来るほどの超生物だ！

　そんな二種類のミスリル級の怪物が、互いを捕食するように暴れ狂う。

　かなり上空にいる俺たちにまで、二体がぶつかって生じる衝撃波が迫ってきた。

「うおっ！　す、すごいパワーだ……！」

『この海域にはあのような魔物が住み着いています。人間からは【死の海域】と呼ばれ、恐れられているのです』

　確かにこれじゃあ、ロウンさん並の化け物体力を持っていても泳ぎきれないな。途中で食われる。

　生唾を飲み、怪獣大戦争を見る。

　こんなの、最早神話の世界の光景だ……まさか生きてる間に、この目で拝むことができるなんて。

　魔物フェチのサリアさんが見たら、よだれを撒き散らして鑑賞しそうだ。

　ヘル・クラーケンがナイトメア・シャークの一体を捕食する。

　が、他のナイトメア・シャークも脚に噛み付き、回転するようにして噛み千切った。

『なんだかゲソ焼きが食べたくなってきたわ』

『奇遇ですね』

『ゲソー！』

　自由だね、君たち。

　みんなの余裕に思わず苦笑いを浮かべる。

　と、ヘル・クラーケンの目がこっちを向き、脚を一本こっちへ向かって伸ばしてきた。

『はぁ？　ゲソ風情が一丁前に殺意飛ばしてんじゃないわよ！』

　クレアがキレ気味に手を眼下に向け。

『《インフェルノ》！』

　二体の化け物を遥かに凌駕する、巨大な火球を放った。

　地獄の業火と言われても信じられるほどの超巨大な炎。クレアが放った炎の中で、間違いなく最大級のものだ。

　そうか。今までは人のいる場所だったから、威力を制限してたのか。

　つまりこれが、クレアの本当の実力……！

　放たれた火球が二体の怪物を飲み込み、海面に叩きつけられる。

　次の瞬間、轟音と共に発生した水蒸気爆発が、遥か上空にいる俺たちすら飲み込まんと立ち上った。

『防御シールド、展開』

　すかさず、スフィアが防御シールドを展開。

　防御シールドすら軋むほどの衝撃波が叩き付けられたが、それも数秒で収まった。

『ふふん、どんなもんよ』

『あなたは手加減というものを知らないんですか。ご主人様を危険な目に合わせるとは従者失格ですよ、羽虫』

『で、でも、あんたが守ってくれるってわかってたから、ちょっと本気出しちゃって……』

『ぅ……はぁ。これからはもう少し抑えてください』

『ごめん……』

　おぉ……なんだろう。わかんないけど、魔族戦から二人がちょっと仲良くなったような気がする。

　うんうん、仲良きことは美しきかな。

　シュンと落ち込むクレアと、俺の前に座るスフィアの頭を撫でた。

『むぅ……子供扱いすんなぁ……ぬへへ』

『そ、そうですご主人様。突然、その……恥ずかしい、です……』

　何この子たち可愛いんだが？

『コゥ、もう少しで着くよ！』

「それじゃあ、この辺で降りてくれる？」

『わかった！』

　俺の指示でフェンリルが高度を落とす。

　徐々に近づいてくる草原。その中央にフェンリルが降り立ち、俺たちもフェンリルの背から降りた。

　丸一日ぶりの大地……安心する。

「フェンリル、ご苦労様」

『うへへ！　がんばった！　ボクがんばった！』

　頭や喉を撫でると尻尾を振って大喜び。相変わらずフェンリルも褒められるのが好きだなぁ。

　さて、遥々絶海の大陸へやって来たわけだが。

「見渡す限りの大自然だね」

　あっちを見ても、こっちを見ても草原、草原、草原。

　無限に広がる草原に、方向感覚が狂いそうだ。

『この土地が出来てから数千万年、人の手が一切入っていませんからね。人間界には自生していない植物や、この大陸固有の魔物も沢山いますよ』

　大陸特有の魔物って、テイマーにとって天国じゃないか。

「どうせなら、散歩しながら剣の里を目指したいね……スフィア、目的地はどっち？」

『このまま南東の方角です。お散歩しながらですと、恐らく三日ほどかかるかと』

「三日ね。じゃ、のんびり行こうか。せっかくここまで来たんだし」

　前人未到の大陸……どんな魔物と出会えるのかな──。
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「──何これ？」

『カマドウマですね』

　それはわかる。わかるけど……。

「でかすぎない？」

　絶海の大陸に降り立ち、歩くこと数分。最初にエンカウントした相手。

　昆虫種インセクトの中でもよく思われない不快害虫の一種、カマドウマだ。

　カマドウマ型の種類は多く、数十から数百の種類がいると言われている。

　その多くは手に乗るサイズから、大きくても人間の子供並みの大きさだ。

　だけど……。

「フェンを遥かに凌ぐでかさのカマドウマとか、気持ち悪すぎんだけど!?」

『────』

　不快な鳴き声を上げ、天高く跳躍する巨大カマドウマ。

　明らかに俺たちをエサとして見ているようで、無数の牙が生える口を大きく開いた。

　いやキモい。キモすぎる。

『ご主人様、人間界では新種の魔物ですよ。捕まえますか？』

「いらん！　いらんいらんいらん！」

　あんな巨大なカマドウマ、捕まえたところで連れて帰れないし、そもそも不快すぎて吐き気もする！

「やっちゃって！」

『畏まりました』

　スフィアが巨大カマドウマに手の平を向ける。

　直後、スフィアの腕からモーター音が響き、手の平に青白い光と超高熱の何かが凝縮し始めた。

　こ、これは……熱すぎる……！

『クレア』

『はいはい、わかってるわよ』

　クレアが指を弾くと、途端に熱さがなくなった。

　火精霊クレアは、熱や炎を操れる。今クレアは、スフィアから放たれていた熱を遮断してくれたんだ。

「ありがとう、クレア。助かったよ」

『ふふん、もっと褒めていいのよ！』

　いや、褒めてもいいけどまだカマドウマがこっちに来てるんですが。

　スフィアの手に集中する光が、より一層強さを増す。

　甲高い音が周囲に響き渡り、そして──。

『ご主人様を不快にさせた罪、万死に値する。……爆ぜなさい、害虫。《ソーラーレーザー》』

　大気を揺るがす轟音と共に、白い光が放たれた──！

　視界を白く覆う眩いばかりの光と、耳をつんざく爆音が周囲に撒き散らされる。

「おっ！　おおおおおおおっ!?」

　クレアとスフィアのおかげで俺に被害がないとわかっているが、それでも反射的に頭を腕で覆って守るように身をかがめた。

　極大の破壊力を持つそれが放たれて数秒。ようやく光も音も止んだ。

　ゆっくりと目を開け、上空を見上げる。さっきまでそこにいたカマドウマの新種は跡形もなく消え、僅かに残った脚だけが俺たちの近くに落下した。

「すご……何、今の？」

『《ソーラーレーザー》という、太陽光をエネルギーに変換し圧縮、放出する武器です。今はあの程度なので威力は抑えていますが、本気を出せば大陸に大穴を開けることもできます』

　こわ。何それ超怖いじゃん。

　機械人形マシンドールのスフィアは、遠い未来の技術や兵器の集合体のような幻獣種ファンタズマだ。

　魔法は使えないけど、俺たち人間が知らない技術や知識を有していて、いつも助けてもらっている。

　それにしても、こうして幻獣種ファンタズマの力を改めて見ると……なるほど、確かにこの大陸くらいデカい場所じゃないと、うかうか本気も出せないんだな。

　俺の背丈ほどもあるカマドウマの脚を、念のためスフィアに回収してもらう。

　新種って言ってたし、持っておいて損はないだろうからね。

　そこから更に歩みを進める。

　大草原にはさっきのカマドウマ型の魔物みたいに、見たこともない魔物がうようよしている。

　昆虫種インセクト、獣種ビースト、自然種ナチュラル、妖精種フェアリー、獣王種キング、龍種ドラゴン……とにかく色々な魔物がいるみたいだ。

「さすがに、見たことない魔物ばかりだね」

『当然よ。この大陸独自の進化を遂げた魔物しかいないもの。当然、外の魔物より強い魔物ばっかりよ』

　クレアが自慢げに話す。

　確かに、一体一体の醸し出す強者のオーラが半端じゃない。

「でも、何でこの大陸の魔物は外より強いの？」

　俺の疑問に、スフィアが答えた。

『ここは外よりも多くの龍種ドラゴンや獣王種キングが生息しています。弱い魔物は彼らに捕食されてしまいますから。だから強く進化するしかなかったのです』

　へぇ、そんな事情があったのか。人間の手が入っていないから自然豊かでいいところだと思ったけど、そういうわけにもいかないんだね。

　改めて周囲を見渡す。確かに普通のゴブリンやスライムと同じ感覚で、龍種ドラゴンや獣王種キングがいる。

　こんな所じゃ、眠るのも神経をすり減らしそうだ。

『コゥ。ここならコゥも修行して強くなれるよ！』

「そうだね。俺のテイマーとしての力も上げられるし、何より魔人化の訓練もできそうだ」

　トワさんたちみたいに、俺もみんなと一緒に戦いたい。

　そのためにも、まずは戦力の増強で剣の里に行き、剣神ライガと契約をする。

　それからテイマーとしての戦い方を学んでいこう。

　でもその前に、テイマーとして強くなるためにはまずは俺自身が強くならなきゃならない。

　そう思い、剣の里へ向かう道中の魔物はできるだけ俺が討伐すると息巻いたはいいが。

「いやいやいや無理無理無理！」

　目の前に立ちはだかるのは、十数体の獣王種キング。

　ザニアさんの使役している黒獅子ではなく、それよりもランクの低い赤狼せきろうと呼ばれる狼型の魔物だ。

　大きさはフェンリルほどではない。

　しかしスフィア曰く獰猛さと狡猾さは魔物界随一らしく、幻獣種ファンタズマ相手でも容赦なく攻撃を仕掛けてくるらしい。

　そんな超危険な魔物が、十数体……。

『『『ガルルルルルルル!!』』』

　めっちゃ威嚇してきてるよぅ、怖いよぅ……！

「ちょっ、これはさすがに無理でしょ!?」

『ご主人様。私が剣士の力を技能付与エンチャント致します』

　これってそんなのでどうにかなる問題かな!?

　スフィアが《技能付与エンチャント・剣士フェンサー》を使ったのか、体が軽くなり視界が急に開けた感覚になった。

　それでもやっぱり、こんな十数体の赤狼を前には心もとなさ過ぎる……！

『コハク、安心しなさい。もしもの時は私たちがしっかりフォローするわ』

『そうです。ご主人様はまず、ご自身が戦闘に慣れていただく必要があります。ギリギリまで手は出しませんが、後ろには私たちがいますよ』

『コゥのかっこいーとこ見てみたい！』

　くぅ！　やるよ！　俺自身がやるって言ったし、そりゃやるさ！

　でもいきなり獣王種キングはハードルめちゃめちゃ高いと思うんだよね！

　背後の幻獣種ファンタズマを警戒してか、獣王種キングは唸り声を上げたまま襲ってこない。

　でも、それも時間の問題だ。

　襲ってこない間に魔法剣フラガラッハの能力、【切断】を発動させる。

　赤狼の体に赤い線が浮かび上がる。

　体毛が赤くても、【切断】の線ははっきりと見えるみたいだ。

　その気配を感じ取ったのか一際大きな赤狼の体毛が逆立ち、遠吠えを上げた。恐らくこいつがリーダーなのだろう。それを合図に、十数体の赤狼が一斉に襲い掛かってきた。

「ぐっ！」

　速すぎ……!?

　巨大な爪、牙をギリギリで回避する。が、そこに更に別の赤狼が襲い掛かってくる。

「うわっ！」

　剣士の技能を付与されて動体視力と身体能力は上がっているとはいえ、今の俺は一般人に毛の生えたレベルの素人も同然。回避するだけで精一杯で、攻撃に移れない……！

『コゥ、そこ！　そこ！』

『コハク、後ろから来るわよ！』

『ご主人様、ファイトです』

　余裕そうに紅茶飲んでますね、君たち!?

「こんにゃろ！」

　ダメもとでフラガラッハを振るう。

　だが赤狼たちには余裕をもって回避された。

　やっぱり俺の身体能力より、こいつらの身体能力のほうが格段に高いらしい。

　だが警戒心は高いのか、俺がフラガラッハを振るったことで僅かに距離ができ、俺を取り囲むように円になった。

　落ち着け。落ち着くんだ、俺。ここで冷静さを欠いたら、強くなんてなれやしない。

　呼吸を整えて、相手をよく見るんだ。

　赤狼の体はでかい。つまり、複数で襲い掛かってきても一度の攻撃は一体。多くても前後左右の二体。

　集中を切らすな。気持ちを折るな。

　態勢を整え、相手の動き、コンビネーションを見極めろ……！

『ウオオオオオーーーンッッッ！！！！』

『『『ガルアアアアアアアッッッ!!』』』

　来る！

　リーダー格の赤狼の遠吠えと、部下たちの咆哮と共に再び襲いかかってきた。

　先頭にいる一匹が、単体で牙を剥く。

「フッ──！」

　息を短く吐き、ギリギリのところで攻撃を回避。

　すれ違うと同時にフラガラッハを赤い線に沿わせるように振るう。

　抵抗も何もなく、真っ二つになり絶命した。

『『『ガッ……!?』』』

　まさか俺程度にやられるとは思わなかったのか、赤狼たちは二の足を踏んだ。

　よし、いいぞっ。このまま奴らを仕留める！

　が、しかし。そう簡単に行くはずもなく。

『ガルアッ！』

『『『ガルッ！』』』

　リーダー格が頭をクイッと動かすと、部下たちは大きく口を開けた。

　直後、全員の口元に深紅の魔法陣が浮かび上がり……って!?

「魔法!?」

　ま、魔物が魔法を使うの!?

『『『『『ガアアアッッッ!!』』』』』

　目の前に現れる巨大な業火。

　しまった、油断したっ。やられ……！

『安心しなさい、コハク』

「っ、クレア……！」

　いつの間にか俺の肩に乗っていたクレア。

　彼女が手を伸ばし、指を弾いた直後、全ての業火が掻き消えて視界が開けた。

『『『ガルァッ!?』』』

『コハク、今よ！』

「うん！」

　動きの止まった近くの赤狼に肉薄し、一気に三体の赤狼を斬り裂いた。

　止まるなっ、攻め続けろ！　動いて狙いを定まらなくさせるんだ！

　更に二体の赤狼を斬り伏せる。

　と、リーダー格の赤狼は我に返ったのか遠吠えを上げ、群れを連れて退散した。

　油断なくフラガラッハを構え、赤狼が草原の彼方に消えたのを確認し、息を深々と吐いた。

「ぶはぁ……っ！　し、死ぬかと思った」

『全く。油断しすぎよ、コハク』

「面目ない」

　まさか、魔物が魔法を使ってくるなんて思わなかったから。

　トワさんの使役している龍種ドラゴンは、火炎袋というものが体内に存在する。だから《ブレス》は正確には魔法ではない。

　あの時使っていた《ドラゴン・クロー》も魔法ではない。魔物はそれ単体で強力な力を持つ。だから魔法は必要ないのだ。

　でもこの大陸の魔物は魔法を使った。恐らく進化の過程で覚えたか、もしくは使わざるを得なくなったんだろう。多分、長年ここに住み着いていた幻獣種ファンタズマから学んだんだと思う。生きるための進化というやつだ。

　本当、クレアがいなかったら丸焦げだったよ。

　あんなのがゴロゴロいるのか、この大陸には。
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「とんでもない目にあった……」

　すっかり日も暮れ、辺りは暗闇に包まれていた。

　空には満天の星と月。それ以外何も見えない。

　フェンリルが集めてくれた枝。

　クレアの炎。

　スフィアの防御シールドのおかげで、安心して野宿はできる。

　だけど遠くから聞こえてくる遠吠えや咆哮のせいで、全く気が休まらない。

　あれから歩けば魔物に絡まれ、それを撃退して少し歩けばまた魔物に絡まれる。その繰り返しのせいで、ほとんど進まなかった。

　みんながいなかったら、今頃俺は魔物たちの餌になってただろうな。

　俺の肩で眠るクレアに気を付けながら、そっと息を吐いた。

「前人未到の大陸やばすぎ」

『ここにいる魔物は、人間を見たことないですからね。肉付きのいい獲物としか思ってないのでしょう』

　真顔で怖いこと言わないで。今も茂みから獰猛な視線が俺を睨んでるんだから。星明かりでギラつく眼の怖いこと。

『コゥ、ボクが追っ払ってこよっか？』

「……いや、いいよ。スフィアの防御シールドがあるから、ちょっかいは出せないだろうし」

『はい。お任せください』

　スフィアが胸を張って誇らしげに頷く。

　これからここで暫く生活するんだ。これくらいの環境には慣れないとね。

「因みにだけど、このペースだと剣の里までどのくらい掛かる？」

『十日ほどですね』

「まあ、そりゃそうか……」

　当初の予定では三日くらいだったけど、あれだけ魔物に足止めされたら、そうなるに決まってる。

　だけど、ここでみんなの力を借りると俺の成長に繋がらない。できるだけ俺だけの力で魔物は倒していきたい。

　そんなことを考えつつ、焼いた赤狼の肉にかぶりつく。

　臭い。まずい。……けど、食えなくはない。とにかく腹は膨らませないと。

　肉にかぶりつきながら、ふと思ったことをスフィアに問いかけた。

「ねえスフィア。剣の里ってどんなところなの？」

　改めて考えると、どんな場所なのか聞いてなかったから。

　スフィアは少し考えると。




『そうですね……端的に言えば、剣の墓と言えばいいでしょうか』




　物騒なことを言い出した。

「へ？　剣の墓？」

　どういうことだ……？　剣の里が、何で剣の墓になるんだ？

『剣というものは、作られた時に大なり小なり精霊が宿るのです。名剣であればあるほど、強い精霊が宿ると言われています』

「精霊種エレメンタルってこと？」

　全ての物質に宿ると言われる幻の魔物、精霊種エレメンタル。

　幻獣種ファンタズマほどではないが、かなり珍しい種族が精霊種エレメンタルだ。

　俺の問いに、スフィアは首を縦に振った。

『剣精霊は剣が破壊されたと同時に実態化し、剣の里に集まります。そう仕向けているのが、剣神ライガなのです』

「そうだったのか……ということは、ザッカスさんの作った魔法剣の精霊も……」

『恐らくは、剣の里にいるでしょう』

　なるほど、そんなことをしてたんだな、ライガは。

「……あれ？　てことは、ライガって里長ってことだよね。俺と契約したら外に行くことになるけど、大丈夫なのかな？」

『さあ、そこまでは……ライガなりに考えがあるのでしょう』

　里に着けばわかることか。今日はもう寝よう。色々とあって疲れた。

　フェンリルを呼んで寄りかかって寝ようとすると、フラガラッハが目の端に映った。

　何となくそれを抜き、改めて刀身を見る。

　漆黒の刀身に、アクアブルーの刃。

　この剣にも、剣精霊が宿ってるのか。

　そういえば、こいつをザッカスさんから受け取ってからろくにメンテナンスしてないな。魔族戦の時も、今日も、かなり無理をさせたし。

「スフィア、剣の手入れの仕方教えてくれない？」

『……はい、ご主人様』

　俺の要望に、スフィアは優しい笑みで答えてくれた。

　その笑みに見とれ……フラガラッハの刀身が僅かに光ったのに、気が付かなかった。
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　それから三日。戦ってはメンテナンスし、メンテナンスしては戦い続けた。

　それに常に剣士の技能を付与した状態で戦い続けたことで、体が剣士の動きに慣れてきたぞ。

　だけどまあ、まだまだこの大陸の魔物のレベルには到底及ばず。

「ぐっ──!?」

『ゴアアアアアアアアアッッッ！！！！』

　妖魔種デーモンの将軍鬼人ジェネラルオーガに吹き飛ばされた。

　ギリギリのところでバランスを取り、将軍鬼人ジェネラルオーガを中心に回る。

　頭に四本の角を生やし、人間の大人三人分のデカさを誇る将軍鬼人ジェネラルオーガ。

　刃こぼれしている大太刀を手に、絶叫とも咆哮ともつかない声を上げ、俺に向かって走ってきた。

「くそっ！」

　ギリギリのところで身をひるがえし、大太刀の攻撃を回避。

　だが、回避した斬撃が地面を大きく抉り、深さ数メートルの穴を開けた。

　デカくて速くて強い。何だそれ、反則だ。

　こいつの部下の鬼人オーガは何とか倒せたけど、リーダー格のこいつは明らかに次元が違う！

『コハク、鬼人オーガの弱点は人間と同じよ！』

「それは見えてるけど！」

　どんなに剣士の動きに慣れても、まだ将軍鬼人ジェネラルオーガ相手にはきつすぎる！　……っ、魔法の気配!?

　将軍鬼人ジェネラルオーガの大太刀に、風がまとわりつく。

　これは、刀身での線の攻撃じゃない。魔法を併用した面の攻撃だ。

　やばいっ、避けられない……！




　──主様、そこじゃ──




「ぇ……？」

　妙な声が頭に響いた。それと同時に世界が急速にゆっくりになる。

　これは、何だ？　何が起こってるんだ？

　困惑していると。大太刀の刀身に赤い線が走ってるのが見えた。

　あれは、【切断】で見える線……？

　……いや、違う。大太刀じゃない。あれは、魔法に浮かび上がっている？

　その線に向かいフラガラッハを振るい、線をなぞるように振るう。

　次の瞬間、大太刀にまとっていた風の魔法が掻き消え、世界のスピードは元に戻った。

『ガッ!?』

「──ッ！　おおおおおお！」

　将軍鬼人ジェネラルオーガの怯んだ瞬間、更に一歩踏み込み、逆袈裟で斬り上げて命を【切断】。絶命した。

『コゥ、すごい！　すごい！』

『やるじゃないコハク！　いつの間にあんなのできるようになったのよ！』

『あぁ、さすがはご主人様です……！』

　手放しで褒めてくれるみんな。

　だけど俺は、今の一瞬の出来事が理解できないでいた。

　何だったんだ、今のは……？







　絶海の大陸にやって来て、丁度一週間が経った。

　その後も、みんなの助けを得ながら剣士の動きを体に叩き込んでいく。

　剣の扱い方。体の動かし方。目の配置。力の入れ方、抜き方。

　とにかく、やれるだけ俺の力で魔物を倒していった。

　が、当然そう上手くいかない時もあり。

「無理無理無理無理！　龍種ドラゴンは無理ィ！」

　捕食者の頂点・オブ・頂点、龍種ドラゴン。

　しかも、その中でも最も獰猛として知られるヴリトラ型龍種ドラゴンだ……！

　前にも言ったが、龍種ドラゴンの中にも格というのがある。

　下から順に、ドラゴネット、ワイバーン、ムシュフシュ、ヴリトラ、ヒュドラ、ドレイク。

　トワさんの使役しているのは、ドレイク型龍種ドラゴン。その中でも色付きと言われる黒龍だ。

　ヴリトラ型はドレイク型ほどではないが、とにかく動くものを何でも餌としか思っていない。

　つまり、俺も餌としか思われてない！

「ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッ！！！！」

　さすがにヴリトラ型の龍種ドラゴンとやり合おうとする気概も根性もないよ！

「ぬおおおおおっ!?」

　咆哮と共に放たれるブレスを回避。だが熱波によって、服が少し焼け焦げた。

　避けたはずなのに熱だけで焦げるって、そんなのありか!?

『コゥ、ブレス斬って！　ズバーって！』

「それができたら苦労はしない！」

『情けないわね。根性見せなさい！』

「世の中には根性で越えられないもののほうが多いの！」

　根性や気合いで困難を越えられるなら、人生もっとイージーモードだよ！

　でもみんなはまだ手を出さない様子。ちくしょうっ、まだ頑張れってか！

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッ！！！！」

「ガッ!?」

　咆哮と同時に放たれた見えない砲弾が俺の全身を強く叩き──。

「うっ、オロロロロロロッ！」

　なっ……んだ……!?

　内側から揺さぶられたような気持ち悪さに、胃の中の物が全部出た。

　外部破壊じゃなくて内部破壊の咆哮……やばいっ、意識が……！

　目の前に迫る巨大な口と牙。そいつが俺を食わんと大口を開け。

『はい、ストップよ』

「ガルァッ!?」

　俺と龍種ドラゴンの間に突如現れたクレアが、小指サイズの炎で吹き飛ばした。

　まだ息はある。だが牙は折れ瀕死の重症だ。

　すごい……あんな小さな炎で、とんでもない威力だ。

『ご主人様、いま回復致します』

　スフィアがどこからともなく取り出した緑色の小瓶。

　それを飲むと、体の怠さから痛みまで全て完治した。

　さすが、未来の回復薬。とんでもない効果だね。

　体の不調がないか確かめていると、クレアが申し訳なさそうな顔で俺の顔の前を飛んだ。

『ごめんねコハク、怖い目に遭わせちゃって。本当なら直ぐに助けたかったんだけど、一度生身で龍種ドラゴンと戦ったほうがいいってみんなと話して……』

『コゥ、ごめんね』

『申し訳ございません、ご主人様……』

「ぁ……い、いや、大丈夫。確かにみんなの言う通りだよ」

　俺はこれから自分自身も強くなる必要がある。そのために、色んな種族の魔物と戦って経験を積まなきゃならない。こんなところでへこたれてる暇はないぞ、俺。

　立ち上がり、気持ちを切り替える。それで、この瀕死の龍種ドラゴンはどうしようか。







『《ソード・オブ・レイン》』




　──え？

　突如、瀕死の龍種ドラゴンに豪雨のように降り注ぐ光の剣。

　穿ちは消え、貫いては消え、風穴を開けては消え……ミンチになるまで止まらず、やがて完全に消滅した。

　え、何事？

　突然のことに呆然としていると、頭上に影が現れた。

『コハク様、ご無事ですか？』

　あ、この声。声のしたほうを見上げる。

『ライガ！　ライガ！』

『向こうから来てくれましたね』

　空を飛んできた剣神ライガが、ゆっくりと目の前に降り立った。

『コハク様、お怪我はありませんか？』

「うん、大丈夫。ありがとう、ライガ」

『いえ。ご無事で何よりです』

　ダメージを負ったって言ったら、面倒なことになりそうだし黙ってよ。

『ライガ、何でここにいるのよ。里を離れていいの？』

『うむ。コハク様の気配が近くなったのを感じたのでな。里は警備隊に任せてきた』

　ライガは改めて俺を見ると、跪いて頭を垂れた。

『コハク様。先日は仮の姿で申し訳ございませんでした。改めまして、お初にお目にかかります。私が正真正銘、剣神ライガでございます』

「うん。初めまして、だね」

　この荘厳なオーラと威圧感。間違いない。みんなと同じ幻獣種ファンタズマだ。

　それにさっきの剣の雨……あれが剣神ライガの力か。

　跪いていたライガが立ち上がると、再度恭しく頭を下げた。

『コハク様。ここからは私が案内致しましょう。剣の里は、ここから少し入り組んだところにありますゆえ』

「わかった。頼むよ、ライガ」

『はっ！』

　ライガについて行くこと数十分。

　森や川、谷、洞窟など入り組んだ道なき道を抜けた先。俺たちが降り立った大草原と似たような草原が広がり、地面には無数の剣が突き刺さっていた。

　刃こぼれし、折れ、錆つき……剣の里というより、剣の墓。正しく墓場だ。

　ここを見ていると、すごく悲しい気持ちになってくる。

『着きました、コハク様。ここが剣の里でございます』







[image: ]










「酷いね、これは……」

『否、そうとも限りません』

「え？　でも、どう見てもこれは……」

　どこを見ても、破壊された剣ばかりに見えるけど。

　でもライガは首を横に振り。

『確かにここには、非情にも破壊された剣もあります。ですが全てではありません。主を守り、栄誉ある〝死〟を迎えた剣もあるのです』

　あ、そうか。そういう剣もあるんだ。

　ここにいるのは可哀想な剣だけじゃなくて、立派に務めを果たした剣もいるんだね。

　思わず近くに刺さっていた剣に触れる。

「お疲れ様。よく頑張ったね」

　主人と共に戦い、散っていった彼らに心からの敬意を。

　目を閉じ、彼らの幸せを祈る。──直後。

「え……な、何？」

　け、剣が光って……？

　しかも俺の触れたものだけじゃない。この草原に広がる無数の剣が、同じように淡い光を帯びている。

　その光が徐々に強くなっていき、モヤのように宙を漂うと。

『コハク様、ご紹介致します。……こちらが、剣精霊たちです』

　半透明で人型の精霊たちが、一斉に姿を現した。

『『『こんにちはーーーー！！！！』』』

「……こ、こんにちは……？」

　子供……とは違うな。大人っぽい体付きの子もいれば、子供みたいな体格の子もいる。

　だけど身長が小さいんだ。クレアと同じか、少し小さい精霊ばかりだな。

　俺やみんなに一斉にまとわりついてくる剣精霊たち。

　元々人に使われる剣に宿る精霊だからか、人懐っこい子が多いみたいだ。

　これが、伝説の精霊種エレメンタルか。

『お兄ちゃん遊ぼ！』

『遊ぼ、遊ぼ！』

『何する？』

『ちゃんばら！』

『殺陣たて！』

『果たし合い？』

『わたしもあそぶー！』

「わっ、ちょっ、待って待って！」

　いきなりそんなグイグイ来られても！

『はっはっは。コハク様、もうみんなに好かれていますね』

『精霊種エレメンタルは基本臆病な性格をしていますから。さすがはご主人様です』

『あ、アンタら抱きついてくるんじゃないわよ……！』

『ボク遊ぶ！　遊ぼ！』

　ちょ、みんな助けて!?
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　しばらくして、ようやく落ち着いた剣精霊たち。

　もみくちゃにされた……。

『コハク、大丈夫？』

「あ、うん。何とか」

　無数にいる剣精霊たちにあそこまで群がられると、さすがに体力を持ってかれる。

　そんな俺たちは、ライガの案内でライガの寝床である洞穴へやって来ていた。

　ここなら剣精霊たちも入ってこないらしい。

　助かった。あんな風にまとわりつかれたら、おちおち話もできないだろうから。

『申し訳ございません、コハク様。人間のお客人は初めてなものでして』

「あぁ、気にしないで。みんな喜んでくれてたみたいだし」

『そう言ってくださると助かります』

　ライガは安心したような笑みで頭を下げる。

　けど……あの子たちを見て、思ったことがある。

「ライガ。本当に俺と契約していいの？　俺と契約すれば、ライガはここを離れて俺と一緒に来なきゃならない。あの子たちは……」

『問題ありません。我ら幻獣種ファンタズマの喜びは主人に仕えることですゆえ』

　ライガの言葉に、みんなもうんうんと頷いた。

　俺なんかにそこまでの価値があるとは思えないけど……そう言ってもらえると、俺は嬉しいかな。

『それに、私の役目は既に他の者に継いでおります』

「役目？」

『この里を守護する役目です。ここ数十年、ザッカスと呼ばれる名匠の打った剣に宿る精霊たちが、抜きん出た強さを持っていまして。一人一人では足りませんが、数十人もいれば十分に里を守れるでしょう』

　ザッカスさんの剣精霊が……。

　壊れてなお、別のものを守ってるんだね。これはザッカスさんに報告しなきゃ。ザッカスさんも喜ぶだろうな。

『──む？　コハク様、その剣は……』

「あ、うん。ザッカスさんの剣だよ」

『やはり！　フラガラッハ。よい剣ですな』

「え。何で名前を……」

『それに宿る剣精霊から聞きました。今はまだ生まれたばかりですが、いずれ実体化もできることでしょう』

　俺の剣にも、精霊が宿っているのか。もしかしたら、あの時頭の中で響いていた声はフラガラッハのものだったのかも。

　フラガラッハに宿る剣精霊。いつか会ってみたいな。

　腰に差さったフラガラッハを撫でると、嬉しそうに少しだけ淡く光った。

「それじゃあライガ。テイムするけど……いいね？」

『はっ』

　うやうやしく跪き、まるで王にかしずく騎士のように頭を垂れた。

　そんなライガの頭に手をかざし、目を閉じる。

　久々に使うな、この力。幻獣種ファンタズマをテイムする機会もそうそうないから。

「《テイム》」

　そう呟くと、手の平に複雑な幾何学模様が浮かび上がった。

　幾何学模様がゆっくりと回転し、俺とライガの魂を徐々に結びつけていく。

　ライガの燃えるような力が、俺の中に流れてくるのを感じ──次の瞬間、幾何学模様が俺とライガに吸収されるように溶け込んでいった。
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「うん。契約完了だ。ライガ、体の調子はどう？」

『…………』

「……ライガ？」

　え、どうしたの？　固まったまま動かないけど。

『……むふっ』

　……ん？

『むふっ……むふふふっ……こっ、これが……これがコハク様と繋がっている感覚……！　あぁ……あぁっ、いい……！　これほどの充実感、数千年の時の中で初めてだ！　むははははははは！』

　え、やだ何こいつ怖い。

　俺引き気味。他のみんなはうんうんと頷いてるけど。

　確かに、君たちも俺と契約した時こんな感じだったね。

　それからしばし。ライガが落ち着くまで俺は白い目でそれを見守った。







『失礼致しました……』

「いや、俺は気にしてないよ」

　みんなも俺と契約した当時は同じような感じだったし……っと、そんなことより。

「ライガにお願いがあるんだ。俺、テイマーとして今より強くなりたい。だからこの大陸で、しばらく訓練させて欲しい」

『なるほど。だからあの時、龍種ドラゴンと相対していたのですね』

　その言葉に頷く。

「俺はテイマーとして、みんなの力を最大限まで引き出せていない。テイマーとして強くなって、みんなと一緒に戦いたいんだ」

『……わかりました。満足のいくまで、是非ここを拠点にしてください。私もコハク様のお力になれるよう、尽力致します』

「ありがとう、ライガ」

　それにライガの話が本当なら、ここには魔物たちは来ないはずだ。休む時も外敵を気にせず休める。

　この一週間ずっと気を張りつめてたから、これは嬉し……い……あれ……？

「ぅっ……」

『コゥ、どうしたの？　大丈夫？』

「あ……うん……大、丈夫……」

　あれ……なんだろ。いきなり眠気が……。

　前後不覚。頭も回らないし、視界が歪む。体もダル重くて……。

『ご主人様、恐らく疲れが一気に来たのかと。今はごゆっくりおやすみください』

　あぁ、そうか。今まで魔物たちの敵意に晒されてて……安心したから、一気に眠く……。

「ありがと……そうさせてもら、う……」

　遠くからみんなの声が聞こえる。

　もう無理……寝る……スヤァ。
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『……寝たわね。相変わらず可愛い寝顔』

　フェンリルに体を預け、目を閉じるコハク。

　フェンリルも丸くなり、尻尾でコハクを包んで一緒に眠る。

　コハクの肩に乗っていたクレアは、起こさないようにコハクから離れた。

　今までの話を聞いていたライガは、顎に手を当て『ふむ……』と唸る。

『スフィアよ。何故コハク様はいきなり力に固執するようになった？　魔王の話をした時は、かなり消極的だったと思うが』

『はい。実は先日、魔族が現れまして──』

　スフィアは話した。

　魔族が現れたこと。その魔族が、コハクの想像を超えた強さだったこと。自分たち幻獣種ファンタズマがいなかったら、勝てなかったこと。その時、他のテイマーが未知の戦い方をしていたこと。

　掻い摘んで、簡潔に説明する。

　ライガも納得いったのか、腕を組んで頷いた。

『なるほどな。その魔族は七魔極クラスか？』

『いえ。中の下……よくて中の中です』

『……状況はよくわかった。確かに、中の中レベルの魔族ならコハク様一人で倒せねば、この先厳しい戦いになるだろうからな』

　七魔極。それに魔王。

　この二つを滅ぼさないと、世界に平和は訪れない。

　雑魚魔族程度に後れを取っている場合じゃないのだ。

　そんな中、クレアが滞空しながら口を開いた。

『だけどさ、魔人化を身につける際の問題は、コハクの素質についてじゃない？』

『その通りだ。どれも素質がないとできないものだぞ』

『わかっています。しかし、何をするにしてもまずはご主人様の素の身体能力を上げることが先です』

　この数日、コハクの戦闘を見て思ったことがある。

　いくらなんでも甘やかしすぎた、と。

　確かにテイマーは、テイムした魔物を使役して戦う。

　だがどのテイマーも、テイムした魔物が殺されたりはぐれた場合、自衛の手段を一つは持っている。

　今のコハクにはそれがない。

　コハク自身の実力は、精々一般人に毛が生えた程度のものだ。自分たちがいる限りコハクを一人にさせることはないとはいえ、万が一……いや、億が一の可能性はある。

　魔人化はその先の話だ。

『なので、この大陸にてまずは基礎体力と基礎戦闘力を養います』

『あいわかった』

『それはいいけど、コハクに身に付けてもらう技はどうするの？　魔人化は才能がないとできないわよ』

『それも問題ないでしょう。何せ、我らが主ですから』

『……そうね。コハクなら何かやってくれそうだし』

『然り。コハク様ならば、必ずや我らを使いこなすであろう。【聖なる魂】を持っているのだからな』

　三人はコハクを見つめ、そっと柔らかな笑みを見せる。

　つかの間の休息。そんな平和な時間は……翌日には、完膚なきまでに破壊されるのであった。
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「いやあああああああああ！！！！」

　上空から降ってくる氷の槍、槍、槍！　とにかく無数の氷の槍が降り注ぐ！

　振り返る時間すら惜しい！　今はとにかく逃げないとぉ！

『あれ、ブリザードバードよね。極北に生息する……なんでここにいるの？』

『正確には、ブリザードバード亜種ですね。全気候対応型で、マグマすら瞬間冷凍させることができる魔物です』

『この大陸では、亜種の魔物は珍しくない。むしろ魔物の亜種のほうが数多く生息しているぞ』

　そこぉ！　何呑気に話なんかしてんの！

「うわっ！」

　一気に数が増えて……って、ブリザードバード亜種が二体になってる!?

『コハク様。まずはコハク様は基礎体力を付けていただく必要があります。ここから数日間は寝る暇もありませんよ』

「それ俺が普通に死んじゃうやつなんだけど！」

『ご安心を、ご主人様。機械人形マシンドールたる私の持つ技術で、全力の生かさず殺さずを実行してみせます』

　全然安心できなああああああい！？！？

「反撃！　せめて反撃できる手段を！」

『なりません。生身の状態で避けて、逃げて、走る。生と死を垣間見た先にある真なる【生】を掴み取るのです』

『コゥ！　追いかけっこだよー！　ふぁいとだよー！』

　デッドオアアライブの追いかけっこなんてお断りしたいんだけど！

『あ、コハク次来るわよ』

「ッ！」

　ギリギリのところで加速ッ。

　俺がさっきまでいた場所に、無数の氷の槍が突き刺さった。

　ちきしょう！　ああやってやる、やってやるさ！

　生き残ってみせるぞこんちくしょうめぇ！
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　五日後。

『うむ、こんなものだろう。クレア』

『はいはい』

　意識朦朧とした俺の頭上で、三つの爆発が起きる。

　その方向を見上げると、さっきまで空を飛んでいた三体に増えていたブリザードバード亜種が、粉々になっていた。

「……お、わ……った……」

　ようやく眠れる……。

『コハク様、まだ終わってはおりませんぞ。スフィア、回復を』

『かしこまりました』

　スフィアが俺の体にフルポーションと呼ばれる回復薬が振りかけられる。

　……あぁ、体力が回復していく。していってしまう……。

　体のダルさがなくなって、今にも飛び回れそうなほど体が軽い。

　スフィアの持つ未来の技術で造られたフルポーション。

　傷、ダメージ、状態異常、体力。振りかけるだけで全てを全快にする摩訶不思議な薬物だ。

　お陰で休む必要はないが、休むことができない。

　頼むから少し寝かせて欲しい。精神的な休みをおくれ。

『コハクー、起きなさいよー』

　ちょ、頭ぺしぺし叩くのやめて。

　ダメだ。ここで起きたらまた何かやらされる！　ここは起きられない振りを……！

『ムカッ。起きなきゃ頭頂部燃やすわよ』

「起きたー！　よく寝たー！」

　あ、ちょ、髪の毛の一部燃えたんだけど。ちきしょう、その脅しはずるい。

　諦めて立ち上がると、スフィアの目が光り、俺の体を頭の先からつま先まで光で覆った。

『……体力面は問題なく向上していますね。疲れた度にフルポーションで回復させた甲斐がありました』

「……そっすね……」

　この子たちの前じゃ、隠し事もできやしないか。知ってたけど。

『コハク様。基礎体力のほうは以上になります。続いては体の操作方法についてです』

　操作方法？

『最初に覚えてもらうのは、避けです。無駄な動きを一切省き、相手の攻撃を紙一重で避ける。そうすることで、戦闘時の体力の温存が可能です』

「増えた体力を温存するの？」

『例えばコハク様と同じ体力の敵がいた場合。動きに無駄があるほうがより多くの体力を消費し、やがて体力が尽きたほうが負けます。つまり死です』

　な……なるほど。言われてみれば確かに。

　魔族と戦った時も、俺は剣士の技能に振り回されていた。完全に使いこなせているわけじゃない。体の使い方はわかるが、わかるだけだった。

　つまり、次は戦闘方法ってことか。

「……オスッ！　よろしくお願いします！」

『よい返事です。さあ、ビシバシいきますよ！』

「あ、できれば手加減してもらえれば……」

『長引けば長引くほど、魔王の復活は近くなります。猶予はありませんぞ！』

　……ええい！　くそ、やってやる！　やってやるさ！

　俺だって幻獣種ファンタズマテイマーとしての誇りと意地がある！

　みんなのマスターとして、主として、やるっきゃない！
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　避けの訓練を始めてしばらく経ったある日のこと。

『本日は休養日に致しましょう。よく食べ、よく休み、よく鍛錬する。時間はありませんが、これも必要な時間です』

　突然ライガから、今日を休養日にすると言われた。

　と言われても、スフィアのフルポーションのおかげで肉体的疲労はゼロなんだよな。

　精神的にはかなりキツかったから、休みにしてくれて嬉しいけど。

　剣の里内部は外敵の心配はない。ライガにも散歩を勧められ、人生初一人で行動することになった。

「傍に誰もいないなんて、不思議な感覚だな……」

　物心がついた頃からフェンリルがいて、それからはいつも絶対に誰かしら隣にいたからなぁ。なんだか不思議な気分だ。

　広大な剣の里を一人で歩く。

　刃こぼれし、錆びつき、折れている剣たち。そんな剣たちから顕現している剣精霊が、みんな笑顔で遊んでいる。そのおかげで一切寂しさを感じない。

　剣の里。別名剣の墓。

　みんな楽しそうだ。いいね、こういうのんびりした雰囲気も。

　まあ遊んでると言っても、やってることは真剣でのチャンバラだけど。見てるだけでハラハラする。




　そんな光景を見ていると、俺に気付いた剣精霊たちがこぞって俺の元にやって来た。

『あーっ、お客さんのお兄ちゃん！』

『遊ぼっ、遊ぼっ！』

『チャンバラしよー！』

『たのしーよ！』

「えっ」

　あー……どうしよう。一応、今日一日は休むことにしてるんだけどな。

　だけどこんな純粋な目で見つめられたら、無下にもできないよね……。

「うん、いいよ」

『『『『やったーーー!!』』』』

　最近は避けだけだったから。少しチャンバラするくらいなら、逆にいい骨休めになるかも。

　みんなに手を引かれ、ちょっとした広場に着いた。

　チャンバラするにはかなりいい感じの場所で、普段からここで遊ぶことが多いらしい。

『ここで遊ぶのー』

『チャンバラ、チャンバラ』

『タイマンです』

『勝敗は審判がつけるわ』

『みんなとやるですー』

「うん。わかった、わかった」

　小さくてわちゃわちゃしてて、可愛いな。

　広場の中央に立つ。

　その周りを剣精霊たちが囲い、一人の男の子が俺の前に立った。

『お兄ちゃん、構えて』

「うん」

　腰からフラガラッハを抜く。

　夜空のような漆黒の刀身。アクアブルーに輝く刃。

　そんなフラガラッハの輝きに、剣精霊たちがザワついた。

『ほわぁ～……』

『しゅごい……』

『綺麗ね』

『こんなの見たことないです』

『とってもかっこいい！』

　おお、褒められた。やっぱりフラガラッハが褒められると、俺まで嬉しいな。

　俺と剣精霊が剣を構える。

　その中央に立った別の剣精霊の女の子が、赤と白の旗を持っている。

『お兄ちゃんは白。剣精霊は赤です。殺すのダメ。傷つけるのダメ。審判の私の指示に従うこと。いいですね？』

『『『『あーい！』』』』

　あぁ、可愛い。癒される。ホッコリ。

　互いに剣を構える。

　……さすが、剣精霊なだけあり素人目にも隙がない。

　対して俺は剣士の技能も付与されていない一般ピーポー。

　構えも、剣士の技能を付与してもらった時に本能的に理解した程度のものだ。洗練されたものでも、熟練したものでもない。

　そんな対照的な俺たち。

　中央に立っていた審判が、息を大きく吸い込み。

『始めッ！』

　合図と共に、始まった。

『ふっ──！』

　ッ！　速い……!?

　小さい体を利用した素早い動き。

　自由自在な剣捌きに、チャンバラとは思えない気迫。

　それに、一撃一撃が重い……！

　上下左右。立体的な動きと、型にハマらない剣筋に圧される。

　剣精霊って言うだけあるから、剣に精通しているとは思ったけど、こんなに強いだなんて……！

　フラガラッハで何とか剣をいなして反撃する。

　けど、俺よりこの子たちの動きが正確すぎて何もさせてもらえないぞ。

　避け、かわし、いなす。

　魔物との地獄の鬼ごっこで鍛えられた体力と最小限の動きで、なんとか食らいついてるけど……それでも、このままじゃ押し切られる……！

『えいっ！』

　他の攻撃より大振りの攻撃……見えた、隙！

　大振りの攻撃を弾いて、反撃を……！

『ハッ！』

「うっ!?」

　剣が弾かれたッ。まさかさっきの大振りはフェイク……!?

　しまった、胴体がら空き……斬られる──！

『そこまで！』

　ピタッ──！

　寸止め。正に紙一重だ。少しでも動けば、胴体が真っ二つにされるだろう。

　目の前に突き付けられた死の感覚に、思わず生唾を飲み込んだ。

　数秒の間を置き、審判の剣精霊が赤の旗を上げた。

『勝者、赤！』

『やったー！　勝ったー！』

「は、はは……参りました」

　精霊種エレメンタルの力を見せ付けられた感じ。まさに圧倒的。すごいね、本当。

「みんなありがとう。俺、まだまだだってわかったよ。鍛えて強くなったら、またチャンバラで──」

『何言ってるです？　次は私です』

「……え？」

　男の子に代わり、次は女の子がレイピアを構えて出てきた。準備運動で軽くレイピアを振るうけど、それだけで先端が全く見えない。速すぎる。

　その他にも、周りにいる剣精霊たちが各々剣を携え、ウキウキ顔で俺を見ていた。

　……えっとぉ。

「こ、これはどういう……？」

『ここにいるみんな、お兄ちゃんと遊びたいです』

『みんなとやるまで帰さないです』

『楽しみましょ、お兄ちゃん』

『とっても楽しい無限チャンバラだよ』

『逃がさないですよぉ！』

　…………。

　まさかライガの奴……このことがわかってて、俺に散歩を勧めたなぁ!?

「ちょ、待っ……うぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ！？！？」




[image: ]




『本日の分、しゅーりょー！』

　お……終わ……た……。

　合計数十人の剣精霊とのチャンバラ（と言う名の真剣勝負）が終わったのは、太陽が沈み辺りが暗くなった頃。

　少しでも手加減すればやり直し。

　ちょっとでも油断すればやり直し。

　結局数十人を相手するのに、百回以上チャンバラをやることに。

　しかも全員俺よりも格上の剣士たち。当然のごとくボロクソにやられた。

　見た目は俺より年下の子供。そんな子らに手も足も出ずやられたからか、肉体より精神的なダメージのほうがでかい。

『それじゃあお兄ちゃん、また明日ねー！』

『またね！』

『明日も来るのよ？　絶対よ？』

『明日はぼくから！』

『何言ってんだ、おれからだ！』

『わたしからー！』

　あぁ、こりゃ逃げられませんね。

　……あ、そうだ。

「じ、実は俺、今日は休みだったけど、明日以降は訓練に戻るんだ。だから明日も一緒に遊べるかはわからないなぁ」

『『『『『えーーー！』』』』』

　う、悲しそうな眼差し。でもここで変に約束するのも、この子たちに悪いし。

　……別にそれを理由に逃げようなんて思ってはないからね？　……ホントダヨ？

　みんなが悲し気な顔で俺を見上げてくる。やめて、そんな顔で俺を見ないで。

　と、その時。

『よろしいですよ』

「え？」

　突然、そんな声が聞こえてきた。そっちを振り向くと。

「あ、ライガ」

　いつの間にか傍にいたライガ。

　その存在に気付いた剣精霊たちが、一斉にライガに群がった。

『ライガさまー！』

『ライガ様、こんばんは』

『ばんちゃ！』

『ライガ様だー！』

　さすが剣神ライガ。剣精霊からの人望が厚い。

　精霊にまとわりつかれながらも、ライガはゆっくりこっちに歩いてくる。

『実は、次の訓練内容は剣精霊たちとチャンバラを予定していたのです。それを察知し、いち早く自主的に訓練するとは……このライガ、感服致しました』

　白々しい……こいつ、こうなること絶対わかってたでしょ。

　じとーーーー。

『…………（ぷい）』

　おいコラこっち見ろ。目を逸らすな。

「はぁ……ここにいる間の俺の人権はないようなものだし……わかった、従うよ」

『おおっ、それでは……！』

「その代わり、これが終わったらマジで休みが欲しい。一週間くらい何もしない日が欲しい」

『む……わかりました。お約束致しましょう』

　よしっ。やったぞ、約束を取り付けた！　これでこの訓練が終われば休みが貰える！

「ということだ。みんな、明日もまた来るよ」

『『『『『やったーーーー!!』』』』』

　はは。喜んでる、喜んでる。

　喜ぶみんなと別れ、俺はライガと肩を並べてその場を後にした。

『そうだ、コハク様。次の訓練の終了条件なのですが』

「そう言えば聞いてなかったね。何？」




『剣士の技能を付与した状態で、千体の剣精霊に連勝することです』




　…………？

　……………………？？

　…………………………………………？？？？

「え？」

『本当は全剣精霊、数億万体をと思ったのですが、それはさすがに無謀ですからな』

　千体相手に連勝するほうも十分無謀ですけど!?

『あの子たちは、見た目こそ子供のようですが剣の腕は達人級。それを千体相手に連勝することができれば、コハク様の剣の腕も格段に上がるはずです』

「あー、どうりで異常に強いはずだ」

　剣精霊だから、剣の腕は達人級……ちょっと納得いった。

　そんなあの子ら相手に千連勝……。

「無理でしょ」

『可能ですよ』

　間髪入れずに肯定してきた。

「確かに幻獣種ファンタズマのみんなからしたら、主である俺ならできるって肯定したいとは思うけど……いくら何でも、こればっかりは無理だと思う」

『ふふふふ。コハク様、我らが付きっ切りで鍛えて、不可能なことはありません』

「怖い怖い。笑顔怖い」
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　確かにその通りなんだけどさ。

　この数週間のみんなのおかげで基礎体力も爆上げされてるし、避けの技術も相当上がった。

　やり方は荒っぽいけどね。マジで何度か死にかけた。死の川をバタフライで泳ぐ幻覚まで見だした時は、マジでこの世とおさらばするかと思った。

　その度に浮遊する魂がフェンリルに捕まり、スフィアのフルポーションで無理やり回復させられ、クレアに強制的に起こされた。

　あれが現実なのか幻覚なのかわからないけど、もし現実だとしたら死んでも逃げられないことを意味する。どうしよう、誰か助けて。

『それにコハク様。あなたは今、私と契約しています。それがどういうことか、もうわかるのでは？』

「ライガと契約してる意味？」

　突然だが、テイマーが魔物と契約する恩恵としては二つある。

　一つ目は、当然だが魔物を使役できること。魔物を従え、戦闘や諜報、採取、様々な面でサポートをしてもらえる。

　二つ目は、僅かだが魔物の力を使うことができること。龍種ドラゴンテイマーであれば体の頑丈さや《ブレス》を使え、妖精種フェアリーテイマーなら使役している妖精種フェアリーの属性魔法を使える。

　けど、幻獣種ファンタズマと契約している俺は二つ目の恩恵を受けられていない。

　スフィア曰く、自分たちの力が余りにも強すぎるため。下手に力を流すと、俺の体が爆発四散するらしい。初めて聞いた時は卒倒したっけ。

　でもみんなが意図的に力を遮断しているから、その心配はない……らしい、けど……今考えただけでも色んな部分がヒュッとなる。

　そのことをライガに言うと、深々と頷いた。

『スフィアの言う通りです。ですがコハク様、あなたはこの数週間の訓練のおかげで、少しずつですが我らの力に耐えうるだけの体に鍛えられています』

「つまり、俺もみんなの力を少しずつだけど使えるってこと？」

『その通りです』

　てことは、自動的にほんの少しだけ俺が強くなるってことか！

『そうです。それを使いこなせれば剣の腕も格段に上がるでしょう』

　お、おおっ。それは俄然やる気が湧いてきた！

『それに剣の技術を身に付ければ、私との魔人化もできることでしょう』

「……剣の技術を身に付ければ？　魔人化には条件があるの？」

『おや、スフィアからお聞きしていませんか？』

「うん」

　スフィア、そんなこと一言も言ってなかったけど。

『ふむ……それなら、一度スフィアのところに戻って話を聞きましょう。私より、スフィアのほうがそういった話は得意ですから』

「わかった」







『わかりました。そろそろお伝えせねばと思っていた頃です』

　みんなの待つ場所に戻ってスフィアに問うと、やる気満々という感じでどこからか黒板とチョークを取り出した。

　眼鏡を掛けて前に立ち、こほんと咳払いをする。

「待ってスフィア。その恰好は何？」

『私のデータベースの中に入っている、メイド家庭教師です。眼鏡がワンポイントです』

「あ、はい」

　よくわからない。でも理解した振りしとこう。話が進まない。

　黒板の前に座ると、フェンリルが背もたれになってくれた。クレアはいつも通り俺の肩に座り、ライガも俺の傍に立っている。

　スフィアが黒板の前に立つと、色々と文字を書いていった。

『ライガから既に聞いている通り、魔人化には条件があります。まず前提の条件として、魔人化に耐えうる体力が必要です』

「体力？」

『魔人化には尋常ではない体力が必要になります。体力がなくなった場合問答無用で魔人化は解除され、戦闘中に解除された時は死に繋がります』

　なるほど、そういうことか。

「俺の今の体力ってどうかな？」

『もって数分でしょう』

　短っ!?

　え、俺結構頑張ってた気がするんだけど。あれでも数分しか持たないの？

『通常の魔物なら問題ないですが、幻獣種ファンタズマである私たちの前ではまだまだ足りません。精進していきましょう』

「わ、わかった」

　とにかく、常時魔人化できるまで体力の増加が最優先か。

「それで、前提条件が体力ってことは……」

『はい。他にも条件があります。ですがこれは幻獣種ファンタズマ全員ではなく、幻獣種ファンタズマの中でも更に限定された者が対象になります』

「限定された者？」

『剣や銃、拳闘などの技術を有している幻獣種ファンタズマです。ここにいる者では、ライガがそれにあたります』

　ほほー、そういうことだったのか。

　剣術を身に付ければ自衛の手段も手に入るし、ライガとの魔人化もできる。一石二鳥だ。

「でもさ、ライガとの魔人化はまだ先になりそうだけど、数分であればみんなとは魔人化できるってことだよね？　やってみたいんだけど、できる？」

『そうですね……どんな感覚か覚えるために、やってみましょうか』

　ついに俺も、トワさんと同じ魔人化を……一体、どんな感じなんだろう。

　トワさんに聞いた時は、「そこはかとない万能感」って言っていた。

　龍種ドラゴンでそれなら、幻獣種ファンタズマのみんなだったらどうなるのか……。

「早速やってみよう。まずは……」




『当然私よね、コハク』

『ご主人様、準備はできています』

『コゥ、ボクやる！　やる！』

『『『……あ？』』』




　え、何この一触即発な雰囲気。

　睨み合い、バチバチに火花を散らすみんな。

　しかも比喩ではなく、視線で物理的に火花が散ってるからとんでもない。

　クレアが首の関節を鳴らし、手に小さい炎を灯す。

『まあ待ちなさい。ここは炎の魔法系統を使えるようになる私と魔人化するべきでしょ？　魔法は、使えない人間にとっては夢の力なのよ』

　スフィアの目が輝き、モーター音が響く。

『何を言っているのですか。ここはやはり、この世界において唯一無二の科学技術を持つ私と魔人化するべきです。炎なんて火打石でも使ってればいいんですよ』

　フェンリルの毛が逆立ち、尻尾が俺を包み込んだ。

『何ちゃらんぽらんなこと言ってるのさ。コゥと一番付き合いが長いのはボク。ボクと魔人化すれば、最強の身体能力が手に入るんだよ。ボクと魔人化すべきだ』

　ピシッ──！

　互いの圧力同士がぶつかり、床に亀裂が走った。

　もうこんなやり取りにも慣れたなぁ。

　でもこのまま任せっきりにすると、寝床どころか剣の里にまで被害が出ちゃうから。

「まあまあ、落ち着いて。フェン、まずは君からだ」

『！　コゥすきっ、だいすき！』

『『そんな……』』

　誰が先だろうと構わないだろう、これは。結局みんなと魔人化するんだし。

　全く、何を順番で一喜一憂してるのやら。

「で、どうすればいいの？　まさかトワさんみたいに食べられるなんてことはないよね……？」

　さすがにそれはごめんなんだけど。

　と、フェンリルが首を横に振った。

『魂が通じ合えばそんなことしなくてもいいよ。テイマーでも、魔物と完全に魂を通じ合わせるのは難しいからね。あの龍種ドラゴンは言葉を発せないから、物理的に肉体を合体させるしかなかったんだよ』

　なるほど。つまり俺たちは言葉を交わせるから、ああいうことはしなくていいってことか。

　よかった。生きたまま食われるのはキツすぎるから。

『それじゃあコゥ。ボクの頭に手を乗せて』

「わかった」

　言われた通りに、フェンリルの頭に触れる。

　触り慣れた毛並みと温かさ。そこから伝わるフェンリルの力強さ。力だけじゃなく、フェンリルの魂の密度が直感的に伝わってきた。

　そうか。これがフェンリルの魂か。

「フェンの魂、温かい……それにすごく大きい……」

『コゥの魂は、やっぱりすごく安心するよっ』

　安心する？　どういった意味だろう。

　そんな疑問を口にする前に、俺とフェンリルの体が淡い光で覆われていく。

　温かな光。まるで陽だまりの中にいるような。もしくは母親に抱かれているような。

　そんな言いようのない心地良さに包まれていると、俺とフェンリルの魂が、少しずつ溶け合っていくのを感じた。

　肉体、強さ、存在、魂。それらが合わさり、歪み、混ざる。

『さあ行くよっ。〝魔人化〟！』

　フェンリルが叫んだ。

　俺たちを包んでいた光が膨張し、直後圧縮されていく。

　俺とフェンリルの体が一つになり、不意に光が弾け、目の前にいたフェンリルは消えた。

「……ん？　終わったの？」

『はい、ご主人様。うまく魔人化できていますよ。ほら』

　スフィアがどこからか姿見を取り出す。

　そこに映し出されていたのは。

　シャンパンゴールドに染まり、肩まで伸びた髪。フェンリルと同じ青い瞳。鋭く伸びた歯と爪。

　そして何より目を引くのが、頭の上にあるピクピクと動く耳と、腰にあるふさふさの尻尾。

　どちらも無意識に動くし、意識的にも動かすことができる。

　つまり、間違いなく俺の頭と腰から生えていた。

　服装も、いつもの服からワイルドになってるし、いつもより筋肉が膨れ上がっている。

　これが、俺とフェンリルが魔人化した姿か。

『コゥ、どうかな？』

「あ……フェン？　どこ？」

『今ボクはコゥの中だよ。頭の中に直接語りかけてるから、思うだけで会話できるからね』

（……こんな感じ？）

『そうそう』

　なるほど、これは便利だ。

　フェンリルの同化してるからか、体の内側からふつふつと力が湧き出る感じがする。

　今まで聞こえなかった音もよく聞こえ、人間には嗅ぐことのできない臭いも嗅ぎ取れる。

　これが幻獣種ファンタズマ、天狼フェンリルとの魔人化……。

『コハク様、よくお似合いです』

「はは。ありがとうライガ。どうかな、スフィア、クレア」

　二人にもよく見えるようくるっと回転する。

　尻尾も、俺の回転に合わせて弧を描いた。邪魔かと思ったけど、そうでもないな。慣れたらこの尻尾でも攻撃できそう。

　そんな姿をじっと見たまま動かない二人。ど、どうしたの？

『えぇ……何このコハク、超かわいい』

『モフ耳、モフ尻尾付きのご主人様……やばかわですね』

「そ、そんな風に言われると、照れちゃうな」

　でも悪い気はしない。

　手を握って開く。それだけで、今なら何だってできそうなほどの万能感が体を巡った。

『コゥ、ちょっとだけボクの力を体験させてあげるね』

（うん、どうすればいい？）

『腕を振るうだけでいいよ。引っ掻く感じで』

　……それだけ？

『それだけで今は十分だよ』

　……まあ、フェンリルがそれでいいって言うなら、やってみるか。

　寝床の洞穴から外に出る。さすがにここだと、洞穴が崩れ落ちちゃうだろうから。

　みんなが俺から離れたのを確認し、腕を大きく振り上げる。

　それだけで、振り上げた腕に何か異様な力が集まるのを感じた。

　フェンリルの力が腕に収束していき、それが凝縮される。

　凝縮、凝縮、凝縮。

　空間に圧が広がり、そして広大な大地に向かい──振り下ろす！

「ハッ──！」

　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォッッッ！！！！

　腕が振り下ろされた衝撃により、突如暴風が吹き荒れる。

　凝縮されていた力が解放され、空間を切り裂く五つの斬撃が放たれた。

　大地を深く抉り、五つの超巨大な爪痕が刻まれ、それが遥か彼方へと消えていった。

「……すっげ……」

『どやぁー！』

　頭の中でフェンリルがドヤっている。でもドヤるのもわかる……これが、幻獣種ファンタズマとの魔人化の力か。

　ゾクッ──背中に冷たいものが走る。それと同時に、心に高揚感が湧き上がった。

　これを、俺がやった……俺が……。

「……はは……ははは！　すごい！　すごいすごいすごい！　これがあれば、俺もミスリルプレートのように戦、え……？」

　あ……れ……足元が、ふらつく……？　うまくバランスが取れなくて……うぐっ。

「ぉ、おろろろろろろ……！」

　盛大に胃の内容物を吐き出してしまった。

　吐き気と目まいで、意識が飛ぶ……これ、まず……ぃ……。

『ご主人様！』

　倒れそうになる俺をスフィアが抱きかかえ、直ぐにフルポーションが俺の口に流し込まれた。

　そのおかげで、直ぐに体調不良が嘘のようになくなる。

　まだ息は荒いけど……ちょっと落ち着いた。

『コゥ、大丈夫？』

「……あれ、フェン？」

　どうして目の前に……？　魔人化は……？

　姿見を見ると、元の姿に戻っていた。さっきので、魔人化が解けていたみたいだ。

　あぁ、きつい。想像を超えるきつさだったな……。

　息を整えている俺の肩に、クレアが座った。

『コハク。あれが今の魔人化の持続時間よ』

「持続時間？」

『魔人化は合体してるだけで体力を削られる。一回攻撃するだけでも、相当の体力を持っていかれるわ。つまりアンタは、魔人化するだけなら数分。でも一回攻撃するだけで魔人化が解けてしまう。それが今のアンタの限界ってことよ』

　そうなのか……まだまだ、トワさんたちのようにはなれないってことだな。

　はぁ……あの領域までは先が長い。

『ご主人様、いかが致しますか？　今日はもうお休み致しますか？』

「……いや、やろう」

　確かに体力が全てなくなり、魔人化が強制解除される感覚はきつい。

　でもスフィアのフルポーションがあれば、それも一瞬で治る。こういうのは後に回すより、やれる時に全部やったほうがいいからね。

『……畏まりました。それでは……』

『次は私よ、私！』

『いえ、次こそわた──』

『私私私私私私私ーーーー！』

『う、うるさい……はぁ、わかりましたよ』

『へへんっ』

　次はクレアとの魔人化か。一体、どんな姿になるんだろうか。

　嬉しそうにぴゅんぴゅん飛び回るクレアを見つつ、スフィアに目を向ける。

　悪いな、という思いを込めて苦笑いを浮かべると、スフィアは微笑んで首を横に振った。大人だなぁ、スフィアは。

　元気に飛び回っているクレアが、俺の肩に座った。

『コハク、私の魂を感じて』

「うん」

　目を閉じ、クレアに集中する。

　フェンリルの時と同じように、クレアの燃え盛るような熱い魂を感じる。

　正に烈火のごとく。超高密度のエネルギー体のような魂だ。

　こんな小さな体なのに、フェンリルと同等の魂の密度……やっぱりとんでもないな、幻獣種ファンタズマは。

『ふふ。これがコハクの魂……温かいわ』

「クレアには負けるよ」

『当然よ。なんて言っても私は炎を司ってるからね』

　ない胸を張ってドヤるクレア。本当、子供みたいな子だ。

『今失礼なこと思わなかった？』

「気のせいです」

　え、まだ魔人化してないよね？　ナチュラルに人の心読むの止めて。

　ジトーッと見てくるクレアから目を逸らすと、ぽかぽか殴られた。ごめんて。

『全くもう。さあコハク、準備はいい？』

「いつでも」

『それじゃあ行くわよ。〝魔人化〟』

　俺とクレアの魂が繋がり、溶け合う。

　フェンリルの時と同じく、膨張した光が急激に圧縮されていき。俺とクレアの体が一つになったのを自覚した。

　直後──両腕が発火した。

「なっ!?」

『落ち着きなさいコハク。これは私と一つになったことで発生した炎よ。熱くないでしょ？』

　そう言われたら確かに。

　姿見で、今の自分の姿を確認する。

　髪は赤く燃え上がり、左目にも炎が灯っていた。更に両腕も燃え、なんなら足まで燃えている。服も炎になっているけど、ちゃんと形を保っていた。

　これが、クレアと魔人化した時の姿……かっこいいな。

『コゥ、かっこいー！』

『よくお似合いですよ、コハク様』

『ご主人様、かっこいいです……クレアもたまには役に立ちますね』

『たまにって何よ！』

　あの、魔人化してる状態で叫ばないで。頭の中ガンガンするから。

（クレア。時間もないから、早速魔法を試してみたいんだけど）

『あ、そうね。それじゃあ誰もいないほうに手を向けて』

（こう？）

『そうよ。そして力を込めるの。イメージはぐって溜めて、ぱぱぱーって感じで』

　ごめんわからない。

　え？　ぐってやってぱぱぱー？　はい？

『じゃあ、ぎゅってやってぽーんのほうがわかりやすいかしら』

（……クレアって、人にものを教えるの苦手なんだね）

『失礼ね！　超わかりやすいじゃない！』

（どこが!?）

　って、そんなツッコミを入れてる場合じゃない。早くしないと魔人化が強制解除される……！

　えっと、えっと……。

『ご主人様。魔法を撃つにはイメージが大切と言われています』

「イメージ？」

『はい。威力は気にせず、突き出した腕を砲台に炎の球を放つ。それを頭の中で強烈にイメージするのです』

　めっちゃめちゃわかりやすいアドバイスありがとう。

　誰もいない方向へ手を向け、目を閉じる。

　俺の中には、間違いなくクレアの力がある。魔力ってやつかな？　でもそれをコントロールするとなると、途端に難しくなる。

　それを更に放つって、どうもイメージしづらい。

　目を閉じてイメージ、イメージ、イメージ……さっきのフェンリルと同じような感じかな？

　溜める。我慢する。収束する。凝縮する。そして放つ。解放する。発射する。押し出す。

　それを強烈にイメージすると……頭の中に、ふと何かが思い浮かんだ。

　あ、もしかしてこんな感じ？

『今よ！』

　クレアの声と共に目を開き、手の中に現れるイメージで……！

「ハアァッ!!」

　次の瞬間──フェンリルをも凌駕するほどの極大の火球が、大気を揺るがす轟音と共に現れた。

　って、こんなものの近くにいたら焼けちゃうんだけど!?

『大丈夫よコハク。あんたは今、炎のそのもの。熱さは感じないでしょ？』

　あ、本当だ。

　俺の手の平の中に現れた極大の火球。それを誰もいない荒野へ向けて……放つ！

　放たれた火球が約百メートルの距離を飛び、地面に着弾。

　ズゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォッッッ！！！！

　灼熱を伴った爆風が発生し、俺たちの体を叩いた。

　大気を震わせ、雲を吹き飛ばし、きのこ雲ができた。

　これが、クレアと魔人化した力……言葉も出ない。

　フェンリルの力もやばかったけど、クレアの魔法もとんでもないぞ、これは……。

　火球が放たれたほうを見ていたスフィアの目が妖しく光り、冷静に口を開いた。

『ご主人様、着弾を確認しました。半径数十メートルが蒸発し、表面は溶解してマグマと化しています』

「…………」

　被害状況を聞き、また声を失った。

　大地が蒸発し、表面が溶解って……どんだけの威力なんだ、さっきの火球は。

　唖然としている俺に、クレアがさっきの火球について解説した。

『今のは炎属性の中では一番下の魔法、ファイアーボールよ。威力の調整ができてないからこんな派手になってるけど。でも威力を調整すれば、目くらましにも陽動にも使える便利な魔法だからね』

　一番下？　これが一番下だって？

　これ、使い所間違えたら街が消し飛ぶな。……威力調整の練習とかしなきゃ。

　クレアとの魔人化による威力を聞いて唖然としていると、一気に脱力感と吐き気が全身に回り。

「ぉぇ……おろろろろろろろろ……！」

　い、胃がひっくり返る……！　もう胃の中の空っぽで、何も出てこないのに。

　スフィアにフルポーションを飲ませてもらい、気持ちも精神的にも落ち着いた。

　よ、よし。最後はスフィアだ。さっさと終わらせよう。

『ご主人様、本当に大丈夫ですか？』

「うん。後回しすると、余計嫌になりそうだから……今のうちに終わらせちゃおう」

『……承知しました』

　俺の体調の心配半分。魔人化の期待半分といったような感じだ。

　俺のことを真っ先に考えてくれるなんて、本当に優しい子だ。

「それじゃあ、やろうか」

『はい、ご主人様』

　スフィアが俺の手を優しく握ってきた。

　うーん……最後にスフィアと魔人化するわけだけど、どんな風になるんだろうか。正直、想像もつかない。

　フェンリルとの魔人化は獣人型。

　クレアとの魔人化は精霊型。

　やっぱり、機械人形マシンドールと言うだけあって、俺の体が機械になるんだろうか。

　……なんだろうか。すごくそそられる。わからないけど、男心をがんがんくすぐられるような感じ。

　俺自身が機械人形マシンドール……ありだな。

『それではご主人様。私を感じてください』

「えっ、ちょっ……！」

　だ、抱き締められて……!?　ちょ、柔らかっ、あとすごくいい匂い……！

　いつの日か、スフィアから機械人形マシンドールとはゴーレムと似たような種族だと聞いたことがある。

　つまり、有機物ではなく無機物……単なる物質だ。

　それなのにこの柔らかさ、このいい匂い、この人のような温かさ……どう考えても人間にしか思えないんだけど!?

『むー！　スフィア、アンタ何どさくさに紛れてコハクを抱き締めてんのよぉ！』

『私は誰かと違って、胸が大きいですから。なので少しでも密着しないと、魂を同化させることができないのです。誰かと違って』

『嘘つくんじゃないわよ!?　あと誰かって誰！　まさか私のこと言ってるんじゃないでしょうね!?　ちょ、聞いてんの!?』

　クレアがギャーギャー騒ぐが、スフィアはそんなこと気にせず俺に抱き着く。

　どこか幸せそうに見えるのは、多分気のせいじゃない、と思う。

　いくら魔物とは言え、こんな美人に抱き締められると緊張するんだけど。見た目は完全無欠の別べっ嬪ぴんさんなんだし。

『ふふ。ご主人様、鼓動が高まっていますよ？』

「うっ……か、からかわないでよ」

『申し訳ございません。ご主人様の反応が可愛らしく、つい』

　くっ。この小悪魔め……！

　俺の体に回された腕。細く、でも幻獣種ファンタズマらしく力強い。下手すると折られそう、怖い。

『それでは行きますよ』

「う、うん」

　目を閉じ、スフィアの魂を感じるため呼吸を整える。

　……あった、これだ。

　フェンリルのような、獰猛で密度の濃い魂とは違う。

　クレアのような、燃え盛る炎のような魂とも違う。

　例えるなら……無機質な球体と言うべきか。超高密度のエネルギー体が、凹凸もなく、歪みも淀みもなく、完全な球体になっている。そんなイメージ。

　これがスフィアの魂か。

『それでは行きます。……〝魔人化〟』

　スフィアの呟きと共に、スフィアの体が光の粒子となり、まとわりついてくる。

　フェンリルやクレアの時のような、体そのものが合体する感じではない。

　スフィアが機械のようなものになって、俺の体に張り巡らされていった。

　両腕、両脚、胴体、頭に機械みたいなものが取り付けられていく。そんなイメージ。

　な、何？　なんだこれ、どういうことだ？

　訳がわからず困惑していると、俺にまとわりついていた光の粒子が弾け、消えた。

　全身が鋼で覆われている。でも鎧とかではなく、メカメカしい見た目だ。

『ご主人様、魔人化が終わりました』

「えっと……これが、スフィアの魔人化？」

『はい。水陸空用パワードスーツ。これが私の魔人化です』

「ぱわーどすーつ？」

　何その聞きなれないワードは。

『順に説明していきます。パワードスーツとは……』

　つらつらとパワードスーツの説明をしていくスフィア。専門用語とかが多すぎてよくわからなかったけど、説明を要約するとこんな感じ。

　パワードスーツというのは強化外骨格と呼ばれるものらしく、簡単に言えば一の力を十にも百にも上げてくれるものらしい。

　姿見で魔人化した姿を確認する。

　両腕両脚には巨大で純白のメタルアーマー。

　背中にはスフィアの黒髪を模しているのか、黒く鋭利な翼が三対六枚生えている。

　頭には思考演算力を三十倍に跳ねあげる装置がつき、右目には敵を感知するスカウター。

　胸の中心には、琥珀色に光る動力源がある。

　スフィアの説明を頭の中で簡単に噛み砕いてみたが……正直何を言ってるのかわからない。

『要は超かっこよくて、超強いってことです』

（なるほど、把握）

　確かに超かっこいい。よくわからないけど、かなりテンション上がる。男心がくすぐられる見た目だ。

『それではご主人様。体力が尽きる前に、力の一端をお見せ致します』

（うん、どうすればいい？）

『右手のメタルアーマーを真っ直ぐ斜め上に伸ばしてください。今はまだ使い方がわからないと思うので、私がサポート致します』

（わかった）

　こう、かな？

　右腕を挙げると、モーター音と共に駆動する。

『外部エネルギー、チャージ』

　チャージ？　……なっ!?

　メタルアーマーが急激な熱を発し、何かが超高速で動く音が響く。

　周囲から何かが集まり、圧縮され、凝縮し、高密度のエネルギーを作り出していった。

　同時に、右目のスカウターに十字のマークが浮かび上がる。

　十字マークの上にいくつかの点が浮かび上がる。点には『目標ターゲット』の文字が浮かび上がっている。

　エネルギーが最大まで溜まったのか、メタルアーマーが花弁を開いた花のように展開。

　そこに眩いばかりの光が集約する。

『エネルギー充填完了──スターダスト・メテオ』

　刹那、大気を揺るがす超轟音と衝撃波と共に、無数のエネルギー弾が発射。

　数キロの距離を亜音速で飛び、着弾。

　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォッッッ──！！！！

「うおっ!?」

　周囲の大気を吹き飛ばし、超高熱の熱波が俺たちの体を叩くッ。

　やばっ、吹き飛ばされる……！

『ご主人様、防御シールドです』

「そ、そうかっ。……どうすんの!?」

『イメージです』

「イメージ!?　こ、こう！」

　俺たちの全面に、半透明の薄いシールドがあることをイメージすると。

　俺を中心に巨大なシールドが展開され、熱波や衝撃波を防いだ。

『お見事です』

「は、はは……ありがとう」

　防御シールドって、イメージで展開してたんだ。

　と、スカウターに映っていた点が消え、代わりに『消去デリート』の文字が浮かび上がった。

『目標ターゲット、昆虫種インセクト十体の消滅を確認しました』

「今の一瞬で十体も……ぁ」

　あ、これやばい。また来た、体力切れ。

　いくらやっても慣れないね、これは……。

　もう胃の中空っぽ。胃液も出ない。

　分離したスフィアに回復してもらい、なんとか体を起こした。

　寝床に戻り、フェンリルを背にして体をゆっくりと休ませる。

　これでフェンリル、クレア、スフィアと魔人化したわけだけど……正直に言うと、まさかこんなに力が出るとは思わなかった。

　呆然とした気持ちで、攻撃した方向を見る。

　大地を深々と抉った爪痕。

　吹き飛び、溶解した大地。

　もうもうと上がるきのこ雲のような土煙。

　全員が全員、とんでもない力を秘めてるのが改めてわかった。

　今はまだ一回の攻撃だけで力尽きちゃうけど、もしこれを使いこなせたら……想像するだけでとんでもないな。

　これを俺が……正確には、魔人化した俺がやったんだ。正直、全く現実味がない。

　呆然としている俺の周りを飛んでいたクレアが、肩に座ってない胸を張ってどや顔をした。

『どうよコハク。これすごいでしょ？　すごいでしょ!?』

「あ、うん。すごすぎるくらいだよ」

『どやぁ、どやぁ～！』

　どや顔可愛いな。

　だけどこんなに圧倒的な力を見せられたら、そうなる気持ちもわかる。わかるけど……これ、力をコントロールできないと小さい国の一つや二つなら簡単に滅ぼせるレベルだぞ。

　体力増強。剣技の習得。それに加えて魔人化の力のコントロール……やるべきことが山積みだな。

　ごくりと生唾を飲み込む。

　すると、側に座っていたスフィアが何食わぬ顔で口を開いた。

『ご主人様。今魔人化した三体の中で、誰が一番ご主人様の中でしっくりきましたか？　当然、私ですよね？』

「え」

『は？　何言ってるのよこのガラクタは。当然私よね、コハク』

「えっと」

『何言ってるのさ。コゥと一番長く一緒にいるのはボク。つまりボクとの魔人化が一番相性がいいに決まってるよ』

「…………」

　三体が睨み合い、見えない圧力のようなものがぶつかり合う。

　近くにいるだけで、思考するより先に体が逃げ出したいと感じている。

　やっぱりこの三体、とんでもない。

『コハク、どうなのよ』

『ご主人様』

『コゥ、ボクだよね』

「い、いやぁ～……正直みんなすごかったと言うか、甲乙つけがたいと言うか」

　これは本当の気持ちだ。

　みんな強く、誰が一番よかったなんて決められない。

　だけどみんなはそれを別の意味で捉えたらしく、目が妖しく光った。

『なるほど……つまり、今ここで甲乙つけろと仰っているのですね、ご主人様』

『ふーん。いいじゃない、やってやろうじゃないの』

『コゥの一番はボク。それは譲らないよ！』

　正に一触即発。どうしてこうなった。

「ら、ライガ、止めないと……！」

『いえ。この大陸であれば誰にも迷惑はかけませんし、止めなくてもよろしいでしょう。むしろ外では本気を出せない分、ストレス発散になっていいかもしれませんな。はっはっは』

　はっはっはじゃないよ！　はっはっはじゃ！

　ええいっ、こうなったら俺だけでも止めないと！　いや力の差がありすぎてどうすればいいかわからないけど！

　と、どうにかしてみんなを止めようとした、次の瞬間。

『『『フッ……！！！！』』』

　三体が衝突し、勢いのまま天高く昇って行ってしまった。

　ああ……遅かったか。

　上空で激しいバトルを繰り返す三体。

　それはまるで花火のような美しさだけど、衝撃波がここまで届いてくる。ここが絶海の大陸でよかった。外の世界だったら、衝撃波だけで滅ぶ国も出そうなレベル。

『《インフェルノ》！』

『スターダスト・メテオ』

『《天穿つ死の一撃フェンリル・ヴァン》！』

　三体の強力な技が激突し、その衝撃波がこっちまで降り注ぐ。

　一応スフィアが剣の里全域に防御シールドを張ってるから、被害の心配はないけど。

「大丈夫かな、みんな……あんなに衝突するの、初めて見たよ」

『まあ、三日もすれば飽きて戻ってきますよ』

「三日三晩戦っても消耗しない幻獣種ファンタズマって、やっぱ化け物なんだね……」

『その化け物を従えているのです。コハク様、一刻も猶予はありませんぞ』
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　墓穴掘った。

　いや、強くはなりたいけどね。でもあれを見ると、本当に自信をなくす。

『本日はもうお休みしましょう。また明日から、剣精霊たちとガンガン手合わせしていきますぞ』

「わ、わかったよ……」

　剣精霊千体に連勝……そう考えると、途方もない挑戦な気がしてきた。いや無謀か。今更だけど。

　ここまで来た以上逃げられないんだ。なんとか生き延びるしか方法はない。

『それではコハク様、おやすみなさいませ。よい夢を』

「ああ、うん。おやすみ、ライガ」

　ライガは恭しく頭を下げると、体が赤く発光して姿を変えた。

　黄金の台座に突き刺されたような、深紅の剣。これがライガの休眠モードらしい。

　因みにだが、幻獣種ファンタズマでも休眠が必要なタイプと、いらないタイプが存在する。

　天狼フェンリルと火精霊クレアは、生身の体を持っているから休眠が必要となる。

　それに対して機械人形マシンドールスフィアは、名前の通り機械。ゴーレムと同じで生身の体を持っていないから、休眠を必要としないらしい。

　……まあ、スフィアに抱き締められた時、本当に機械かってくらい温かくて、柔らかくて、いい匂いがしてたんだけど……今更だけど、本当に機械だよね？

　遥か上空で戦闘を繰り広げられる三体を見上げる。

　本当は寝たくない。寝たら明日が一瞬で来てしまうから。でも少しでも寝て体力を温存しないと、明日からの地獄には耐えられないだろうな……大人しく寝よう。

「おやすみ」

　誰に言うでもなく呟き、そっと目を閉じた。
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　絶海の大陸に来て一ヶ月が経った。

　来る日も来る日も剣精霊たちと刃を交え、戦う毎日。

　スフィアのフルポーションのせい、もといフルポーションのお陰で、睡眠と飯とトイレ以外全ての時間を訓練に費やした。

　剣士の技能を付与されていても、自分がどんな動きで動いているのかもよくわからない。ただ何となく、直感と本能だけで避け、捌き、斬り掛かる。体力増強のトレーニングと同じだ。

　無駄な動きを省き、必要最小限の動きで攻撃する。

　今もこうして、剣精霊を相手に剣を振るっている。最近は剣精霊の動きにも慣れ、相手が次にどう動くのかが直感でわかるようになってきた。

　だけど──。

『そこまで！』

　ピタッ。

　え？　……あっ、いつの間に心臓に突き付けられてる！

　剣精霊の男の子は、満面の笑みで両手を上げた。

『いえーい！　また僕らの勝ちー！』

「くっそー」

　フラガラッハを片手に倒れ込む。

　経験値で言えば、それなりに溜まっているとは思う。でも、まだまだこの子たちのようにはいかない。どうしても詰めが甘いと実感する。

　何連勝したんだっけ？　もうあんまり覚えてないけど、なかなかいい線行ってた気もするな。

　あー、途中までは調子よかっただけに、悔しいなぁ。

　青空を見上げていると、傍で見ていたライガが近付いてきた。

『コハク様、新記録ですぞ』

「どのくらい？」

『百五十六連勝です。昨日より二十四連勝、伸びてましたぞ』

「そんなに」

　数なんて気にせず、無我の境地でやってたから驚いた。驚く気力すらないけど。

　そうか。少しずつだけど、俺も成長してるんだな。あんまり実感ないけど。

　フラガラッハを空に掲げる。夕日が反射しても、フラガラッハの漆黒の色味は変わらない。

　だけど、最近はフラガラッハの中に眠っている剣精霊の気配を強く感じるようになってきた。俺の剣士としての技量が上がったからかもしれない。

　もっと上がれば、フラガラッハの剣精霊も顕現するのかな。俺がここまで実感できるんだ。もしかしたら、アシュアさんは実は既に顕現させてるのかも。戻ったら聞いてみようかな。

　ボーッとしていると、スフィアがフルポーションを持って近付いてきた。

『ご主人様、フルポーションです。それと、お食事も用意致しました。休憩に致しましょう』

「ありがとう、スフィア」

　この無謀にも思える訓練が始まってから、こうして途中途中で休みを入れるようにしてくれた。

　真剣を使う訓練だ。集中力が切れ、大事故に繋がるかもしれないから。

　スフィアのフルポーションがあれば即座に回復できるけど、念には念を入れてだ。怪我に対する耐性より、まずは戦闘力を上げることだけに集中するため、らしい。

　てことは、いつの日か怪我に対する耐性も付けるのかぁ……想像しただけで背筋が凍る。

『にしても、コハクも随分と上達したわねぇ』

　俺の肩に座って肉をかじっているクレアが、足をパタパタと動かしながら呟いた。

　それを聞いていたスフィアも、首を縦に振る。

『ライガからの手解きをほとんど受けず、真剣での斬り合いだけでここまで上達するとは、正直思ってもいませんでした』

　そう、そうなのだ。

　この一ヶ月間。俺はライガから剣術に対するいろはを受けていない。

　ただひたすら、剣精霊との実戦、実戦、実戦。

　今の俺の動きは、無数にいる剣精霊たちの型のない型をベースに作られたオリジナルだ。

　俺が一番動きやすく、違和感なく、最短の動きに凝縮された、俺だけの剣技。いや、まだ剣技とは言えるような代物じゃないけど。

　それでも生き延びるために必死で身に付けてきたものだ。それなりに使えるものにはなっている。

　でもライガと魔人化するには、今の実力じゃ足りない。もっともっと、精進しなきゃ。

　スフィアに用意してもらった肉にかぶりついた。とにかく動いて、食って、力を付ける。それが今の俺にできる唯一のことだ。

「ライガ。この調子で行けば、どのくらいに千連勝できると思う？」

『ふむ。コハク様の今後の成長率を考えると……恐らく、早くとも三ヶ月。遅くとも半年後と言ったところでしょうか』

　三ヶ月から半年、か。

　その間に魔王が復活する可能性は大いにあるけど、焦っても仕方ないかな。

　……待てよ？　ということは、最低でも三ヶ月は休みがない、と？

　毎日のように剣精霊たちと真剣勝負し、神経をすり減らし、薬漬けの毎日を送る、と？

　……いやだ。

　いやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだ！！！！

　さ、三ヶ月もそんなことをしたら、精神が擦り減ってしまう！　絶対頭おかしくなる！　最悪色んなものがぶっ壊れる！

「はい、ライガ先生！」

『え、先生？　な、なんでしょうか』

「休みを！　休みをください！　お願いします！」

『む、むぅ……それはぁ……』

「お願いします！！！！」

『ここ最近で一番の気迫……!?』

　当たり前だ。俺が休めるか休めないかの瀬戸際なんだ。ここで本気を出さないで、いつ本気を出すと言うのだ。

　ライガ顎を撫で、じっくりと思案する。

『ふむ……確かに、程よい休息を入れたほうが、コハク様のやる気にも繋がるでしょうし……はい、いいですよ』

　やったああああああああああああああ!!　これで休めるうううううううううううう!!

『ですが、ただ休むだけだと体がなまってしまいますからな。ここは、大陸の探索など如何でしょう。コハク様はここに来て以来、大陸を巡っていないですから』

　あー。そういえば最初の数日は大陸を歩いて剣の里に向かったけど、それ以外は剣の里でずっと訓練漬けの毎日だったな。この大陸には何があってどうなってるのか、全くわかっていない。

　新種の魔物のように、未知の物質もあるかもしれない。

　テイマーギルドの一員として、そういう未知のものは調査したい気持ちもあったし、未知の物質にはロマンを感じる。

『ご主人様。それでしたら、これからは一ヶ月に一度、大陸探索の時間を設けては如何でしょうか？　そうすれば、大陸の探索と実戦経験が同時に積めますよ』

『うむ。私もそれがいいと思います、コハク様』

　それは実質休みなしと言ってるように聞こえるのは、俺だけでしょうか。

　でもこれ以上のわがままを言っちゃうと、逆にみんなに迷惑を掛けちゃうだろうし……。

「そうだね。明日から数日はこの大陸の新種の調査。そして魔物との戦闘訓練に充てよう」

　新種の魔物。未知の物質。謎に満ちた生態系。

　ハンターとしても、男としても、楽しみだ。
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「おぉ……やっぱすごいね」

　今日、約一ヶ月ぶりに剣の里を出た。

　目の前に広がるのは、広大な大森林。

　一本一本の木々がとにかく大きい。見上げても、一番下の枝が遥か上空にあるくらいだ。正直、首が痛くなる。

　樹齢数百年……いや、数千年？　それとも人の手が全く入っていないから、数万年の大樹もあるのかも。とにかく全てがでかい。スケールが違う。

「来る時はあんまり見れなかったけど、本当に見事な大森林だ……」

　空気も美味いし、癒される。何より新種の樹木や草花が数えきれないほど生えている。俺が知ってるわけじゃなく、スフィアが教えてくれるんだけど。

　そんな中、クレアが俺の肩に乗ってつまらなそうに呟いた。

『私、森ってあんまり好きじゃないのよねぇ。燃やさないコントロールはできるけど、木なんて炎を使うと簡単に燃えちゃうし』

「いや発想が怖い」

　こんな見事な自然を燃やそうと考えるんじゃない。

　因みに、今回はライガは付いてきていない。何でも今後剣の里の守護を受け継ぐ警備団に、訓練をつけなきゃならないらしい。俺についていくから、後のことを任せられるように、とのことだ。

　まあ、スフィアの検索とマッピングがあれば、迷うことはない。のんびり行かせてもらおう。

　と、スフィアが不意に立ち止まった。

『ご主人様、こちらをご覧ください』

「あ、これ……薬草？」

　見覚えがあるこの形。記念すべき、俺たちの最初のクエストで採取した薬草だ。

　こういう馴染みのある植物なんかも自生してるんだ。

『いえ、ご主人様。こちらも新種になります』

「え？　でも……完全に薬草じゃない？　あれだけ採取したんだから、間違えるはずないし……」

『はい。こちらは薬草と見た目が完全に同じながら、成分が従来の薬草や上薬草の完全上位互換となっています。私の生成するフルポーションの原材料、と言えばいいでしょうか』

「フルポーションの原材料!?」

　確かにそれはとんでもない代物だ。

　薬草や上薬草は、ポーションやハイポーションの原材料となっている。

　そして今現在、世界に流通している回復薬はこの二つしかない。それ以上の効果の回復手段は、俺の知る中では魔法師の治癒魔法かスフィアのフルポーションのみ。

　しかも治癒魔法もフルポーションほどの回復力はない。現存する回復手段の中でフルポーションが世界最高のものになる。

　それの原材料となる薬草……とんでもない発見だ。

「す、スフィア、これを持って帰ったら、とんでもないことになるんじゃ……！」

『申し上げにくいのですが、恐らく無駄になるかと』

「え、どうして？」

『今の人類には、この薬草からフルポーションを生成するだけの技術がないからです』

　あ……そうか。フルポーションはスフィアの持つ回復手段の中でもトップクラス。

　それはつまり、今の人類の持つ科学技術の、数千年先の技術の集合体ということになる。

　そんなところにこれを持ち帰っても、今は無駄なだけか……。

『人類がこの大陸に自力で到達できるようになるまで、このことは伏せておいたほうがよいと思います』

「……残念だけど、仕方ないね」

　それによく考えたら、フルポーションの存在を知られたらそれを巡って戦争になりそうだ。腕が吹き飛んでも、不治の病でも、フルポーションがあれば瞬く間に回復する。まさに万能薬。

　これはスフィアの言う通り、このままにしておこう。

　それにしても、こんな超上薬草が普通に生えてるんだ、この大陸。改めて考えると、とんでもないね。

　スフィアのマッピングと案内を頼りに、大森林の中を散策していく。

　現人類には未知の植物、未知の鉱物、未知の物質。ちょっと歩くだけで未知がその辺に落ちている。

　今のところまだ魔物も出てこないし、順風満帆な散策ができてるな。

　見渡す限りの大森林だけど、どれもこれも新種だらけ。

　もしここにその手の研究者がいたら、幸せすぎて卒倒するんじゃないかな……素人の俺でもこんなに感動してるんだし。

　歩くことしばし。不意にフェンリルが忙しなく何かを嗅ぎ始めた。

「フェン、どうしたの？」

『すんすん、すんすん。コゥ。向こうのほうから水の匂い！』

「水の匂い？」

　こんな大森林にあるとしたら、川とか湖かな？

　フェンリルが先導し、後に続いて森の中を歩く。

　暖かな木漏れ日が差し込む中、のどかな散歩気分で歩いていくと。

「お？」

　いきなり大森林が開けた。

　眼前に広がるのは、超が付くほど巨大な湖。

　反対側が薄っすらと見えるけど、多分森が広がっている。てことは、これは大森林の中にある湖ってことだ。こんなに広い湖、生まれて初めて見た。

　湖のほとりに跪き、水の中を覗き込む。

　……すごい。水が綺麗すぎて水底がしっかりと見える。こんなに綺麗な水質の湖、見たことがない。

『綺麗な湖ね。一切人間の手が入ってないからか、信じられないくらい透き通ってるわ』

『これほど綺麗な水の湖は、この世でここだけのようです。これは見とれてしまいますね……』

『喉渇いたー』

　見渡すと、草食っぽい魔物が湖に口をつけていた。飲めるんだ、この水。

　俺も水を掬い、口をつけると。

「！　うっま……！　こんなにうまい水飲んだの、初めてだよ」

『ホント！　美味しいわね！』

『大自然でろ過されて、雑味の一切ない天然のミネラルウォーターになっています。これはいくらか貯蔵しておきましょう』

　スフィアが水に手をつけ、モーター音と共に水が吸収されていく。

　確かにこれは、いつでも飲みたくなるくらい美味いね……ちょっと衝撃を覚える美味さだ。

　大自然の中、天然水を飲んでのんびりと湖を見つめる。

　そうしている間も、少しずつ草食系の魔物たちが集まり、湖の畔で水を飲んでいた。

　こんなに癒される光景、いつぶりだろう。

　こんな時間がずっと続けばいいんだけどな……魔王が復活するから、のんびりとしたことも言ってられないけど。こんな平和な景色を見ていると、本当に魔王が復活するのか怪しく思える。

「……なんだか落ち着く」

『コゥは昔から、こーいった自然が好きだったもんねー。ずっと一緒にいるから、ボクも自然が好きになったよ』

　確かにそうかも。姉にいじめられていたり、村人に疎まれてたりして村に居場所がなかったから、フェンリルと森の中を探索してたんだよね。

　寂しい少年時代だったけど、今と遜色ないくらい充実してた気がする。

　なるほど。規模は違うけど、当時と同じ感覚だから落ち着くのか──。

『ッ！　スフィア！』

『わかっています！　防御シールド！』

　え？

　突如、スフィアが俺たちの背後に防御シールドを展開。次の瞬間、轟音と共に何かが防御シールドに突っ込んできた。

「な、何!?」

『コハク、魔物よ！』

　え、魔物!?　こんなにのんびりできてたのに！

　慌ててフラガラッハを抜き、構える。

　振り返るとそこにいたのは、フェンリルと同サイズの巨大な猪……いや、サイ？　猪の体にサイの角が付いている……そんな感じの魔物がいた。

　こんな魔物見たことない。恐らく新種の魔物だろう。

　防御シールドで阻まれたからか、鼻息荒くこっちを睨んで警戒しているみたいだ。

　そんなサイ猪を見て、クレアが『ねえ』と口を開いた。

『スフィア、これくらいならコハクでも行けるんじゃない？』

『ええ、今のご主人様ならば余裕でしょう』

『なら決まりね』

「……二人とも、何の話をしてるの？」

　え、嘘。嘘だよね？　嘘だと言ってよ二人とも！

『ご主人様。今こそ修行の成果を見せる時です』

『コハク、ファイト！』

『ボクらが応援してるよ、コゥ！』

　ちきしょうやっぱりか!!

　スフィアが防御シールドを解く。同時に、サイ猪がとんでもないスピードで迫ってきた。

「ブルルルルルルルルルルルッ！」

「くっ！」

　はっやい……！

　ギリギリのところで回避する。その勢いでサイ猪は、湖の中に突っ込んでいった。

　だが水中で向きを変えたサイ猪は、異様な力で水中から湖のほとりにジャンプして上った。

「水中からジャンプして陸に上がるって、どんな力してんだ」

　あのまま沈んでくれたら楽だったんだけど、そうもいかないか。

　フラガラッハを構え、サイ猪を注視する。

　弱点はそこら辺の生物と変わらない。頭から真っ二つか、首を跳ねるか、心臓を切り裂くか。

　だけどあのスピードに俺がついていけるかわからない。速さだけで言えば、今まで見てきた魔物の中でもトップクラスだ。

　みんなは今の俺なら余裕だって言ってたけど、さすがに無理があるんじゃ……!?

『ご主人様、落ち着いてください』

「いや、落ち着けって言われても……！」

『大丈夫です。今までやってきたことを思い出してください』

　今までやってきたこと？

　大陸に来てから魔物と戦い、魔物の攻撃を三日三晩避けた。

　そしてこの一ヶ月は剣精霊たちと死に物狂いの真剣勝負。

　……あ。

「ぶおおおおおおおおおおおおおおッッッ！！！！」

　サイ猪が雄叫びを上げて突っ込んでくる。

　それに対し俺は冷静に、無駄な動きを省き、必要最小限の動きでそれを避けた。

「ぶおっ!?」

　突然標的を失ったサイ猪は、そのまま樹木に頭をぶつけた。

　そうだ。今の俺は前までの俺とは違う。

　一人でも戦える力を身に付けるために、この一ヶ月修行してきたんだ！

「ぶもおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッ！！！！」

　再び雄叫びをあげるサイ猪。

　こいつはスピードはあるが、それ以外の攻撃方法はないみたい。多分だけど、あの鋼のような体毛でほとんどの攻撃を通さないんだろう。

　スピード＋硬さ。それだけで生き残ってきた新種の魔物だと思う。

　だけど。

「ごめんな」

　突っ込んできたサイ猪の角をサイドステップで避け、フラガラッハを首に向けて振り下ろす──！

「ぶおぁ──！」

　なっ……避けた!?

　まるでボールのように、横に転がって俺の攻撃を避けたサイ猪。

　まさかこんな避け方をする魔物がいるなんて。

　俺から離れたサイ猪は立ち上がり、間髪入れず突っ込んできた……！

　この魔物は直線の攻撃しか持っていない。だから避けるのは簡単だが。

「くっ……！」

　また転がって避けられた……！

　この曲芸みたいな動きで俺の攻撃が当たらない……！

『ご主人様』

『待ちなさい、スフィア。口出し無用よ』

『クレア……そうですね。これはご主人様の修行ですものね』

　そうだ、これは俺が強くなるための修行だ。

　あーそれでもちょっとはアドバイスが欲しかった……！

　真正面から真っ二つに……いや、それはダメだ。ミスしたらあの角に俺の体が貫かれる。

　やっぱり避けて首を斬るしかない。集中するんだ。

　深呼吸をし、サイ猪と睨み合う。

　避けて斬る。避けて斬る。避けて斬る。避けて斬る。避けて斬る。避けて斬る。避けて斬る。避けて斬、避けて斬る、避けて斬る。

　…………。

「あ」

　違う。避けてから、斬るんじゃないんだ。

「ぶもああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ！！！！」

　痺れを切らしたサイ猪の怒涛の突進。

　だけどもう怖くない。

　さっきまで必要最小限の動きで避けていたが……あれでも、まだ動きに無駄があったんだ。

　いや、無駄な動きというか、動きが大きかった。

　その動きの大きさは、避けてから斬るのに向いていない。

　ギリギリまで引きつける。

　当たるか、当たらないかのところまで我慢して、我慢して。

　──今！

「フッ」

「ぶもっ!?」

　必要最小限。

　サイ猪の攻撃が触れるか触れないかのところで、右脚を軸に回転。

　避けながら赤い線を斬り裂いた。

「────」

　抵抗なくサイ猪の首は斬り飛び、赤い鮮血を撒き散らして絶命。次の瞬間には灰に変わり、魔石とドロップアイテムが地面に落ちた。

　避けて斬る、ではない。避けながら斬る、が正解だったんだ。

『ご主人様、お見事です』

『自分で正解を導き出すなんて、やるじゃない』

『コゥ、かっくいい！　ちょーかっこいい！』

「……まさかみんな、知ってて言わなかった？」

『『『…………』』』

　おいコラこっち見ろ。

　……ま、今はいいか。それより。

「この魔石、大きくない？」

　魔物からドロップする魔石は小指の爪くらい。大きくても親指くらいが普通だ。

　でもこれは手の平サイズのでかさだ。俺が見てきた魔石の中で、間違いなくトップクラスに大きい。

　俺の肩でそれを見ていたクレアが、『当然よ』と胸を張った。張る胸、ないけど。

『この島は前人未到の、人類にとって未知の島よ。人間が魔物を狩って魔石を得るんじゃなくて、魔物同士が捕食しあって魔石を取り込むの。だから通常より大きな魔石が手に入るのよ』

　そんな原理があったのか。

　となると、龍種ドラゴンや獣王種キングの捕食者の頂点にいる魔物は、一体どれだけでかい魔石を持ってるんだ？

　……いや、考えるのはよそう。

　確かに魔石を売れば莫大な富を築けるけど、金だけのために魔物を殺すのは間違ってる。

　人間が生きているように、魔物も生きてるんだ。人間に危害を与えない魔物を倒すのは、ただのエゴにすぎない。

　普通の人はどう思ってるのかわからないけど、これも俺がテイマーって天職だからそう思うのかもしれないけどね。

　サイ猪の魔石とドロップアイテムの角を回収し、当たりを見渡す。

　俺とサイ猪がこれだけ暴れても、他の魔物は気にせず水飲んでいる。つまり、俺やサイ猪は眼中にないってことだ。この大陸のヒエラルキーはどうなってるんだ。

　魔石とドロップアイテムをスフィアに渡し、湖を後にする。

　ここで休憩にしてもよかったけど、あのサイ猪でさえ幻獣種ファンタズマが近くにいる俺に向かって来たんだ。下手したら、あれよりヤバい奴が来るかもしれない。だからここは一先ず、別の場所を目指すことにしたのだ。

　フェンリルの鼻とスフィアのマップで、本当に危険な所は避けて森を歩く。

　と、急にフェンリルが歩みを止めた。

「フェン、どうしたの？」

『甘い香り……お花の香りがするよ』

「花の？」

『うん。いっぱいある』

　花の香りがいっぱい……花畑ってことかな。

　こんな人のいない場所でも、そんな場所があるんだ。自生してる花畑……見てみたい。

「楽しそう、行ってみようよ！」

『コハク、あんたもう少し危機意識持ったほうがいいわよ、本当に』

「なんで？　花畑でしょ？」

『ここの大陸に自生する花が、単なる花なわけないじゃない』

「…………え？」







　えーっと……。

「……何これ？」

　フェンリルとスフィアの案内でやって来た花畑。

　視界いっぱいどころか、地平線の彼方まで見える色とりどりの花。壮大で感動すら覚える花畑だけど、一つ他の花畑とは違うところがあった。

「えっと……何で魔物が溶けてるのでしょう？」

　花畑の至る所に、体がドロドロに溶けて息絶えている魔物の死体がある。完全に骨になっているのもいれば、安らかな顔で溶けている魔物もいる。中には口にするのも気分が悪くなるような死に方をしているものまで。

　だけど、特に腐臭や死臭がするわけではない。ただ甘い香りがするだけ。

　何だ、これ？

『ご主人様。こちら食肉植物です』

「食肉植物？　食虫植物じゃなくて？」

『はい。甘い匂いで草食の魔物をおびき寄せ、蜜に入っている神経毒で動かなくさせてから溶解液で溶かし栄養とする。ここは、そんな食肉植物の自生域なのです』

「これ、魔物じゃないの？」

『はい。魔物ではなく、この島固有の植物です。恐らくこの種が一つでも外界に出たら、他の種が絶滅してしまうでしょう』

　何それ怖い!?

　愕然としていると、クレアがやれやれといった風な顔になった。

『だから言ったじゃない。この大陸に自生する花が、普通の花のはずないって』

「う、うん」

　ごめん。まだ俺、この大陸のこと何もわかってなかった。

『因みに、この植物はものすごく火に強いの。私の炎か、龍種ドラゴンのブレスか、バトルギルドのコルレベルの炎じゃないと、焦げすらつかないわ』

『更に生命力が高く、根っこが少しでも残ってると翌日には生えてきます』

「悪夢みたいな植物じゃん……」

　ここに人がいたら、間違いなく生存競争で自然淘汰されるレベル。

　魔物や生物どころか、ただの花にすら負けるでしょ、こんなの。

『でもでも、ボクにはおやつみたいなもんだよ！　甘くて歯ごたえがあっておいしー！』

「ちょっ、ダメだってフェン！　こんなの食べちゃダメ！」

　尻尾を引っ張るけどビクともしない！　くそうっ、力強い！

　吐き出して！　ほら吐き出して！

『ご主人様、ご安心を。フェンリルの牙や消化能力の前では、この悪魔のような植物もただの植物です。文字通り、フェンリルにとってのおやつですね』

「見てるこっちがハラハラするんだよ……！」

　少しでも根っこが残ってたら再生する生命力と、生物の肉体を痺れさせ、溶かす粘液を出すんだから、食べたら体の内側から溶けそう。

　こんなのがそこら中に自生するって、やっぱりこの大陸、超怖い。

　食肉植物の花畑を後にし、再びスフィアの案内で大陸を歩く。

　一日でどれくらい見て回れるかなんてわからないけど、まだ森すら抜け出せない。

　大森林、大草原は見たけど、それ以外だとどんな土地があるんだろうか。

「ねえスフィア、この大陸ってどれだけ大きいの？」

『はい。面積は約三千万平方キロメートル。大森林、大草原、砂漠、火山地帯、永久凍土、毒の渓谷、永眠の森、落雷の雨等々。魔物が生息し、支配する大自然が広がっています』

　聞かなきゃよかった。

　毒の渓谷とか、永眠の森とか、人間の住む土地では聞いたことがない。

　もしいい所なら、トワさんに報告したほうがいいとは思ったけど……やめておこう。

　まあ、生きる場所としては全然よくないけど、修行する場所としてはかなりいい場所だとは思う。

　バトルギルドの方々は絶対喜ぶ。特にロウンさんとレオンさん。あの二人、バトルギルドの中でも頭一つ抜きん出た脳筋だから。

　トワさんとコロネさんも、遊び場として絶対楽しみそうだ。……ザニアさんは絶対面倒くさがるだろうけど。

『ご主人様。本日はそろそろ休息に致しましょう。日も暮れてきました』

「え？　……あ、いつの間に」

　気付けば辺りが暗くなり、木々の間から見える僅かな空は夕焼け色に染まっていた。

　夢中になって探索してたから、昼も満足に食べてない。それを認識すると、腹が一気に何か食わせろと喚いた。

「そうだね。それじゃあ、今日はここで野宿しよう」

『はい。それでは、準備致します』

　スフィアが防御シールドを展開し、その中心にクレアが枝や枯れ葉を集めて火を熾した。

　それを前に座り込むと、いつも通りフェンリルが俺の背もたれになってくれる。

　徐々に暗くなっていく森の中。昼間とは違い、不気味な雰囲気が漂い始める。

　そろそろ夜行性の魔物が活発になる時間だ。夜の魔物は昼と違って狡猾で気配を潜めるのがうまい。

　だから何も感じないが、何も感じないからこそ不気味だった。

　が、そんな中でもみんなの様子は変わらない。

　フェンリルは目を閉じて寝始め、クレアは俺の肩で綺麗な歌声を披露する。スフィアは焚火を使って、手際よく夕飯の調理をしていた。

　辺りにいい匂いが立ち込める。

　その匂いを嗅いでか、夜行性の魔物が徐々に集まって来た。

「ね、ねえ、これ大丈夫かな……？」

『ご安心を。この大陸にいる魔物で、私の防御シールドを破れるものはいません』

　確かに、スフィアの防御シールドの性能は最強だ。多分、同じ幻獣種ファンタズマでも、容易に壊すことはできないだろう。

　それはわかってるけど、やっぱりちょっと怖いものは怖い。

　周囲の気配にソワソワしていると、フェンリルの尻尾が俺の体を包んだ。

『コゥ、だいじょーぶだよ。何かあっても、ボクらが絶対守るから』

『そうよコハク。私たちがいるんだから、大舟に乗ったつもりでいなさい』

「みんな……そうだよね。ごめん」

　不安はある。でもみんなが傍にいて、俺に何か被害が出ることはないだろう。

　フェンリルの尻尾を抱き締めるようにしてもふもふする。

　ああ……あああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁ……癒される。

　なんだかんだ言って疲れてたみたいだ。フェンリルの尻尾のモフモフ加減が最高過ぎる。

　もふもふ、もふもふ。

『ぬへへ。コゥ、くしゅぐったいよぅ』

「よいではないかぁ～」

　このもふもふがあれば無限に動ける。もふもふ。

　クレアもむずむずした顔で俺の肩から降りると、フェンリルの尻尾に潜り込んだ。

『ふおぉ～……もふい』

『クレアくすぐったいっ』

『いいじゃない。もっともふらせなさいよぅ』

　クレア、いいなぁ。俺も小さければ潜れるのに。

　子供の頃は尻尾の上に寝てたけど、今はできそうにないからなぁ。まあこれはこれで気持ちいいけど。

　心の底から癒される。最近、こんなに癒されたこともなかったな。

　気付けば、周囲の魔物の気配も気にならなくなった。夜の静けさも、みんながいれば安心できる。

　そのまま、まったり過ごすことしばし。

　スフィアがトレーに料理を乗っけて、こっちにやって来た。

『ご主人様、お待たせ致しました。本日はステーキにトマトシチューと野草サラダ、貯蔵していたパンとなります』

「ありがと、スフィア」

　こんな温かい料理が食べられるのも、スフィアのおかげだよね。普通は保存用の硬いパンとか、硬い干し肉しか食べられないって聞くし。

　俺の前にトレーが置かれる。クレア用の小さい皿も乗っているし、フェンリルのはそれ用の巨大な肉の塊が置かれた。

「いただきます」

『いただくわっ！』

『わんっ』

　ありがたく手を合わせ、ステーキにかぶりつく。

　肉そのものが柔らかく、更にスフィアの調理のおかげで歯がなくても噛み切れるほどだ。

　肉汁が口の中で弾け、塩コショウの塩梅も丁度いい。

「んっまぁ……！　さすがスフィア、最高に美味しいよっ」

『ありがとうございます、ご主人様。……ッシ』

　隠れてガッツポーズしてるけど、丸見えだよ。
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　クレアも気に入ったのか、肉にかぶりついて満面の笑みを浮かべている。フェンリルも骨付き肉を噛み砕いていた。

　スフィアは火の調整をしつつ、俺の傍に座って水を注いだりうちわで扇いだりしてくれている。

「スフィアも休んでていいよ。いつも俺のお世話してると疲れちゃうでしょ？」

『いえ。ご主人様のお傍にいることこそが、この世の全てに勝る幸せにございます』

「大袈裟だなぁ」

『決して大袈裟ではないのですが』

　俺としては、もっと自由にしてほしいんだけど。

　でもそれが幸せなら、俺がとやかく言うことではないか。

　風で木々が擦れる音と、焚き火が弾ける音を聞きつつ、料理を楽しむ。

　どれだけ怖い森だろうと、みんなと一緒なら怖くないね。

　俺は安心し、のんびりと夜が明けるのを待った。







　翌日。朝日が昇り、森の中が十分に明るくなってから行動を再開した。

　今度は大森林を抜け、荒野に向かうことに。

　荒野には未知の鉱石があり、武器作製にも応用できるものがあるのだとか。

　どうせならザッカスさんへのお土産に、いくつか採掘しようってことになったのだ。

　大森林を歩くことしばし。ようやく森が開け、暖かな太陽光が全身を包み込んだ。

　目の前には草原が広がり、更に向こうには目的の荒野が見えている。

　広大な草原を前に、思わずのびー。クレアもフェンリルも、ぐぐーっと伸びをしている。

　この大森林、木々が重なりすぎて日の光もほとんど入ってこなかったからね。太陽光が浴びれるだけで、ちょっと幸せを感じる。

「広々としてて、気持ちいいねぇ」

『ボク、広いところ好き！　いっぱい走れる！』

　草原に興奮したのか、フェンリルが尻尾をぶんぶん振って駆けまわる。

　その気持ち、わかるなぁ。俺もちょっとのんびり寝転がりたい気分だよ。

　のんびり歩きながら、周りを見渡す。

　いやぁ、本当に何もない。荒野が近いからか、細い木々や草木が生えてるだけだ。大森林とは似ても似つかない。

　この草原や荒野にも大森林の時みたいに新種の魔物がいるんだろうな。テイマーとしては、それも楽しみだ。

　陽射しが強い。でも湿気がないから、そこまで嫌な暑さではない。

　フェンリルが飛び跳ねてるのを見ながら歩みを進めると、足元の草がなくなってようやく荒野にやって来た。

　見渡す限りの荒野だ。魔物の姿も気配もない。

　大森林もそうだけど、本当に広大すぎる。ここ、みんなとはぐれて一人になったら、餓死する未来しか見えない。まあ直ぐに探し出してくれるだろうけど。

　辺りをキョロキョロ見渡すと、クレアが飛び回りながら満面の笑みを浮かべた。

『いいじゃない、いいじゃない！　これくらい広いほうが開放感があって、私は好きよ！』

「そうか。森の中じゃ下手に炎を使えないからね、クレアは」

『ええ！　本当にストレスが溜まってたわ！』

　クレアは手に火を灯すと、盛大に空に向けて放った。

　天高く飛んだ火球が渦を巻く。

　次の瞬間、轟音と共に破裂。七色の火花となって、上空を彩った。

「おお、綺麗な花火だ」

『えっへん！』

『昼間でよくわかりませんけどね』

『ぬあんですってー！　あ、ちょ、逃げんじゃないわよ！』

　クレアとスフィアが俺の周りで追いかけっこを始めた。

　あのスフィアがこんなにはしゃぐなんてな。やっぱりなんだかんだ、スフィアもストレスを抱えてたのかもしれない。……機械人形マシンドールがストレスを感じるかどうかはともかく。

「ほらほら、そんなにはしゃがな……ッ！」

　この数週間の特訓による経験と直感。そして生存本能が警鐘を鳴らし、反射的にその場から飛び退く。

　直後、俺のいた場所が爆発するかのように、地面から何かが飛び出してきた。

「これはっ、ワーム型の昆虫種インセクト……!?」

「────!!」

　声にならない鳴き声を上げているワーム型の魔物。

　だけど今まで見てきたワーム型の魔物とは違い、表面が鉱石で覆われている。

　まさか鉄鉱石……？　昆虫種インセクトにも外骨格で体を覆っている魔物は多数いるけど、実際に鉱石をまとっている魔物は見たことがない。

　ということは、こいつも新種……！

　体の大半は地中に埋もれてるのか、外には出ていない。恐らくだけど、地中の中の体も鉱石で包まれているに違いない。

　狂暴な牙が蠢き、俺を威嚇してくる。近くに幻獣種ファンタズマがいるのに、本当に好戦的な魔物しかいないね、この大陸は。

　と、いつの間にか追いかけっこを終えていたみんなは、少し離れた場所で傍観していた。

『なんかコハク、この大陸に来てからよく狙われるわね。弱そうに見えるのかしら』

『ご主人様は鍛えているとは言っても、まだまだ成長途中ですからね。魔物からしたら恰好の餌なのでしょう』

『コゥ、がんばえー！』

　ちくしょう、ちょっとは助けようとは思わないのか！　それでも俺の使い魔ですか!?

　フラガラッハを抜き、ワーム型の魔物を注視する。

　普通のワームは、心臓の数が十から十五個あると言われている。下手に攻撃しても直ぐに回復する再生力と、心臓を潰さずに胴体を切断すると一体が二体になるほどの生命力を持っている。

　ただでさえ厄介なのがワーム型の魔物だ。

　それなのに、更に鉱石をまとうことで防御力まで高めている。猛獣の住まう大陸ならではの進化だ。

「────!!」

「速ッ……!?」

　身をしゃがめると、ギリギリのところで頭上をワームの口が通過した。

　丸太のような胴体で、なんてスピードだ。

　ワームと戦う時、気を付けなければならないことが二つある。

　一つ目は、胴体を切断しないこと。さっきも言った通り、一体が二体、二体が三体に増えるから。

　二つ目は。

「────!!」

「くっ！」

　まるで鞭のように暴れる胴体に注意すること！

　この巨大な体でも超速く、自由自在に操るだけの筋力で範囲攻撃をしてくる。

　通常のワームでも厄介なのに、新種は体に鉱石をまとわせている。その破壊力は半端じゃない……！

　前までの俺だったら死んでただろう、鞭のような攻撃。

　でも今の俺は違う。

　必要最小限の動きで避け、いなし、ワームを一撃で倒すチャンスを見極める。

　が、ワームは俺を仕留められないと思ったのか、一瞬で地中に潜っていった。

　地響きが遠くなるが、それが徐々にまた大きくなって足から伝わってくる。

　目を閉じ、意識を集中する。

　震動、スピード、気配、タイミング。

　それらを計算し……

「……ここ！」

　サイドステップで爆散する地面から避け、スローになる世界の中でワームを注視する。

　土煙が上がる中、俺がいた場所にワームが現れた。

　赤い線が頭から胴体、そして地中に埋まる尻尾に向かって伸びている。

「ふっ……！」

　小さく息を吐き、口に向かってフラガラッハを振るうと、抵抗なく口から胴体が切り裂かれる。

　恐らく、余りにも抵抗なく滑らかに斬れているからだろうか。ワームは斬られていることに気付いていないのか、勢いのまま地中から飛び出し胴体が【切断】されていく。

「おりゃああ！」

「────……？」

　すさまじい勢いで真っ二つになったワームは、分かれた胴体をくねらせる。

　待つことしばし。ワームは遂に動かなくなり、魔石とドロップアイテムを残して灰となって消えた。

「……ふぅ。助かった……」

『コハク、やるじゃない！　修行の成果が出たわね！』

「あ、うん。ありがとう、クレア」

　でもちょっとは助けてくれてもよかったと思う。ちょっとだけ。……本当にちょっとだけだよ？　恨んではないからね？

　と、スフィアとフェンリルがこっちへやって来た。

『さすがはご主人様です。僅かですが、私の演算とフェンリルの本能を使っていましたね』

「ありが……演算と本能？」

『……意識せずに使っていた、と？』

　はて、なんのことだろう。俺は何か使ってたんだろうか？

『以前にも説明しましたが、テイマーが魔物をテイムした場合、恩恵を受けられます。覚えていらっしゃいますか？』

「うん。テイマーのサポート。そして使い魔の特性を少しだけ使えること、でしょ？」

『はい。今までは私たち幻獣種ファンタズマの力が強すぎるため、ご主人様が私たちの力を使うと爆散してしまう可能性がありました。しかし大陸での特訓を経て、私たちの力を使っても耐えうるだけの体に鍛えられたのです』

　へえ、そうだったんだ。全く意識してなかった。

　手を握り、開き、自分の中に意識を集中してみる。

　……特に変わった感じはしないけどな。

『ほんの僅かですので、まだ知覚することはできないかと。私の演算能力により、思考が一・〇一倍に加速。フェンリルの本能も、「本当になんとなく」というレベルでしか感知できないものですから』

　それは使っているって言えるレベルなのだろうか？

　ただまあ、なんとなく頭が冴えている気がする。本当に気がするだけで、例えるなら熟睡した上に体力面も精神面も充実している寝起きの瞬間、みたいな。

　いやわかりづらいな。

　すると、俺の肩に座っていたクレアが俺の顔の前に飛んできた。

『ねえねえ、なら私の力を使ってみなさいよ』

「クレアの？」

『私は炎を出すだけだから、他の二人よりわかりやすいと思うわよ』

「あ、なるほど。確かにそうかも」

　演算と本能は、目に見えないものだ。

　でも自分の力で炎を出せたら、それは明確に使っていると認識できる。逆算すると、クレアの力が使えるならスフィアとフェンリルの力も使えるってことになる。

「よし、やってみるか」

『それがいいわ。……フッ』

『『むぎぎぎ……！』』

　こらこらそこ。睨み合わないの。

　えっと、クレアの力は……あ、これかな？　魔法は魔力を使うし、魔人化した時にその感覚は覚えてるから見つけやすい。

　その魔力を辿るように引っ張る。

　温かい力が、徐々に俺の右腕に集まっているのを感じた。

『そうそう。上手よ、コハク』

「こ、子供扱いしないでよ」

『何言ってんのよ。私からしたらアンタなんてお子様だし、魔法の使い方なんて赤ちゃんも同然じゃない』

　ぐうの音も出ない。

　そのまま右腕に集中していると、僅かに発光した。

　赤い光が少しずつ右手に集まっていく。明らかに、他の部分より熱くなっている。

『そのまま、そのまま。後はぐーっと溜めて、バーンッて出すのよ！』

「だから前にも言ったけど、わからないって！」

『この上なくわかりやすいじゃない！』

　どこが!?

　えーっと、確かあの時、スフィアにイメージが大切って言われたっけ。

　あの時の感覚、そしてイメージを思い出す。

　イメージ、イメージ。

　手の平から炎が出るイメージで……。

「むむむ……ふんっ！」




　ぽふっ！




　……ん？　煙？

『出たわね！　やるじゃない！』

「いや煙が出ただけですけど？」

　俺のイメージだと、手の平サイズの火の玉が出るはずだけど……実際に出たのは煙だけ。

　全くイメージ通りじゃない。

『魔法を撃つには、魔力のコントロールも重要よ。まだ魔力コントロールの練習もしてないのに、私みたいに魔法を撃てるはずないじゃない』

「先に説明して欲しかった」

　ちょっと期待したのに。

『しかしご主人様。天職が魔法師の人間でも、煙すら出せない者がほとんどです。火精霊クレアと契約しているアドバンテージがあるとは言え、最初から煙が出せるなんてすごいことですよ』

『コゥすごい！　さすが！　かっこいい！』

「やめて、辱めないで!!」

　煙でそんなに褒められると、本当にいたたまれない！　あと恥ずかしい！

　そっと嘆息し、体の中に流れている魔力を感じる。

　魔法もこれから要練習だなぁ。最初から強いなんて幻想だよ、幻想。残念だけど、そう上手くはいかないってことだな。

　鉱石ワームのドロップアイテムを手に取る。鉱石っぽいけど、日の光で別の色に輝いて見えるな。

「これ、新種の鉱石？」

『そうですね。魔物の魔力が集まって結晶化する魔水晶。それに加え、大陸の奥底に眠る未発見の鉱石が合成された合成金属です。魔法の無効化作用があるので、防具として有用できるかと』

　魔法の無効化作用……自然に作られた合成金属で、そんなものができるんだ。

　取りあえずこれも回収。それに魔石も。

「これで人類未発見の物質って、どれくらい見つけたのかな？」

『この大陸に来て、既に十は超えていますね。この付近にも、まだまだ未発見物質が眠っています』

　もうそんなに。まだ人類には早すぎるものもあるだろうけど、これを持ち帰ったらかなり人類に貢献できるんじゃないだろうか。

　どこかのタイミングで、トワさんに連絡を入れたいな。もう一ヶ月も連絡を入れてないし。

　みんな、元気にしてるだろうか。ちょっとだけホームシック。

　そんなことを考えながら荒野を進み、スフィアからあれこれと説明を受けて鉱石を採掘していく。

　魔物にも出会うけど、今のところ問題なく倒せている。程よく実戦になるし、いい感じに探索もできている。順調、順調。

　そう思ってると、急にフェンリルの脚が止まった。

「フェン、どうしたの？」

『……生き物の気配がする』

「そりゃあ、これだけ魔物が多数生息する大陸なんだ。生き物の気配くらい……」

『違う。魔物じゃないよ』

　……魔物じゃない、生き物の気配？

　幻獣種ファンタズマは魔物だし、もし別の幻獣種ファンタズマがいるとしたら俺でも気配くらいは感じられる。

　だけどその気配は微塵も感じられない。つまり幻獣種ファンタズマじゃない……ってことは。

「魔物以外の生き物が、この大陸にいる……？」

『多分……』

　フェンリルでも確証を持てないのか、耳と尻尾が垂れ下がった。

　そんなフェンリルの頭を撫でながら、スフィアに目配せする。

　ホログラムマップが浮かび上がり、ある場所に赤い点が浮かび上がった。

『間違いありません。私のマップにも、魔物以外の生物が映し出されています』

『私も、妖精種フェアリーの子を通じて確認したわ。……強いわね。しかも人型よ』

　幻獣種ファンタズマのクレアが強いと断言した。しかも人型ってことは……？

「亜人かな？」

『亜人はこの大陸にいないわ。嫌な気配よ。とっても嫌な』

　クレアの言葉に、フェンリルとスフィアも頷く。

　スフィアの目が妖しく光り、モーター音が鳴り響く。

　その間、マップに映っている対象の光りは、ある場所から動かずにいた。

「こいつはどこにいるの？」

『毒の渓谷ですね。毒の霧が渓谷を覆い、毒性植物、毒性魔物が多数生息しています。土壌も水源も毒で汚染されていますから、毒に耐性を持ってない生物では三十分もすれば息絶えるでしょう』

　そんな危険地帯にいる人型の生物……人間や亜人はこの大陸にいないし、魔物が突然変異して人型になったわけでもなさそうだ。

　となれば、考えられる可能性は限られてくる。

　一つ。魔法の転移による失敗。稀にだが、魔法の失敗でどこか遠くに転移することがあるらしい。

　だけど、クレアは嫌な気配と言った。つまり人間の気配ではない。同様の理由で、亜人であることも限りなく低い。

　と、いうことは……あ。




「魔族？」

『『『ッ!?』』』




　俺のつぶやきに、三人が一斉に臨戦態勢に入った。

『検索……ヒット。過去の魔族のデータと一致する魔族を発見しました』

『思い出したわ。毒を好んで摂取し、いくつもの都市に超猛毒をまき散らした最悪の魔族がいたわね』

『ボク、あいつだけは死んでも食べたくない……！』

　あのフェンリルでさえ、嫌悪の表情を見せている。いや魔族を食べようとしなくていいから。

　火精霊を騙ったあの魔族も大概だったけど、今回現れた魔族はそれ以上にみんなの記憶にこびりつくほどの奴だったのか。

　そんな魔族が、なんでこの大陸に……？

「まさか、魔王復活と何か関係があるのかな」

『可能性は大いにあります。魔王の復活で、封印されていた各魔族の封印も緩んでいる……しかも自力で封印を解くほどの力を持つ魔族となると、この間の魔族とは比較にならないほどの強さです。正直、今のご主人様ではまだ……』

「……ねえ、今のそいつって、どうしてるかわかる？」

『はい。映像に映します』

　スフィアの目が光り、空中に映像を映し出した。

　そこに現れたのは、一体の異形の生物。

　漆黒の肌。羊のような角。コウモリの翼。

　そいつは今まさに、地面を這っていた巨大毒蜘蛛を鷲掴みにして頭から丸かじりにした。

『■■■■■■……■■■……■■■■■■■■■……！』

「うっ……！」

　こ、この声、本当に慣れない。慣れたくはないけど。

　嫌悪感で背筋に冷たいものが走る。本当は今すぐ目を逸らしたいけど、敵の姿をしっかり目に焼き付けないと。

　魔族は猛毒の霧の中平然と呼吸し、毒性魔物を喰らい、毒の水を飲む。

　なりふり構わず、とにかく飢えを満たすが如く手あたり次第に食べていく魔族。

　落ちくぼんだ目も、ひしゃがれた声も、とにかく神経を逆撫でする。

　こんな生物がいるなんて……本当、魔族っていうのは存在が気持ち悪い。

『──■■■■■■■■■!!』

「うっ!?」

　唐突に魔族がこっちを向いた。

　まさか、見てたのがばれた……!?

『ご安心を、ご主人様。確かに奴は視線を感じていますが、私たちがどこから見ているかはわかっていません。まあ、空間を捻じ曲げた遠視を掻い潜り、こちらの視線を感じ取ったのは敵ながらあっぱれと言ったところでしょうか』

　ほ、よかった。……いやいいのか？　俺らのことが見えてないのに、視線だけを感じ取ったってことだろ？　今までの敵とは比べ物にならないくらいの強敵ってことじゃ……？

　しかし魔族は本当にこっちの姿が見えてないのか、辺りをキョロキョロと見渡している。

『■……■■■■■……■■■■■■■■■■■■■■■？　……■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ッッッ！！！！』

　うわっ、なんて咆哮だ……！　映像越しなのに、咆哮の圧がこっちまで届くみたいだ。

　魔族は俺たちのことは気にも留めず、今度は毒ムカデを喰らう。

　生きている魔物を噛み砕き、自身の体に噛み付かれようと問答無用で喰らっていく。

『■■■■■■■■！　■■■■■■■■!!　■■■■■■■■■■■■■■■■！！！！』

　魔物を見つけては喰らい、見つけては喰らい、見つけては喰らう。

　その度に魔族の筋肉が隆起し、膨らみ、大きくなっているように見える。

　映像越しでもわかる。この魔族の強さは、あの時の魔族の比ではない。

　この魔族が人間界に出たら、間違いなく国の一つや二つは滅ぶだろう。

「この魔族、今すぐ倒したほうがいいんじゃ……？」

『そうね！　あんな危ない奴、今すぐ消し炭にしちゃいましょう！』

『待ちなさい、クレア』

『ほべ！』

　クレアが飛び立とうとするのを、スフィアが防御シールドで止めた。

『いたた……にゃにすんのよ！』

『ここは私たちでどうにかするのではなく、ご主人様の出番かと』

「え、俺？」

　スフィアはこくりと頷き、奴と俺のホログラムを映し出した。

『これは、ご主人様と毒の魔族を数値化したものです。パワーやスピードなど、ほとんどの数値でご主人様があの魔族を上回っているものはありません』

「事実だけに言い返せない」

　映像越しでも、あいつに勝てるとは微塵も思えないし。

『ですがこれは、今のご主人様です。もし剣精霊との修行を終え、千連勝した際の想定数値を計算した場合……ご主人様ならあの魔族を相手にしても勝てると思われます』

　浮かび上がっていた数値が書き換わると……確かに、数値上は俺に分がありそうだ。

　もちろん、これは数値。戦闘になったら数値やデータじゃ補えないものもあるだろう。数値だけで勝てるほど、戦闘は甘くない。

　でもそれはあくまで数値上のものだ。戦闘経験と知識を高めれば、勝率はもっと高めることはできるはず。スフィアのことだ。その点も加味して、計算してるのだろう。

「でも、それまでこいつが毒の渓谷から出ないとは限らないんじゃない？」

『過去のデータ上、毒の魔族は気に入った場所を滅ぼしつくすまで、移動しないとされています。過去には、一国を滅ぼしつくすまで毒を巻き散らし続けました。恐らくですが、毒の渓谷の魔物を食い尽くすまでは動かないかと』

　なるほど。それなら安心……じゃないよ!?　え、毒の渓谷の魔物を食い尽くすって、それ生態系的に大丈夫なの!?

『毒の魔族を殺さない限り、生態系も元には戻りません。ですが奴を殺せば、数百年で生態系は元に戻ります。だから大丈夫です』

　いや全然大丈夫なように聞こえないけど!?

　数百年って、相当な時間だと思うけど……って、そうか。大自然の時間間隔からすると、数百年ってあっという間なのか。わかりづらい。

「毒の魔族があの渓谷を食い尽くすまでの時間って、どのくらいだろう？」

『このペースですと、早くとも三ヶ月ほどでしょうか』

　三ヶ月……そうか、そのくらいか。

　俺がこいつを倒すには、最低でも剣精霊に千連勝しなきゃならない。

　ということは、三ヶ月で千連勝……。

「みんな、直ぐに剣の里に戻ろう」

『コハクならそう言うと思ってたわ』

『奴の監視は私にお任せを』

『コゥの特訓の相手なら、いつでも任せて！　任せて！』

　みんなは、俺のやりたいことを察してくれた。

　俺は七魔極、そして魔王を倒さなきゃならない。この毒の魔族は七魔極ですらないんだ。こんな奴に手間取っていちゃ、魔王どころか七魔極にすら勝てないだろう。

　そうなったら、やるべきことは決まった。

　一にも、二にも、修行あるのみ。
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　毒の魔族を見つけてから二週間が経過した。

　日が昇ると同時に剣精霊との修行を始め、日が暮れると同時に終わる。休憩は昼飯を食べる一時間と、合間のトイレ休憩のみ。

　へばったらフルポーションで回復し、精神的な疲れはフェンリルをもふることで何とかしている。

　そして日暮れから寝るまではクレア指導の下、魔力コントロールの修行をしている。

　かなり過密な修行スケジュールだけど、今は悠長なことも言っていられない。努力して、努力して、努力しまくるしかない。

　この二週間で、剣精霊との連戦も気付けば最高で二百五十六連勝。

　しかしそこから伸び悩むどころか、百連勝するのも怪しいほどに不調が続いた。

　というか、むしろ成長を全く感じられないし、弱くなってきてるような……？

　フルポーションのおかげで疲れがあるわけではない。スフィアに全身をスキャンしてもらったけど、特に異常は見当たらなかったみたいだ。

　もしかしたら、才能の打ち止めとか……？

　が、その疑問も直ぐにライガが教えてくれた。

「プラトー？」

　全く聞き馴染みのない言葉だ。なんだろう、それは。

『いわゆる停滞期間のことです。今までのコハク様はまだまだ初心者でした。なので直ぐに成長の実感が生まれていましたが、今のコハク様はある程度成長した状態です。つまり、次の成長を実感するための期間がとても長いので、成長を実感できていないのです』

　お、おお。なるほど、そういうことか。すごくわかりやすい。

　そう言われるとちょっと安心する。まだ俺は成長できるんだから。

「そのプラトー……停滞期間って、どれくらい続くのかな？」

『わかりません』

「え……わからないの？」

『はい。停滞期間を抜け出すには、とにかく修行するしかありません。抜け出すのが明日か、一週間後かはコハク様の頑張りに掛かっています。ですが投げ出さず、最後までやり切った先に成長があるのです』

　やり切った先に成長、か。

　ライガの言いたいこと、なんとなくわかる。俺はまだまだやり切ってない。俺ならまだできる。そう言いたいんだろう。

　ライガが俺を励ましてくれてるのは重々承知した上で、一つ言わせて欲しい。




「でもきついです（泣）」

「つべこべ言わずやるのです（にこ）」

「あ、はい」




　こっっっっっっっっっっわ。え、俺ライガを使い魔にしてる主だよね？　今ものすごーい殺気のこもった「にこ」を見たんだけど。

　そこに、今まで俺の肩に座っていたクレアが口を開いた。

『まあまあライガ。コハクも中々成長しないことに悩んでるんだから、あんまりいじめないの』

『いじめてはいないのだが……』

『もっと建設的な意見とかないの？　こうすればいいとか』

　お、おぉっ。クレアが天使に見える。そうそう、アイディアが欲しいんです……！

『ふむ……』

　腕を組んで熟考する。

　すると、直ぐに深々と頷いた。

『では、一つ助言を授けましょう』

「あ、ありがとう！」

『停滞期間を脱するには、密度の濃い修行を続けると直ぐに抜け出せるとされています。どれだけ濃い鍛錬を行うか。それが肝です』

「うんうん」

『というわけで、今から私と剣を交えましょう』

「はい！」

　…………。

　……………………。

　…………………………………………。

「はい？」

　ちょ、ライガさん？　一体何を言ってるんでせうか……？

　両刃剣を抜き、軽く振るった瞬間に大地に斬撃痕が刻まれた。

『停滞期間を最も早く抜け出す方法。それは己より遥かに強い者と相対することで、強制的にコハク様の経験値を増やす……それしかありません』

「え、ちょっ!?　にぎゃああああああああああああああああああああああ！？！？」
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　はっきり言えば、ライガの言うことは正しかった。

　たった数時間、鬼のようなライガと剣を交えただけで、自分の剣技が上達していったのがわかった。

　まるで、自分の中に貯まっていた経験値や技術が、ライガとの特訓を経て一気に自分のものとなったような……そんな感覚。

　なのだが、如何せん内容がえぐすぎる。

　数時間。休みなく、ただひたすらライガを相手に剣を振るう。それだけだ。

　全力で殺気を剣に乗せ、殺すつもりで。

　しかしライガに傷どころか、触れることすらできないんだけどね。いやどんだけ強いのさ。

　でも本気で殺すつもりで振るったからか、剣に重みが出たし鋭さも増した。

　そのおかげで、今日の終わりにはなんと自己最高記録の三百連勝を記録。まだまだいけそうだけど、今日は大事を取って休むことになった。

「あぁ……きつい」

『でしょうね。お疲れ様』

　気分転換で剣の里を歩いていると、クレアが苦笑いしながら俺の肩を揉んでくれた。

　力は弱いけど、火の暖かさが体の芯まで染みて心地いい。

　剣の里では、今日もそこらで剣精霊たちがチャンバラをして遊んでいた。

　使っているのは真剣。しかもチャンバラって言うより、完全に死闘のような立ち合いだ。

　よく、努力する者は楽しむ者には勝てないって言うけど……これだけ楽しそうに真剣で打ち合ってたら、そりゃあ強くなるか。

　でもそれだけじゃない。普通に遊んでいたり、お茶会をしていたり、お花を摘んでいたり。人間の子供みたいなこともしている。

　こうして見ると、みんなただの子供みたいだ。とても、あんなえぐい剣技をするようには見えない。

『あ、おにーちゃんだ！』

『おにーちゃん、こんにちゃー！』

「うん。こんにちは」

　挨拶してくる子に挨拶を返す。まあほとんど挨拶されるんだけど。

　本当、元気な子たちだ。

『ねえねえ、コハク。あれ』

「あれ？」

　クレアがある場所を指さし、俺もその先を見る。

　と、ある一か所だけポツンと穴が開いたように空き地ができていた。

　いや、正確には誰もいないわけじゃない。一人の女の子がうずくまっていて、その子に誰も近付きたがらないみたいだ。

　赤黒いロングヘアーに、大人びた体付き。服は全体的にフリフリしたゴスロリで、剣精霊にしては動きづらそうな服だ。

　それに……あれは、手錠かな。それに首には鉄の首輪もしている。まるで囚人みたい。

「あの子、どうしたんだろう？」

『わからないけど……なんとなく嫌な気配がするわよ』

「嫌な気配？」

『うーん。気配そのものは剣精霊なんだけど、ちょっと闇よりというか……？』

　闇より？　どういう意味だろう。

　と、丁度剣精霊の女の子が近付いてきた。

「あ、君。ちょっといい？」

『はい、なんでしょう？』

「あの女の子なんだけど、どうしたのかなって思って」

『……あぁ、魔剣ちゃんですね』

　魔剣ちゃん……え、ということはあの子、魔剣の剣精霊なのか。

　魔剣。呪剣とも言われ、前に戦った紅蓮会のリーダーが使っていた【魂魄喰らい】もそれにあたる。

　そもそも魔剣というのは人間に扱うことはできないもので、その上魔剣独自の呪いのせいなのか、破壊することはまず不可能らしい。

【魂魄喰らい】がそうであったように、魔剣は一癖も二癖もある。下手に近付くと、こっちが傷つきかねない。

　多分みんなもそれをわかってて、あの子には近付かないようにしてるんだろう。

『あの子、ちょっと特殊なんです。ここにやって来る魔剣の剣精霊は、大体ライガ様に浄化されるんですけど……あの子だけ浄化されず、まだ魔剣のままで。ライガ様も気にかけている子なんですよ』

　なるほど。だからこの剣の里で、唯一異質な感じがするんだ。

「あの子の名前、わかる？」

『……魔剣グラムちゃんですけど……』

「わかった、ありがとう」

『えっ、ちょ、お兄ちゃん!?』

　剣精霊の女の子が慌てたような声を出す。

　そんな声を後ろに聞き、俺は魔剣グラムの剣精霊へと近付いた。

『お人好し。あ、この場合はお剣好し？』

「はは。何かあったら頼むよ」

『もう、幻獣種ファンタズマ使いが荒いんだから』

　でも満更ではなさそうなクレア。こういうところが可愛いんだよね。

　魔剣グラムの剣精霊に近付いていく。

　グラムは俺に気付いたのか、ぴくっと肩を震わせた。

　そこで足を止める。あと数メートルの距離だけど、警戒されてるみたいだ。雰囲気だけで伝わってくる。テリトリーに入られて怒ってる猫みたいだ。

「やあ、はじめまして。グラム……でいいかな？　俺はコハク。最近、ここでお世話になってるんだ」

『……』

「……君はみんなと遊ばないの？」

『……』

「……えっと……」

　何か反応してくれないと、ちょっと寂しいんだけど。

『ちょっとアンタ！　うんとかすんとか言ったらどうなの！』

『すん』

『馬鹿にしてる!?』

　変なユーモアがある子だな。

　でもこれ以上近付いたらいけないことが起こりそうだし……仕方ない。

　俺はその場に座り込み、じっと彼女を見つめる。

　さすがに予想外だったのか、グラムは瞳を揺らした。

「俺はここから近付かないからさ、少し話さない？」

『……』

　ワオ、あからさまに嫌そうな顔。そんな目を向けられたの、久々だな。俺がターコライズ王国のギルドに入ろうとした時の受付と同じ目だ。……なんか悲しくなってきた。

「ここはいいね。静かな場所は静かだし、みんながいて寂しくないし」

『……』

「俺もここに来て長いけど、正直ずっといたいくらいだよ。まあ修行は気が狂うくらい辛いんだけどさ」

『……』

「でもみんなが手助けしてくれる。剣精霊のみんなも優しいし……」

『……さぃ』

　……ん？

　目を向けると、グラムがイラつきと嫌悪に満ちた目で俺を睨んでいた。

「何？　ごめん、よく聞こえなかったんだけど」

『うるさいって言いました。ばか』

　グラムは怒りの籠った声色で、じとーっと睨んでくる。

『私、一人が好きなんです。そんなのもわからないんですか？　誰もがみんなと一緒だから幸せって、そんなのは幻想なんですよ。あなたの妄想なんですよ。だから一人でいます。あなたに心配される筋合いも言われもありません。わかったら帰ってください』

　びっくりするくらい流暢にディスられた。

　って、こらこらクレア。そんな業火を出して脅すんじゃない。

「なるほど、グラムの言い分はよくわかった」

『……』

「ところで、君の魔法剣としての力ってどんなものなの？」

『全然わかってないじゃないですか。脳に夢と希望が詰まってるんですか？』

　酷い言われようだ。俺は俺なりに考えがあるのに。

「俺は君と仲良くなりたいだけなんだ」

『私は仲良くなりたくないです。仲良くなんて……繋がりなんて、世界で一番、どうでもいい』

　グラムの顔に影が差す。

　まるで過去に何か重大な事件があったかのような拒絶っぷりだった。

「君は……」

『もうあなたとは話したくありません。ふんっ』

「あ」

　グラムの体が一瞬光ると、赤黒い大剣へと姿を変えてしまった。

　これが剣の状態の魔剣グラム……すごく重厚で禍々しいオーラを放ってるな。

「嫌われちゃった」

『そりゃ、放っておいてほしいなんて言ってる子にあそこまでしつこくしたら嫌われるわよ。アンタ、ナンパのセンスはゼロね』

　生まれてからナンパなんてしたことなかったけど、まさかこんなところで初めてのナンパを卒業できるとは。

「じゃあグラム。また来るよ」

『二度と来ないでください。うっとうしい』

　ツンツンしているグラムに背を向け、俺とクレアは取りあえずライガの下に向かった。

　俺がここで色んな剣精霊を見てきてわかったけど、そもそも剣精霊というのは人懐っこい子たちのはずだ。人間の手によって生み出され、生涯を人間と共に過ごす。だから彼らは人間のことが好きで、初めて会った俺にも懐いている。
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　しかし、グラムは違う。何故かグラムは人間を嫌っている。

　その理由をライガなら知っているかもな……。

『コハク。アンタ、なんであの子にそんなに執着してるのよ。まさか惚れたとか？』

「違うよ。ただ……放っておいちゃいけない気がするんだ」

『ふーん……？　まあ、コハクがそういうなら、止めはしないけど』

　本当、いつもわがままを聞いてもらって、申し訳ないね。

　肩に乗るクレアの頭を撫でると、嬉しそうに俺の頬に擦り寄ってきた。







『魔剣グラム……そうですか、あの子に会ったのですね』

　寝床に戻り、ライガにさっきあったことを伝えると、渋い顔で唸った。

『正直に申し上げますと、あの子は少々特殊な子でして』

「特殊？」

『魔法剣が魔剣として転化するには、二種類の方法があります。一つは、刀匠により呪いが込められ、魔剣として作られた場合。そしてもう一つが、普通の魔法剣が魔剣に転じる場合です。魔剣グラムは、後者にあたります』

　へえ、普通の魔法剣が魔剣に転じる……そんなことがあるんだ。

「魔剣になる条件とかってあるの？　下手したら、フラガラッハも魔剣になっちゃったり……？」

『多くの場合は人間の血を吸った数です。昔に作られ、今なお残っている名剣であればあるほど、多くの血を吸っています。それが許容量に達した時、剣は魔剣へと転じるのです』

　多くの人間の血を吸う……多分戦争で使われた剣や、悪漢が使った剣がそうなるんだろうか。

　剣だって、本当は人間を斬りたくないに決まってる。だって剣は人間が作り出すものだ。いわば、親と言っていい。

　でも剣は持つ人間を選べない。使い方を選べない。だから、いずれ魔剣に転じてしまう、か……悲しいな、それ。

『しかし、彼女は違うパターンでして』

　ライガは辛そうに顔を歪めると、そっと口を開いた。

『彼女を手にしていた人間は、生前ものすごく彼女を大切にしていました。毎日の手入れを怠らず、毎日語り掛け、毎日共に冒険をする……充実した毎日を過ごしていたそうです』

　そんなに大切にされていたんだ、グラムは。

　だけど、そんなに大切にされていたなら、魔剣に転じることもないと思うけど……。

『ですが……彼女は、裏切られました。その人間に』

「なんだって？」

『……破壊されたのです。……理由はわかりませんが』

「────」

　言葉が出ない。だって、そんな……そんな大切にしてきた相棒を壊すなんて……。

『彼女は深く傷付きました。その悲しみが怒りに、そして憎しみに変わり、魔剣へと転化したのです。魔剣グラムは、そういった少々特殊な事情を抱えている魔剣なのですよ。なので私も、中々浄化できず……』

　そういう理由があったんだな。

　俺に置き換えて考えると、大切にしているフラガラッハを破壊するってことだよな……ダメだ。考えられない。フラガラッハは俺の相棒だ。どうしてそんな……。

　衝撃の事実に胸が痛む。

　と、スフィアが丁度お茶を入れて近付いて来た。

『剣の破壊、ですか……つい先日、似たようなことを聞きましたね』

「え、どこで？」

『ザッカス様が、ダッカス様の死を悲しんだ時にご自身の剣を破壊したと、コトリ様がおっしゃっていました』

　あ……そういえば、そんなことを言っていた気がする。

「まさかその中に、グラムが……？」

『いえ。確かに数年前にザッカス氏の打った剣が大量にやってきましたが、その中にグラムはいませんでした。その時の剣は魔剣に転化していません。全て、ザッカス氏の身を案じていました。すごく、悲しそうにしていたと』

　そうか。よかった……もしその時の剣が魔剣になってたら、ザッカスさんもまた悲しんじゃうだろうから……。

　そっと息を吐いて安堵しているとライガが聞き捨てならないことを呟いた。

『グラムがやって来たのは、それより僅か数日前です』

「……なんだって？」

　ザッカスさんが剣を破壊する数日前……それって。

　ふとスフィアを見る。

　スフィアも神妙な顔で頷いた。

『確証はありませんが、恐らくご主人様の考えている通りだと思われます』

　っ。そんな……！

　そんな俺たちの会話を黙って聞いていたフェンリルとクレアが、揃って首を傾げた。

『ねーねークレア。ボク話についていけないんだけど、どーいうこと？』

『わかんないわ。箱入り娘の剣精霊が主人に裏切られてグレたって感じじゃないかしら』

　あながち間違いじゃない。

　ただ、裏切った人が俺たちに無関係じゃない人なだけだ。

「……魔剣グラムの主は、ダッカスさんかもしれない。そういう話だ」

　俺の言葉に、フェンリルとクレアは目を見開き、スフィアも小さく頷いた。

　まだ可能性の話だ。これは、グラムに直接聞いてみないとわからないな。

　俺はお茶を一気に飲み干しフラガラッハを片手に寝床を飛び出すと、グラムのところに向かった。

　グラムはまた人間の姿に戻っていて、さっきと同じように三角座りでぼーっとしていた。

「グラム。また来たよ」

『……また来たのですか。暇ですか、あなたは。私に構っている暇があるなら修行をしたらどうですか。風の噂で聞きましたよ。魔王を倒すのが役目とか。頑張ってください。知らんけど』

　再会そうそう毒舌がすぎる。

「確かに、不本意だけど俺は魔王を倒す使命がある。でもそれは、グラムを救ってからだ」

『頼んでいません。お引き取りを』

　相変わらず、取り付く島もない。

　なら、単刀直入に言わせてもらう。

「グラム。君の前の持ち主って、ダッカスって名前じゃないか？」

　俺の言葉にグラムの目は見開かれ、俺を見つめた。

　このリアクション、ビンゴか。

『……どうして、あなたが……？』

「一度会ったことがあってね。……ライガから、君が破壊された時のことを聞いたよ。それでもしかしたらと思ったんだ」

『そう、ですか……それで、あいつはどうなったんですか？』

　あいつ……どうやらグラムは、ダッカスさんのことを相当恨んでいるみたいだ。

　言葉の端々に怒りがこもっているし、まとっている圧も僅かに濃くなった。

「……亡くなったよ」

　その言葉に、グラムの圧が僅かに揺れた。

『……いい気味ですね。ざまーないです』

「どうしてそんなことを言うんだ」

『あの時、私を破壊したからです。……それ以外何もありません』

　どす黒いオーラがグラムから発せられた。

　言葉に表しきれない憎悪を感じる。

　相棒をこんなに恨むなんて……でもダッカスさんはそんな人じゃない。それは一度話したからわかる。あの人は人情味深い優しい人だ。

　あの人は、なんの理由もなく自分の相棒を壊すような人じゃない。

　なら、なぜ壊したのか。なぜ壊さなきゃならなかったのか……ん？

「グラム。もしかして、壊された時のことを覚えて……？」

『当たり前じゃないですか。今もしっかり思い出せます。……私は絶対、あいつを許しません。私を捨て、私を壊したあいつは……』

　グラムから放たれる圧が一層強くなり、殺気も混ざり始めた。

　その殺気を察知してか、剣精霊たちがグラムから距離を取るように逃げる。

　俺の後ろに控えていたライガも、剣を抜いて俺を庇うように前に出た。

『コハク様、お下がりください。このままではコハク様の身に……』

「大丈夫。ライガ、俺に任せて」

『……承知しました』

　ライガが頭を下げて、後ろに下がる。

　隣でクレアたちも、いつでも戦えるように臨戦態勢になっていた。

　それほど、グラムがまとう殺気が色濃いものだった。

　ふぅ……落ち着け、俺。なるべく刺激しないように、言葉を選ぶんだ。

「……覚えているってことは、あの時ダッカスさんが敵に囲まれていたことも？」

『……ええ。大方、あの時殺されたんでしょう』

「そうだ。ダッカスさんは闇の組織、【紅蓮会】に囲まれ……殺された」

　グラムは顔を伏せた。俺に顔を見せないように。

　でも、僅かにだけど見えた。グラムが、辛そうな顔をしているのが。

「グラム。本当は君も辛いんじゃないか？　君のことを大切にしていたダッカスさんが死んだことが」

『……あなたに……ッ！　あなたに何がわかるっていうんですかッ!!』

　グラムが右腕を刃に変え、飛び掛かってきた。

　左手で俺の胸倉を掴み、喉元に剣を突き付けてくる。

『ご主人様！』

「来るな！」

　みんなが前に出るのを言葉で制する。

　グラムの殺気は本物だ。でも、本当に殺すつもりの殺気かどうかは俺でもわかる。

　グラムは俺を殺すつもりはない。……今のところは。

　体が震え、剣先が揺れる。

　目には怒りと憎悪が入り交じり……涙となって、頬を伝った。

『あいつは……ダッカスは血を流して敵に囲まれていても、敵ではなく真っ先に私を破壊したんです。何故かいつも常備していた、爆発物を使って』

　当時のことを思い出したのか、グラムの体から力が抜け、その場に座り込んでしまった。

『薄れゆく意識の中、ダッカスは素手や短剣で敵と戦っていました。敵を一人でも屠り、道連れにしようという鬼神のような強さ……でも、そこに私はいない。私はダッカスの最期に一緒に戦うことすら許されなかったんです。相棒だったのに』

　…………。

『彼にとって、もう私は……私は、いらない剣だったのでしょう──』

「それは違う」

　グラムの肩を掴み、俺のほうを向かせた。

　怒り、憎しみ、悲しみ、後悔。色んな感情が入り交じった目が俺を見つめる。

「今の話を聞いて確信した。……ダッカスさんは、君を本気で大切にしていたに違いない」

『……何を、言って……？』

　何故いつも爆発物を持ち歩いていたのか。

　何故敵に囲まれ、真っ先にグラムを破壊したのか。

　なんてことはない。簡単な話だ。

「ダッカスさんは、敵に囲まれて自分が死ぬと悟った。だから君を破壊したんだ。……自分が死に、闇の組織に君がいいように使われるのが、嫌だったから」

『……ぇ……？』

　グラムの目が揺れる。呆然と俺を……いや、俺を通し、俺の先にある何かを見つめていた。

「あのダッカスさんが使う剣だ。君の力が闇の組織に渡ってしまったら、君に多くの人間の血を吸わせてしまうかもしれない。あの人はそれが耐えられなかった……だから、自分の命があるうちに君を壊したんだ」

　いかにも、ダッカスさんの考えそうなことだ。

　ザッカスさんに似て頑固というか、優しいというか、なんというか……本当に親子だな。

　ただ、もうこの世にダッカスさんはいない。死霊の魔石を使おうにも、もうザッカスさんとの対話で成仏してしまった。

　だからこの話は憶測の域を出ないけど……十中八九、間違いないだろう。

　ダッカスさんは、そういう人だ。

『……ぅ……ぅあ……っ！』

　グラムの目から溢れる涙が止まらない。

　今まで溜めていたものを全て吐き出そうとしているみたいに、熱い涙が落ちる。

『ばか……ばかです、ダッカスは！　どんなことがあろうと、私はあなたのお傍にいたかった！　あなたと最期まで戦いたかった！　私は……私は、あなたの剣なのですから……！』

　グラム……。

　そっと、慰めるように彼女の頭を撫でる。

　グラムは俺を見つめると、数年の想いが爆発したように、人目もはばからず泣いた。







『すぅ……すぅ……」

　……よく寝てる。泣き疲れちゃったみたいだ。

　こう見ると、この子もただの子供みたいだ。体は子供というか大人よりだけど。

　てか、俺の服にしがみついたまま離れない。どうしよう、これ。

　取りあえずそのまま彼女を抱っこすると、待機していたみんながこっちにやって来た。

『全く……コハク。アンタ無茶しすぎよ。魔剣落ちした剣精霊と対話なんて、一歩間違えればアンタが死んでたのよ』

「う。ごめん……でもみんながこの子と戦うと木っ端微塵にしちゃうでしょ？」

『『『『まあ……』』』』

　そこは嘘でも手加減するって言って欲しかった。

　苦笑いを浮かべていると、ライガがグラムの額に手をかざした。

『安定していますね。まだ魔剣に転化していますが……目を覚ましたら、私の力で浄化しましょう』

「……ライガ、グラムの浄化なんだけど、しないって選択肢はないかな？」

『え？　むぅ……魔剣というのは危険なものです。刀匠の呪いの力が大きければ大きいほど……そして吸った血が多いほど、殺戮と暴虐を好みます』

「でもグラムはそのどっちでもない。悲しみと怒りで魔剣になったけど、それも解消されたんだよね？　……この子が魔剣に転じたのも、ダッカスさんへの想いが強かったから。ならこの転化は、彼女の想いの強さの証明だと思うんだ」

『……お優しいのですね、コハク様』

　そうかな。みんなよく俺のことを優しいって言うけど、俺はそこまで優しいとは思わない。

　辛い思いをしている人がいれば助ける。見て見ぬふりはできない。

　本当、それだけなんだよ。

『というわけだ。グラム、起きているだろう』

『ぅ……は、はい』

　え、起きてたのか。

　グラムは恥ずかしそうに起き上がると、俺から離れてもじもじとした。

『グラム。これは我が主、コハク様のご意向だ。お前は魔剣として今後生きていく。しかし忘れるな。もし少しでも暴走の兆しが見えたら、問答無用で浄化する。よいな？』

『は、はいっ。ありがとうございます……！』

『礼は俺にではない。コハク様にだ』

『う……』

　グラムは恥ずかしそうに俺を見上げると、スカートの端を持ち上げて膝を曲げた。

『あ、ありがとうございます……コハク様』

「ううん。気にしないで」

　再度グラムの頭を撫でると、恥ずかしそうに俯いた。

『コハク様。ダッカスと似てます』

「え。俺あんなにごつくないけど」

『ふふ、そうですね。……私からしたら、ダッカスがこの世で一番いい男です』

　だろうね。俺も、ダッカスさんはすごくいい男だと思うよ。

『はあ？　何言ってんの。コハクが一番に決まってるじゃない』

『小娘、今からご主人様の全てを事細かに教育してやる。そこに直りなさい』

『コゥはねー、あったかくてねー、やさしくてねー。それでねー』

　ちょ、みんな張り合うの本当にやめて。恥ずかしい。恥ずか死する。

『好かれていますね、コハク様』

「嬉しいけど、ちょっとわきまえてほしいな……」

『コハク様は我ら幻獣種ファンタズマから愛されていますから。こうなるのも無理はないかと』

　褒められ慣れてないからむず痒いな。

　そっとため息をつき、グラムを見る。

　グラムはさっきまでも悲痛な顔はどこへやら。

　楽しそうな微笑みを、俺に向けてくれた。
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『コハク様、申し訳ございませんでした』

　みんなと寝床に戻ると、ライガが俺の前に跪いて頭を垂れた。

『グラムの件、本来であれば私の役目でしたのに、コハク様の手を煩わせてしまい……』

「あ、いや、気にしないで。俺も、俺がやりたいようにやっただけだから」

　とは言ったものの、今日は一段と疲れたなぁ。フルポーションで回復しても、ちょっと体の節々に違和感があるぞ。

　念のためにスフィアに身体検査をしてもらう。目が妖しく光り、全身をスキャンした。

『……特に異常は見られませんが、肉体ではなく精神のほうが疲労していますね』

「なら、今日はもう寝て明日に……」

『いえ。その前に、心の洗濯を致しましょう』

　心の洗濯？

　スフィアの後についていくと、寝床の洞窟の近くから僅かな熱気を感じた。

　え、これは……。

「お、温泉!?」

『温泉ではないのですが、近くの湖から汲んできた温泉に近い効能を持つ水を、クレアの火で適温にまで温めました。こちらで思う存分、疲れを癒してください』

「あ、ありがとう！」

　そういえば、こっちに来てからまともに水浴びもしていなかった。

　スフィアの持っている浄化機能を使えば、汗も汚れもそれだけで綺麗にできるからね。風呂なんて、本当に一ヶ月以上ぶりだ。

　用意してもらった簡易脱衣所で服を脱ぎ、まずは体にお湯をかける。

　久々のお湯で体がぴりぴりするけど、これが心地いいな。

『ご主人様。お背中をお流しします』

「え。い、いいよ。それくらい自分でできるし」

『……そうですか』

　なんでちょっと残念そうなの？

　あと、腰にタオルを巻いてるとは言えほぼ全裸だから、あんまり見られると恥ずかしいんだけど。

　髪や体を念入りに洗い、気持ち的にさっぱりしたあとお湯に足を入れた。

　丁度いい湯加減だ。そのまま体を沈めるように肩まで浸かる。

　一ヶ月ぶりの風呂。しかも空には満天の星空と月。最高の絶景だ。

　そんな夜空を眺めてると、図らずも体の底から息が漏れた。

「はひぃぃぃ～～～～……」

『全く。コハク～、ジジ臭いわよ』

「仕方ないじゃないか。こんなに気持ちいいんだしさ」

『わかるわ～。私もこんなに気持ちいいの久々よ』

「だよね～……ん？」

　胸元を見る。そこには、お湯に浸かっている全裸のクレアが。

　あー、いやまあ、クレアって小さいし子供体形みたいだから、別に全裸でも問題はないんだけどさ。でもクレアって服脱げたんだね。初めて知った。

『む。じろじろ見るんじゃないわよ、えっち』

「何言ってんのさ」

　残念だけど、お子様体形には興味ないのです。トワさん並みになってから出直してきなさい。

　気持ちよさそうにしているクレアの頭を撫でると、スフィアが眉間にシワを寄せた。

『クレア、何をしているのですか。今はご主人様が湯浴みをしているのです。従者であるあなたが何故一緒に……』

「まあまあ、いいじゃないか。たまにはみんなで風呂に入るのもさ」

『ホント!?　ならボクもー！』

『待てフェンリル。貴様はまず体を洗ってからな。俺が洗ってやろう』

　いつの間にか鎧を脱いで腰にタオルを巻いているライガ。意外とノリがいいな。

　ライガがフェンリルを洗っているのを見る。気持ちよさそうだなぁ、フェンリル。動物系って洗われるのが苦手っていうけど、フェンリルって洗われるの好きなんだよねぇ。可愛い。

　そんな様子を見ていると、スフィアが目の端でそわそわとしているのが見えた。

「スフィア？」

『あ、いえ、その……』

　あのスフィアが言いづらそうにしてるなんて、珍しいな。

　スフィアを見て首を傾げると、クレアが風呂の縁に肘をついてスフィアを見上げた。

『何してんのよ。アンタも入りたいなら入ればいいじゃない』

　……え、一緒に、て……え!?

　ま、待て待て待て。クレアは見た目がちびっ子だから特に何とも思わないけど、スフィアはダメだ。如何にスフィアが機械人形マシンドール……ゴーレムだとしても、完全に体付きがお姉さんなんだもの。

　そんなスフィアが一緒に風呂に入るとか、マジで困る。理性とか、俺の男心とか。

『わ、私は結構です。従者たるもの、常に主の傍に控えるのが使命ですので』

　ほ、よかった──。

『あー。アンタ、恥ずかしいんだ。それとも、コハクに見られたら恥ずかしい体付きとか？　ふふん、作られた生命体……機械人形マシンドールといっても完全じゃないのね』

　クレアさん、何を煽ってんの!?　何を煽ってんの!?　そんなことしたら……！

『は？　私が……ご主人様の全てをお世話するために存在するこの私が、ご主人様に見られて恥ずかしい体をしている、と？』

　ほらぁ！　ほらぁ！

『だってそうでしょ？　ほら見なさいよ、私の薄っすら割れたお腹。綺麗なおへそ。コハクにどこを見られようと、恥ずかしくない体よ』

『おやおや、まな板がイキっていますね』

『はぁ!?　まな板じゃないし！　ちゃんとあるし！』

『ＡＡ』

『むきゃーーーー!!』

　こらこらクレア、暴れないの。

『そこまで言うのであれば、私も入りましょう。ご主人様、少々お待ちを』

「え。す、スフィア!?」

　簡易脱衣所に入り、服が脱げる音が聞こえる。ちょ、スフィアさんマジですか!?

『何ソワソワしてんのよコハク。アンタは私たちの主なんだから、堂々と構えてなさいよ』

『そうですぞ、コハク様。所詮我らはコハク様の従者。じろじろ見ても、我らは気に致しません。それに我らにとって、性別とは些細な問題なのです』

『ボクも見てもいーよー！』

　と、ゴリマッチョの肉体を惜しげもなく晒すライガに、全身が濡れて一回り小さくなったように見えるフェンリル。

　君らにとってはそうかもしれないけど、人間の感覚からしたら気にするもんなんだよっ。

　ライガとフェンリルが風呂に入り、気持ちよさそうに目を細めている。

『ふぅ……風呂には初めて入りましたが、良いものですな。いつもは水浴びだけでしたから』

『ボクもお風呂好き～』

　フェンリルには小さい風呂だから、寝そべるようにして浸かっている。それでも余裕があるくらい広々とした風呂に、みんなご満悦だ。

　と、そこに。

『お、お待たせ致しました』

　脱衣所からスフィアが出てきた。

　目を向けちゃいけない。それはわかってるのに、ついそっちを向いてしまった。

　タオルで大切な部分は隠しているが、風呂に入るからちゃんと全裸だ。いやちゃんとってなんだ俺。

　初めてスフィアがメイド服を脱いだ姿を見たけど……本当に人間みたいだ。機械人形マシンドールだとわかっていてもこんな美女の裸、緊張しちゃうわ。

『遅いわよスフィア。早く入りなさいよ』

『わ、わかっています。急かさないでください』

　スフィアが掛け湯をし、体を丁寧に洗っていく。

　って、何まじまじ見てるんだ俺は……！

　肩まで入り、目を閉じて精神統一する。そう、これは精神統一の修行だ。そう思うことにする。

『ご主人様、失礼致します』

「ア、ハイ」

　声が上ずった。察して欲しい、俺の気持ちを。

　俺の直ぐ傍で湯に入る音が聞こえた。

　ちゃぷ、ちゃぷ。そんな生々しい音で、精神統一した俺の心がまたもかき乱される。

　くぅ……！　全然集中できない……！

　チラッとスフィアのほうを見る。

　そこには、気持ちよさそうに肩まで浸かっているスフィアがいた。しかも超至近距離。あと数センチずれたら、肩と肩が触れる距離だ。

『気持ちいいですね』

「そ、そうだね。みんなとこうしてお風呂に入れるなんて、思いもしなかった」

　星空を見上げると、みんなもそれに釣られて見上げた。

『あ、見てコゥ！　流れ星！』

「本当だ……しかも沢山」

『あれは流星群ですね。本日は年に一度の大流星群なので、露天風呂を用意させていただきました。星屑の最後の輝きを見ながら、湯船に浸かる……とても幻想的ですね』
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　へえ、そうだったんだ。だから今日、露天風呂に……。

　一ヶ月ぶりの風呂に加えて、こんなサプライズ……いいね、こういうのも。

　圧倒的な大自然の景色に、フェンリルでさえも黙ってそれを見上げている。

　クレアも気分がよくなったのか、綺麗な歌声を聞かせてくれた。

　こんな絶景を見ていると、やらなきゃいけないことをつい忘れてしまいそうになる。

　やらなきゃいけないこと。直近の目標は、毒の魔族の討伐。

　あいつはいまどうしてるんだろう。

「スフィア、毒の魔族って今どうしてるの？」

『ずっと、毒性の物を手あたり次第に取り込んでいますね。そのせいで渓谷の生態系が大きく崩れていますが……ただ、ちょっと問題が発生していまして……』

「問題？　どうしたの？」

　スフィアがそう言うと、そこはかとなく嫌な予感しかしないんだけど。

『毒の魔族が毒性物質を取り込んでいるため、急速に力を付けています。力で言えば、火精霊を騙った魔族と同等……いえ、それより強くなっている可能性が高いです』

「な!?」

　あの下劣な魔族よりも強い……!?

「……まさか毒の魔族も、あいつみたいに複数の命があるのかな？　ほら、毒性の魔物とか食べてるわけだし、命を取り込んでるとか？」

『いえ、それは大丈夫です。儀式として取り込んでいるのではなく、奴にとっては力を回復させるための食事……命は魔族本体のものしかありません。純粋な力として、あの魔族より強いということです』

　マジか。

　火精霊を騙っていたあの魔族は確かに強かった。それでも攻撃が当てられないというわけではなく、厄介だったのは数十個の命が一つの体に入っていたことだ。

　そんなあいつと、毒の魔族が同等以上の力を持つなんて……。

「因みにだけど、最初に見つけた時はどれくらいの強さだったの？」

『そうですね……バトルギルドのロウンさん並みの強さと言えばいいでしょうか』

　あの時点でロウンさん並み。そして今は、あの時の魔族並みか。

　でも奴は毒性物質を取り込むことで今なお力を付けている。

　このまま放置すれば、俺の成長率を考えても勝てる見込みは……。

「これ、俺勝てるのかなぁ……？」

　確かに、今後七魔極や魔王を相手にするなら、毒の魔族くらい俺一人でも倒せないと話にならない。

　それでも今の状況を考えると、俺が勝てる見込みってあるのかな。

　そう考えてると、歌っていたクレアが満面の笑みを浮かべた。え、何その笑顔、怖いんだけど。

『コハク、逆に考えるのよ』

「逆？」

『確かに今のコハクではアイツには勝てないでしょう。今のまま修行しても、勝率は誤差の範囲でしか変わらない。それって、どうしたら変わると思う？』

　勝率を上げる方法……。

「あ、魔人化とか？」

『違うわ。もっと簡単なことよ』

　魔人化以上に簡単なこと？

　確かに魔人化は体力を著しく消費する。体力が切れると、立っていられなくなるくらい疲れ切ってしまう。

　そう考えると、おのずと答えは出てくるんだが……え、まさか？

　嫌な予感が頭の中を駆け巡り、思わず後退る。

　その拍子にライガが俺の肩をがっしり掴んで満面の笑みを浮かべた。

『コハク様、どちらに行かれるのです？』

『コゥ、逃げちゃだめだよ』

「ちょ、ライガ！　フェン！」

　クレアと似たような爽やかな笑みを見せるライガ。しかもフェンリルまで、俺が逃げられないように背後にじりじり近付いて来た。

「す、スフィア」

『……』

「目を逸らさないで!?」

『ご主人様。スフィアは悪い子です』

「俺の前ではいい子でいてほしいんだけど！」

　みんが俺を逃がさないよう、包囲網を敷いている。

　逃げ切れるという希望を一切排除した、絶望としか言えない状況だ。そもそも逃げても全裸なんですけどね。風邪引くわ。

　そんな怯えている俺を見て、クレアは怪しげな笑みを浮かべた。

『大丈夫よ、コハク。超簡単なことだから』

「それは俺の生命の危機と天秤に掛けた結果、言える言葉か？」

『偉い人は言いました。死ぬこと以外はかすり傷、と』

　それ、死ぬ一歩手前の重傷もかすり傷って言ってるようなもんだよね？

『コハク。これから、絶対に勝てない相手に勝つ唯一無二の作戦を伝授するわ』

　絶対に勝てない相手に勝つ、唯一無二の方法……だと？

　何それ。そんな超お手軽なものがこの世に存在するのか。

　それならそうと早く言って欲しかったな。ほら、みんなが爽やかな笑顔を見せるからさ、うっかり超絶無理難題の修行を押し付けられるのかと──。




『今から数週間、今なお力を蓄えている相手をも凌駕するほどの人権無視も甚だしい鬼畜の所業レベルの修行を課して、コハクの意思とは無関係にめっちゃ力を付けよう大作戦よ！』




「やっぱりね！　やっぱり想像した通りだよこんちきしょう！」

　いや、想像よりはるかに酷い方法だった！　せめて人権は担保して！

『さあコハク様、時間はありませんぞ』

『ボクも手伝う！　手伝う！』

『時間はないわよ、コハク！』

『ご主人様、ご武運を』

　いやぁ……いやだあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！？！？！？
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「し……死ぬ……死んでしまう……」

　風呂での癒しをそこそこに、また翌日から剣精霊との修行の毎日。

　あれからたった三日しか経っていないのに、既に四百連勝を超えるほどの成果を出していた。

　確かに、みんなのおかげでものすごく成長しているのは実感している。剣の扱い方も、体の使い方も、基礎的な体力も、全て底上げされている。

　今までの修行がお遊びかのようにこの三日間の密度は濃かった。本当、誰かこの地獄から俺を連れ出してくれ。

『コゥ、だいじょーぶ？』

「ふぇ、フェン……ああ、フェン。もふらせてくれ……俺に癒しをくれぇ……！」

『こ、コゥ怖いよ……？』

　とか言いつつ俺の傍に座ってもふらせてくれるフェンリル優しい。

　寝床でもふもふしていると、ふとフラガラッハが目の端に映った。

　そうだ、剣精霊との修行で忙しかったけど、ちゃんと手入れをしてあげないと。

　フラガラッハを鞘から抜き、焚き火の火に照らす。

　あれだけ打ち込んで弾かれているのにもかかわらず、傷一つ……刃こぼれ一つない。一体どんな作り方をしたのか……さすが名匠ザッカスさんだ。

　うーん……それでも、どこかくたびれているように見える。多分気のせいじゃない。ごめんな、ちゃんと手入れしてやるからな。

　スフィアに教えてもらった通りに手入れを始める。

　普通の剣の手入れとは違い、魔法剣の手入れは魔力を流すことから始まる。魔法剣を使うのに魔力を流すことは必要としないが、手入れをする時は別らしい。

　魔法剣を使う大半の剣士職は魔力を持っていないから、魔力を持つ魔法師職に魔力を流してもらう。

　アシュアさんでさえ、魔法剣の手入れの時はコルさんに魔力を流してもらっているらしい。

　でも俺はクレアと契約し、微弱ながら魔力を身に宿している。魔力コントロールの修行を始めてからは、クレアから供給される魔力量も多くなっている。その魔力を使えば、手入れは自分だけでできる。

　目を閉じ、体の中を循環している魔力に集中した。

　頭からスタートし、右腕、脇腹、右脚、左脚、また脇腹、左腕、頭。そうして円を描きながら、体の中心部へと魔力が螺旋状に巡っていることを意識する。

　……よし、魔力の流れは掴んだぞ。

　次にその魔力を、フラガラッハを握っている右手に集中する。

　ぴりぴりと痺れるような感覚が右手に集まる。いいぞ、魔力が集中している証拠だ。

　その魔力を、フラガラッハへと流し込む。

　柄頭に埋め込まれた魔水晶と、魔水晶で作られたアクアブルーの刃が淡く光る。何度見ても綺麗だ。惚れ惚れする。

　それを近くで見ていたクレアが、鼻高々に胸を張った。

『コハク、魔力コントロールが上手くなったわね。さすが私。私の教えに間違いはないわ』

「……ソウデスネ」

『なんでカタコトなのよ』

　だってクレアの教え方、魔法を撃つ時と同じで擬音が多いんだもの。ぐるぐるとか、めきめきとか、ふぐぅって感じ、とか。

　密かにスフィアに教えてもらってたのは秘密にしてあげよう。クレアにもメンツがあるだろうし。

　と、フラガラッハの刀身から淡い光の泡のようなものが漏れ出した。十分に魔力が流せた証拠だ。

　そこでようやく砥石の出番である。

　俺がまだ子供だった頃、家の刃物類の手入れをするのは俺の仕事だった。だから砥石での研磨は俺の十八番おはこでもある。

　ただ、魔水晶をこんなにも使った魔法剣は、世界で唯一この一振りしかない。そんじょそこらの砥石では、砥石のほうが直ぐにダメになってしまうらしい。

　そこで、魔石の出番だ。

　魔石は加工すれば、魔法剣を唯一研ぐことのできる砥石として使われる。人間の住む向こうの大陸では、砥石にするほどの魔石を持っている魔物なんて龍種ドラゴンくらいだ。だから魔石を使った砥石は高く、手に入りづらい。

　幸いにもこの大陸の魔物は簡単に巨大な魔石を落とす。その中でも更に純度の高い魔石を砥石にすることで、世界最高級の砥石をも凌駕する高品質のものができあがった。

　この魔石を使った砥石を、今では百近くも持っているんだけど、スフィア曰くこれを売ったら一生大豪遊しても余りあるほどの金額になるらしい。

　もちろんテイマーギルドに所属する身として、一生懸命仕事はこなすけど……正直、ちょっとそそられたのは秘密だ。一生を過ごすには魔王を倒さなきゃいけないし。俺の安寧はいつ訪れるのか。

　魔石の砥石と清らかな水を使い、刃を研いでいく。

　シャリン──シャリン──。

　まるで鈴を鳴らしたような綺麗な音が、寝床に反響する。

『いい音ね。コハク、やるじゃない』

『きれーな音～』

『ご主人様の見事な手捌き……つい見惚れてしまいますね』

『フラガラッハ、良かったなぁ。主に大切にしてもらえて』

「そんな、褒めすぎだよ」

　あと、刃物を手入れしてる時にあんまり喋りかけられると危ないからやめて。

　そのまましばし、無言で研ぎ続ける。

　没頭という言葉が合っているだろうか。フラガラッハだけに集中し、ただ無心のままに研ぐ。

　周りの音が聞こえない。ただ、一心不乱に研いでいく。

　五感が鋭敏になり、俺の体が全てフラガラッハに注がれる。

　そうしていくと……なんだかこの思考すら煩わしくなり。

　思考が完全に消えた。

　…………。

　……………………。

　…………………………………………。




　──主様──




「え？」

　さくっ。あ。

「ぎゃあああああ！　指切ったあああああああ！」

　しかも骨まで斬れてるうううう!?

『ちょ、コハク何してんのよ!?』

『ご主人様、今治しますっ』

　スフィアがすぐにフルポーションを振りかける。よ、よかった。骨も完全に切れて皮一枚繋がってた状態だったから、もう繋がらないかと……スフィアがいて助かった、マジで。

　痛みももう引いた。だけど剣が体を通る感覚に、まだ冷や汗が止まらない。どんだけ切れ味がいいんだ、フラガラッハは。

『コゥ、大丈夫？』

『全く……コハク！　アンタもうちょっと注意しなさいよ！』

「ご、ごめん」

　集中してたつもりなんだけど……って、そうだ。

「ねえ。さっき誰か俺に声掛けた？」

『いえ、誰も掛けておりません』

　スフィアがそう言うと、みんな首を縦に振った。

　おかしい。絶対誰かに声を掛けられたと思ったんだけど……気のせい？　でもそれにしては、ちゃんと声が聞こえたような。

　首を傾げると、ライガがフラガラッハについた血を拭いながら口を開いた。

『ふむふむ。コハク様、フラガラッハが謝罪しております』

「え、フラガラッハが？」

『はい。先ほど話し掛けたのはこの子だったようで。心を込めて手入れをしてくれるから、つい声を掛けてしまったようです』

　そうだったんだ。さっきの声はフラガラッハの……。

　ライガからフラガラッハを受け取り、そっと刀身を撫でる。

「大丈夫だよ、俺は気にしてないからさ」

　……声、聞こえないな。

　ライガを見ると、笑顔で頷いた。

『この子も安心しているようですよ』

「そ、そう？　よかった……ところで、なんで声が聞こえる時と聞こえない時があるんだろう？」

『まだフラガラッハが生まれて間もないため、この世に干渉できるだけの力がないのです。コハク様がこの子の声が聞こえる時は現実世界ではなく、精神世界に入っている時でしょう』

「精神世界に入ってる時？」

　はて、そんな場所に行った覚えはないんだけど。

『物事に没頭して目の前のことに集中している時、現実世界と精神世界の境界があいまいになります。その時にフラガラッハが、剣を媒体にして語り掛けてきているのです』

　ふむ……？　よくわからないけど、フラガラッハを持って何かに没頭している時に、フラガラッハが声を掛けてくるって感じか。

「俺も、もっと君と話したい。俺が没頭してる時、いつでも話し掛けてきていいからさ」

『なら遠慮しない、と言っています』

　集中したい時は集中したいから、ちょっとは遠慮してほしいかな。

　フラガラッハを撫で、つい苦笑いが零れた。

　それからは毎日、どんなに疲れていてもフラガラッハの手入れは欠かさずすることにした。

　剣精霊との修行中もそれだけに没頭し、手入れをする時も没頭し、瞑想する時も没頭する。

　そうしていると、少しずつだけどフラガラッハの中に眠る剣精霊の気配を感じられるようになっていった。

　まだちゃんと話はできないけど、フラガラッハから声が聞こえる頻度が増えたような気もする。

　これは、ちゃんとフラガラッハの精霊と対面できる日も遠くないかな。

　そのおかげかはわからないけど、なんとなくフラガラッハと一心同体になっている気がする。剣を持っている状態の俺が、正常の状態なんじゃないかと思えるくらいしっくり来ていた。

『最近調子いいわね、コハク』

「うん。自分でもびっくりするくらい調子がいいんだ」

　今日で剣精霊との連戦も、五百連勝を超えた。

　まだ折り返し地点だけど、この調子でいけばかなり速いペースで千連勝を達成できそうだ。

　そうすれば、毒の魔族と……。

　ふと、心にある感情が去来した。

　これは、恐怖だ。

　初めてみんなの力を借りず、自分の力だけで命を懸けた死闘をする。

　そう考えると恐怖が心を支配するけど……不思議と落ち着いてる。俺の心と体と脳が、今やっていることは間違ってないとわかっているんだ。

　大丈夫……大丈夫だ。

　目を閉じて瞑想に入ろうとすると、ライガが『コハク様』と声を掛けてきた。

「どうしたの？」

『明日から折り返し地点ということで、剣精霊との訓練をより洗練させようと思いまして。私がいない間に剣の里を守護する、五十の剣精霊を連れてまいりました。明日からは、その者たちとも訓練をしていただきます』

「……え？」

　洗、練……？

　ライガの後について洞窟を出ると、そこには一糸乱れぬ隊列を組んだ、今まで見たことのない剣精霊たちがいた。

　子供のような風貌の精霊もいれば、大人のような姿の精霊も。中には老人のような剣精霊もいる。

　これが、ライガが不在の時に剣の里を守る精鋭……とんでもない圧力だ。

　……いや、これ殺気……か？　なんか全員、ものすごい形相で俺を睨んでるような。え、怖い。

　彼らに怯んでいると、その中に見知った子がいた。

　グラムだ。俺を見てはにかみ、小さく手を振っている。

　なんか安心したけど……え、まさかあれから、もう精鋭の五十人の中に入ったの？　元の潜在能力も高いんだろうけど、ちょっと驚き。

『彼らには第五十席から第一席まで序列が付けられています。私のお墨付きです、ご安心を。次回から五百連勝した後は、剣精霊の子供らに九連勝したら十戦目には彼らと戦っていただきます』

「えっと……つまり十戦ごとに彼らと戦う、と？」

『はい』

「それを千連勝するまで？」

『その通りです。因みに彼らに負けたら、また一からやり直しのため頑張ってください』

　……マジか。

「殺されたりしない？」

『ふはは！　大丈夫ですよ。彼らは心優しいですから』

　心優しい人はこんな人殺しの目をしないと思う。

「えっと……よ、よろしくお願いします……？」

『『『『『『殺す』』』』』』

　何を恐ろしいことを!?

『こいつのせいでライガ様がここを出ていく……』

『こいつがいなければ』

『ライガ様を我らから奪うなんて』

『こいつのせいでこいつのせいでこいつのせいでこいつのせいでこいつのせいで』

『殺す』

『殺す』

『殺す』

『殺す』

『殺す』

『殺す』

　ひえっ。

「ららら、ライガっ。これ大丈夫なんだよね？　本当に大丈夫なんだよね!?」

『はっはっは！　……はは』

　おいコラ目を逸らすな。

『だ、大丈夫です。彼らはそれくらい本気で修行に付き合ってくれるって意味ですよ。さあコハク様、明日から忙しくなります。今日はもう休みましょう』

　めちゃめちゃ話を逸らされた気がする。

　え、これ、本当に大丈夫なの……？

『コハク様』

「ん？　あ、グラム」

　グラムが集団から外れ、ちょこちょこと俺に近付いてきた。

『コハク様、私あれから頑張れました。コハク様のおかげです、ありがとうございます』

「俺は何もしてないよ。でもすごいね、もう精鋭の中に入るなんて」

『これもコハク様が、私を前に向かせてくれたおかげです』

　スカートの端を持ち上げ、膝を折るグラム。

　こういう仕草が本当に似合う子だ。でも、俺のことを持ち上げすぎてるような気がするのは気のせいだろうか。

「それじゃあ、戦う時はよろしくね」

『はい。私は手強いですよ。何せ、ダッカスの剣技を全て覚えているので』

「へえ、ダッカスさんの……ん？」

　あれ、なんだっけ。なんか前に、ダッカスさんの実力についてアシュアさんに聞いた気が……。




『三年前のあの時、彼はゴールドプレートのハンターだった。生きていれば、俺たちと同じでもう一人のミスリルのハンターになれる可能性を持つ男だったよ』




　あ、そうだ。確かこんなことを言っていた気がする。

　そうかそうか。ということは……え？

「ご、ゴールドプレート、クラス……!?」

『ふふ、どうでしょう。でも私は剣精霊。もしかしたら、ミスリルクラスかもしれませんよ』

　グラムは意味深に笑うと背を向け、首だけでこっちを向いた。

『それでは、頂点でお待ちしておりますね』

　……マジか。
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　翌日。今日から精鋭との修行が始まる。

　精鋭の数は五十体。剣精霊九体に勝つと、精鋭一体と戦う。それに負けたら、また最初からやり直し。

　ルールはわかった。俺も本気で挑ませてもらうし、もちろん負けるつもりはない。

　……のだが。




『殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す』

『処す処す処す処す処す処す処す処す処す処す処す処す』

『斬殺斬殺斬殺斬殺斬殺斬殺斬殺斬殺斬殺斬殺斬殺斬殺』




　さっきから殺意が半端じゃありません助けてください。

『コハク、気張りなさいよ！』

『ご主人様、ご武運を』

『コゥならいけるよー！』

　その根拠のない自信はどこから……！

　既に今日、五百九連勝した。そして今から、剣精霊精鋭の第五十席と剣を交える。

　見た目年齢は俺と同い年くらいの青年だ。が、手に持っている得物がやばい。

　なんというか……黒い？　いや、黒いだけじゃなく、禍々しさが半端ではない。なんか変なオーラが出てるし。

　精鋭との訓練は、ライガが審判を担当することに。万が一のことを考えて、直ぐに止めに入れるようにらしい。万が一が起こる可能性……そこはかとなく怖い。首ちょんぱされそう。

『それでは双方、構えて』

　俺はフラガラッハを抜き、相手を注視して集中する。

　没頭、没頭、没頭。

　そうしていると、周りから音が消える。皮膚感覚が鋭くなり、周囲の景色から色が消えた。

　無駄な情報は排除され、戦闘に必要なものが情報として俺の脳に送り込まれる。

　──主様、行くぞ──

　フラガラッハの声が聞こえる。最近は簡単な言葉であれば、こうしてすぐに声も聞こえるようになった。

（うん。フラガラッハ、頼むよ）

　──うむ──

　そこから更に集中する。

　目の端に映るライガが手を上げ……振り下ろされた。

『ライガ様を奪う人間は死ねええええええええええええええええ！！！！』

　何を言ってるのかわからないけど、死ねと言っているのだけはわかる！

　直後、まるで閃光のような速さで剣精霊が俺に肉薄する。速い、とんでもなく。

　今までの経験と殺意への直感を頼りに、体を半身にしてかわす。

　俺が今までいた位置に剣が思い切り振り下ろされた。寸止めとかそんな次元じゃない。間違いなく俺を殺す気満々だ。

　ちょ、これ本当に模擬戦なんだよね？　殺し合いじゃないよね!?

　──主様、集中！──

（っ、ごめん！）

　そうだ。今は目の前の戦闘に集中しないと……！

　集中のおかげで世界がスローになる。でも、精鋭のスピードは他の剣精霊とは比べ物にならないほど速く、鋭い。

　でも対応できないわけじゃないぞ。

　俺の剣撃と剣精霊の剣撃がぶつかり合う。

　斬り込んではかわし、斬り込まれては防ぐ。

　十、二十、三十。剣を振るう度にスピードが上がり、お互いに斬り傷が増えていく。

　でも僅かに俺のほうが手数が上だ。少しずつ俺の攻撃が上回り、剣精霊は防戦一方になっている。

　いいぞ、このまま……！

『武技──』

　……ぇ……？

『──牙皇!!』

　上下から、まるで獣種ビーストの牙のように無数の斬撃が迫る。

　しまっ、防ぎきれない……!?

　せめて急所だけは刻まれないようにガードを……！

『それまで』

　と、いつの間にか目の前に現れたライガが、たった一振りで剣精霊の武技を掻き消した。

　ライガは武技を使っていなかった。それなのにあれを消すなんて……。

『勝負あり。コハク様の負けです』

「え。あ」

　そ、そうだった。途中から忘れてたけど、これ修行で……あ!?

「ま、まさか……！」

『はい、コハク様。……最初からです』

　…………オゥ……。

　つい膝をついてしまった。がっくし。

　せっかく五百連勝まで来たのに……また最初からですか。

　しかも第五十席でこの力。これ、第一席になるととんでもないことになるんじゃ……？

『普通の剣精霊は武技を使えません。ですが精鋭は武技を使いこなします。ここからが本番ですぞ、コハク様』

　これもう無理ゲーじゃないか。ぴえん。

『大丈夫ですよ。コハク様なら絶対できます』

「なんでそんなことが言えるのさ」

『できるまで終わりません。なのでできます』

　何その横暴!?

『毒の魔族が毒の渓谷の魔物を食い尽くすまで、残り約一ヶ月。さ、時間はありませんぞ』

　……たしゅけてください（泣）。




◆ブルムンド王国◆




「もうコハクさんが修行に出て数ヶ月ですか～。時間が過ぎるのは早いですね～」

　テイマーギルドのギルドマスター室にて。

　銀髪のロングヘアーを揺らしながら、テイマーギルドのギルドマスター、トワ・エイリヒムが紅茶を入れる。

　その様子を見ていた少年のような見た目の男は苛立たし気に黒髪を掻き上げ、赤い瞳でトワを睨み付けた。

　バトルギルドのギルドマスター、レオン・レベラートである。

「トワ、そのためにオレを呼んだのか？　帰っていいか？」

「おやおや～。本題の前の世間話もできないなんて、おチビちゃんは我慢ができないんですか～？　早漏ちゃんでしたら、私が矯正してあげましょうか～？」

　トワの煽りに、レオンの眉間に血管が浮かび上がった。相変わらず仲の悪い二人である。

　しかしレオンは出された紅茶を飲んで一息つき、冷静を装って口を開いた。

「確かに、もう二ヶ月近くなるのか。あれから連絡はないのか？」

「さっぱりです～。もっと連絡が欲しいんですけどね～。寂しいです～」

「意外だな。お前なら、クルシュを使ってでも無理に連絡を取るものと思っていたが」
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「そうしたいんですけど～、やっぱり女としては追うより追われるほうが燃えるといいますか～」

　何考えてんだこの年増は。という言葉を飲み込み、ジト目でトワを見る。

「だが、本当にコハクの身に何かあったら、あいつの使い魔が連絡を寄越すだろう」

「はい～。便りがないのは元気の証拠と言いますから～」

　と言いつつ、どことなく寂しそうなトワに、レオンは微妙な気持ちになった。

（目の前の男より、遠くの男、ね）

「何か言いました～？」

「何も。それより、本当にそれだけの用か？　ギルドマスターのお前も知っているだろう。俺も暇じゃないんだが」

　レオンの言葉に、トワは肩をすかして紙束をレオンの前に差し出した。

「これは？」

「ターコライズ王国の調査資料です～」

「ターコライズ王国の？」

　パラパラとめくり、ざっと目を通す。確かに、ターコライズ王国について調査したデータや数値が事細かに記載されていた。

「これがどうかしたのか？」

「察しがわるいですね～。最近、ターコライズ王国の国力が急激に下がったという噂を聞きませんか～？」

「馬鹿にするな。それくらいの情報、オレの耳にも入る」

　目を通した感じ、かなり悲惨な状況になっているらしい。

　水質の悪化。作物の不作。大気の汚染。

　それだけじゃなく、魔物の狂暴化。更に聖女や大魔法師が力を使えなくなり、王都を覆っている結界まで不安定という始末。

　これだけのことが一気に発生しているにもかかわらず、まだターコライズ王国は辛うじて滅亡せずバランスを保っているらしい。

「遠い国の話とは言え、いつブルムンド王国に同じことが起こるかわからん。カエデ女王陛下にも進言済みだ」

「はい～。それでですね～、何故このようなことが立て続けに起こったのか、うちのハンターを使って調査をしたのですよ～」

「結果が出たのか？」

「最後のページを見てください～」

　言われた通りに、最後のページを読む。

「……おい、これは……？」

「その通りです～。……全て、コハクさんがブルムンド王国に来たタイミングと重なります」

　トワの細い目が僅かに開かれる。

　データを見る限り、コハクがターコライズ王国の衰退に関わっていることは間違いないだろう。

　そしてコハクがこの国にやって来た事情も、ターコライズ王国を調べればすぐにわかった。

「母国で幻獣種ファンタズマテイマーとして認められず、【嘘つき】と【無能】のレッテルを貼られる。そのせいでギルドに所属できずブルムンド王国に移住してきた。そしてそのタイミングで、ターコライズ王国は衰退した、か」

「ええ。これは憶測ですが、もしやコハクさんは幻獣種ファンタズマをテイムできるだけではなく、幻獣種ファンタズマそのものに好かれている」

「だからコハクがブルムンド王国に来たことで、ターコライズ王国を守っていた幻獣種ファンタズマも消えた……そういうことか」

「あくまで、憶測ですが」

　レオンは瞬時に思考を巡らせた。

　ターコライズ王国の衰退。そしてここ最近のブルムンド王国での繁栄。

　それもこれも、コハクがブルムンド王国にやって来てからだ。

「……このことは、他の誰かに話したのか？」

「いえ。このことを知っているのは私とあなた。後は女王陛下のみです」

「それがいい。このことを知られたら、コハクの身に何が起きるかは想像に難くないからな」

　コハクの存在と幻獣種ファンタズマの力が世にバレたら、コハクを巡って戦争が起きかねない。

　そんなことコハクは望まないし、自分たちもそんなことで戦争をしたくはない。

　このことは誰にも口外しないほうがいい。

「しかし、もしかしたらですが……」

「なんだ？」

「……ターコライズ王国も、コハクさんを捜している可能性があります。コハクさんがいなくなってから国が衰退していることは、あちらも認知しているでしょうし」

「おいおい。まさか……」

　レオンが最悪の状況を考える。

　その考えに、トワも深々と頷いた。

「ええ。……恐らく、コハクさんがブルムンド王国にいるとわかれば、彼らは連れ戻すために戦争をしかけてくるかもしれません」
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　荒野に、無数の剣撃がぶつかる音が響く。

　大地は抉れ、剥がれ、もう元の原型を留めていない。

　そんな中、俺とグラムの渾身の一撃がぶつかり合い、衝撃波を生んだ。

『ふっ……!!』

「…………!!」

　瞬時に離れたグラムが大剣を振るい、無数の斬撃を放つ。大剣の刀身が見えないほどのスピードだ。全てが武技で、一撃一撃が強力。触れたら微塵にされるだろう。

　その剣撃の全てを、本当に最小の動きで避ける。刀身で受けることはしない。避けだけに徹する。でないと、フラガラッハが破壊されてしまうかもしれない。

　百、五百、千。まだまだ斬撃は止まらない。この武技のせいで、俺も中々前に踏み出せないでいた。

　もうグラムとの戦闘は三回目になるけど、この連撃の量は慣れない。あの細腕からこれを大剣から放つなんて、どんだけ化け物なんだ。

　ダッカスさんも、こんな風に戦ったんだろうか。……いや、恐らくこれはグラム自身の強さだろう。それにプラスし、ダッカスさんの剣技でその強さは計り知れないものになっているんだ。

　集中し、眼前に迫る攻撃だけを優先して避ける。なんだか踊らされているみたいだ。

『ふふ』

　連撃の雨が止んだ。チャンスッ。

　同時に足を踏み出し、瞬時にグラムへ向かい走る。

　それはグラムも予想していたのか、地面すれすれを飛ぶようにして迫ってきた。

『はっ！』

「シッ……！」

　首を狙ってきた刃をしゃがむようにかわし、回転しながら蹴りを入れる。

　が、大剣の腹でそれを防がれた。間違いなく決まったと思ったのに。

　力に逆らわずに吹き飛んだグラムは、着地して大剣を構え、油断なく俺を睨む。

　俺もフラガラッハを構えて呼吸を整える。

　反応速度もパワーも半端じゃない。正直、グラムだけ今までの剣精霊と比べても頭一つ抜きん出た力を持っている気がする。

　これが、ダッカスさんのとグラムの力……とんでもないな、これは。

　不意にグラムが微笑み、そっと息を吐いた。

『コハク様、強くなりましたね』

「そう言うなら、いい加減負けてくれると助かるんだけど」

『それはできません。ライガ様からも、絶対負けてはならないと指示を受けていますので』

　ライガ!?　ちょ、お前どっちの味方だ！

『なので、今日も私が勝たせていただきます』

「うっ!?」

　余りにも速い踏み込みッ。しまった、少し反応が遅れた！

　振り下ろされる大剣をバク宙で避ける。

　辛うじて反応できたけど、このままじゃまた攻撃を食らう……！

　どうする、どうする、どうする！

　考えろ、考えろ、考えろ！

　このままじゃまた千連勝……ひいいいいいいいい!?　もう嫌だ、もう嫌だあ!!

　もう負けられない！　絶対絶対、ここで勝つ！

　あああっ！　でもグラム、容赦なく追撃してくるし！

　やばいやばいやばい！

　負ける、負ける……！

　負けたくない！

　直後──脳が収縮し、頭の中がクリアになる感覚に陥った。

　目に血液が集まる感じ。でも、嫌な感じではない。むしろ世界がよく見えるような感じだ。

　そして……。

「……ぇ、これは……？」

　グラムの動きが急激に遅くなった気がした。

　いや、気がしたじゃない……間違いなく、遅くなっている。

　それにグラムだけじゃない。周りで観戦している剣精霊も、空を飛んでいる魔物も……俺以外の全てが遅くなっている気がする。

　どういうことだ、これは。

　一瞬呆然となる。が、今はそれどころじゃない。これは千載一遇のチャンス！

　俺は振り下ろされる前に大剣の柄を握ると、力任せに捩じった。

　人間の身体構造は単純だ。関節が曲がらない方向に曲げると、それだけで力が入らなくなる。

　それを利用し、グラムの手から大剣をもぎ取った。

　と、急に世界が元のスピードを取り戻す。

　うっ。か、体が、一気に怠く……！

『え……!?』

　グラムの目が見開かれる。何が起こったのか、わかっていないようだ。

　俺はそんなグラムの脚を払うように蹴りを入れた。

　完全にバランスを崩したグラム。

　グラムはその衝撃でしりもちをつき、首を刎ねるようフラガラッハを振るい……。

『それまで！』

　ピタッ──！

　刃が首に触れる前にライガが宣言し、辺りに静寂が流れた。

　僅かに力を入れたら喉を掻っ捌くことのできるほど、ギリギリの寸止め。

　時間にしてたっぷり数秒。

　直後、割れんばかりの喝采が響いた。

『時間にして三ヶ月』

『昼夜問わず、機械人形マシンドールのお姉ちゃんに回復してもらって！』

『必要最低限の休憩を挟みつつ！』

『千連勝！』

『『『『『『たっせーーーー!!』』』』』』

　剣精霊たちの喝采と歓声が、まるで遠くのように聞こえる。

「……ぶはっ！」

　終わった……終わったんだ。

　ぶっ倒れ、乱れた呼吸を落ち着かせるように青空を見上げる。

　あまりにも過密すぎるスケジュールと幻獣種ファンタズマの超絶スパルタ訓練の成果も相まって、伸び悩みやスランプもほとんどなく瞬く間に千連勝まで来れた。というか、伸び悩みもスランプも許されないほどの特訓だったんだけど。

　千連勝達成したけど、達成感よりも疲労と吐き気と目まいで今にも気絶しそうだ。まるで幻獣種ファンタズマとの魔人化が強制解除された時のような……なんだったんだろう、あの異様な感覚は。

『ご主人様、今回復致します』

　スフィアが俺の口にフルポーションを流し込む。

　まるでスイッチが切り替わるように、目の前の景色が鮮明になった。

「はぁ、はぁ……ふぅ……ありがとう、スフィア。助かったよ」

　スフィアに手を貸してもらって立ち上がる。

　周りを見渡すと剣精霊のみんなが俺に温かい拍手を送ってくれていた。

　精鋭のみんなも最初は俺を敵視していたけど、途中からは俺にアドバイスまでしてくれるようになった。そのおかげで、挫けそうになった心も辛うじて踏みとどまることができた。

　そうして三ヶ月。ようやく千連勝を達成することができたんだ……。

「長かった……本当に、長かった……」

　今になってようやく、達成感と同時に感動が押し寄せてきた。

　うぅ……俺、本当によく頑張ったな……自分で自分を褒めたい。褒め称えたい。

　さめざめと泣いていると、グラムが立ち上がってそっとため息をついた。

『はぁ、負けてしまいましたか……本当、コハク様の成長速度は。とんでもないですね』

「みんながいたからだよ、本当……ありがとう、グラム」

『こちらこそ、いい修行になりました。……絶対に負けないでくださいね。あなたは、私とダッカスを超えたのです。無様に死んだら、私が殺しに行きます』

「う」

『冗談です。ばーか』

　絶対冗談じゃない。絶対本気だった。

　グラムがいたずらっ子のような笑みを見せ、俺に手を差し出してくる。

　その手を握ると、ようやく修行が終わったと実感できた。

　今までやってきた修行の全てが、体の隅々まで行きわたってるような……そんな感じがする。

　これだけの力があれば、毒の魔族も倒せるはずだ。

『コハク、準備はいい？』

「……ああ、行こう」

　魔族を倒しに、毒の渓谷へ。
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　俺たちはいつも通りフェンリルに乗り、毒の渓谷へと向かっていた。ライガは自力で飛ぶ手段があるらしく、その後を付いてきている。

　スフィア曰く、毒の渓谷の魔物も食い尽くされる寸前らしい。もし全てが食われたら、毒の魔族はすぐにでも渓谷を出て、周囲に毒を巻き散らすだろう。

　そうなる前に、魔族を仕留めないと……！

『コゥ、見えた！　見えた！』

「あれが毒の渓谷……何だか禍々しいね」

　紫色のガスや霧が渓谷全体を覆っていて、毒の耐性を持ってない生物は絶対に寄せ付けないようになっている。

　スフィア曰く、毒の渓谷は幅は約十キロ。深さは約三十キロ。長さは約千キロに及ぶらしい。

　ここまで来ると渓谷と呼ぶのも怪しいけど、例に漏れず幻獣種ファンタズマの規模感では小さいサイズなんだとか。

　これで小さいって、どんな感覚なんだ、幻獣種ファンタズマ。

「それにしても……静かすぎないか？」

　これだけ大きかったら、何かしら気配はあると思ったんだけど……まるで生物の気配を感じない。

　まさかここにいる毒性魔物を全て食ったのか……？　たった三ヶ月で……？

「スフィア」

『……確認しました。毒性魔物は壊滅状態です。毒の魔族は渓谷の端にいるようですが、それまでの道中には生物の気配はありません』

　千キロに及ぶ渓谷で生物の気配がない……食ったのか。ここにいる生物、全部。フードファイターも裸足で逃げ出すレベルの大喰らいだ。

「とりあえず、魔族の近くに行こう。フェン、お願い」

『任されたー！』

　フェンリルが宙を蹴るように翔け、ライガがその背中を追ってくる。

　余りにも広い渓谷を、フェンリルはものの数秒で端まで駆け抜けた。

　ただライガもそのスピードに付いてこれている。さすがだ。

　渓谷の深さは約三十キロ。その更に上空にいるのに、下から淀んだ気配をびしびし感じる。間違いない、これが毒の魔族の気配か。

『コハク様。この真下です』

『くさい！　くしゃい！』

『確かに、前の魔族と比べても段違いの強さね』

『ご主人様、警戒を』

「うん」

　俺もあれから強くなっているから、わかる。こいつの強さは、あの時の魔族とは比較にならない。大きさではなく、質そのものが違う。

　暗く、重く、禍々しい。本能が今すぐ逃げ出せと言っている。文字通り死ぬほどの修行をしてきたという自負と自信はあるけど……いざ敵を目の前にすると、心が折れそうだ。

　こいつと、今から……。

　生唾を飲み、フラガラッハに手を掛ける。

　……震えてる。これは恐怖か、それとも武者震いか。

　多分、半々だ。これだけの圧力を肌で感じてる。怖くないわけがない。

　でも……どこかワクワクしてる自分もいる。

　深呼吸を一回、二回。

「……スフィア、お願い」

『はい、ご主人様』

　スフィアが俺の首から、ペンダント型の空気浄化装置を下げてくれた。

　これがあれば、俺の周囲一メートル圏内の空気は、どんな毒ガスや毒霧も浄化してくれるらしい。

　本当は防御シールドで毒そのものを防いでもよかったんだけど、それだと奴の攻撃も防いでしまい、俺自身の強さに繋がらない。

　俺は、俺の強さで奴を倒す。

　そうして初めて、みんなに頼るだけじゃない戦闘もできる……そんな気がする。

「……よし、行ってくるよ」

『ご主人様、ご武運を』

『コゥ、きばってこー！』

『コハクなら余裕よ！』

『何かありましたら、即座に駆け付けます。ご安心を、コハク様』

　温かい言葉をかけてくれるみんなにサムズアップし、フェンリルの背中に立つ。

　そっと下を見て、ゆったりとした足取りで宙に足を踏み出した。

　一瞬の浮遊感。その直後に体にかかる重力に逆らわず、真っ直ぐ毒の渓谷へと落ちていく。

　着地はスフィアが何とかしてくれるから、このまま一気に──。

「ッ！」

　俺の後頭部がビリっと痺れた。

　この感覚……殺気……！

　超高速で、何かが真下から飛んでくる。

　魔法だ。紫色、毒か？　形状は槍。

　これなら対応できる。

　フラガラッハに手を掛け、魔法を注視する。

　スローの世界で、毒の槍に赤い線が浮かび上がる。生物や物質だけでなく、今の俺は魔法も斬れる。問題はない。

「ハッ！」

　フラガラッハを抜き際に、紫色の槍を切り裂く。

　真っ二つになった毒の槍は霧散し、消えた。

　もし剣精霊たちとの訓練をしてなかったら、今の一撃で死んでいた。それほどのスピードだ。

　それにこの嫌な刺激臭……間違いなく毒の槍だ。毒の成分は浄化のペンダントで浄化されているから、死ぬことはないが……もしこれがなかったら、今の毒霧で死んでいたかもしれない。注意していかないと。

　だけど、注意するべきは毒霧だけじゃない。

　スフィアからあらかじめ聞いてたけど、もし毒の魔族の使った毒魔法に少しでも掠ったら即死。もしくは状態異常で弱体化させられる可能性があるらしい。

　剣精霊との修行で紙一重で避ける訓練もしたけど、多分これを見越してのことだったのかも。

　今の俺なら、あれくらいなら避けられるし、対応もできる。

　なら、勝機はある……！

　覚悟を決め、毒ガスの充満する渓谷へと降下する。

　スフィアに貰った空気浄化装置のおかげで、俺の周囲の毒ガスだけが浄化されていく。

　すごいな、これ。これならガスが発生していたり、今回みたいな毒で覆われた危険区域デンジャラスゾーンでも余裕で依頼をこなせるぞ。

　自由落下に逆らわずに毒ガスの中を落ちるにつれて、日の光が徐々になくなっていき、視界も悪くなっていく。

　音は聞こえない。視界も悪く、上下の感覚すら麻痺してしまいそうだ。

　まだ地上に付かないのか？　もうどれだけ落ちたと……ッ!?　また殺気！

　殺気を頼りに空中で身をひるがえすと、今度は無数の毒の刃が飛んでくるのが見えた。毒の形状を自由に変えられるのか。

　当たり前か。そもそも毒に明確な形はない。霧のようにも、水のようにもなる。だから自由自在なんだ。

　霧やガスなどの気体状の毒なら、スフィアに貰った空気浄化装置でなんとかできる。

　俺が気を付けるべきは固体状のものと液体状のものだ。

【切断】の力を使い、飛んでくる毒の刃も注視する。

　見えた、赤い線。

　無数の毒の刃を斬って斬って、斬りまくる。

　無数と言っても、スピードも量も第一席の斬撃に比べたら遅く、少ない。

　これならまだ集中状態に入らなくても対応できるぞ。

　毒の刃の全てを斬り伏せていると渓谷の底が見え、スフィアの力で地面に激突する寸前に落下速度が弱まった。

　周りを見渡す。が、誰もいない。気配も感じられない。

　さっきの毒の刃の対応で、魔族の気配がなくなったのに気付かなかったか……くそ、面倒な。

　でも多分、遠くへは行っていない。近くにいる気がする。

　どこだ……どこに……？

　──主様、後ろ！──

「ッ！」

　フラガラッハの声に、反射的にしゃがむ。

　直後、俺の首があった所を何かが通りすぎた。

　それと同時に前へジャンプするように回避。俺がいた場所に巨大な何かが振り下ろされ、地面に巨大なクレーターを作った。

　っぶねぇ。危うくぺちゃんこだ。

　すぐに振り返り、フラガラッハを構える。

「フッ……フッ……フッ……!!」

　全身紫色の肌に、俺の身長を遥かに超える体躯。筋肉も膨れ上がり、異形の姿をしている。

　背中からは翼。頭には角。

　あの時の魔族とは似ても似つかない。

　こいつが、毒の魔族か。今は禍々しい気配を感じられるのに、さっきまでは全く感じられなかった。恐らく、毒性魔物を大量に取り込んだことで、気配を完全に遮断する術を身に付けたんだろう。

「……■■■■……■■■■■■■■……■■」

　くっ……相変わらず気色悪い声だ。

　理性を失ったような虚ろな目で俺を見る魔族。

　こいつが、この渓谷の生態系を僅か数ヶ月で壊滅させた魔族か。

　油断はしない。ただ、こいつを殺すことだけを考えろ、俺。

　ぶつぶつと声なのか音なのかわからない不協和音を口から発する。

　巨大な爪を動かし、鋭い牙を剥き出しにすると。




「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ッッッッッッッッッ！！！！！！！！」




「ぐお！」

　い、いきなり咆哮!?

　俺の体に叩きつけられる衝撃波。そいつが円形状に広がり、空気中の毒ガスや毒霧を吹き飛ばす。

　ただの咆哮でなんて威力……！　相変わらずとんでもない種族だな、魔族ってのは！

　魔族は爪を立てて前傾姿勢を取る。まるで野獣が獲物を狙うように。

「■■■■■■■■■■!!」

「ッ！」

　直感を頼りに首を傾げる。

　と、俺の頭があった位置に魔族の放った毒の槍が通過した。

　今の一撃、見えなかった。見えなかったけど、剣精霊たちとの訓練のお陰で身に着けた直感で避けることができたぞ。

　それにしても、こいつ今魔法使ったか？　魔法を使う時に漏れ出る魔力の気配がゼロだったぞ。

　……ええい、考えても埒が明かない！

「こっちからも行くぞ！」

　フラガラッハを手に魔族へと接近する。

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■！！！！」

　魔族も、怒号と共に髪を逆立てて迫ってきた。

　訓練をした俺よりも僅かに速い。これが魔族の身体能力か。

　行くぞ、【切断】！

　魔族を注視すると、体に赤い線が浮かび上がる。しかも急所だけでなく、硬質な爪や角にも赤い線が見えた。

　フラガラッハの能力は【切断】。生物なら命の急所を、物質なら一番脆い部分を浮かび上がらせる力だ。

　しかし剣精霊との訓練を通じ、生物の命だけでなく四肢や爪、角などの直接的には関係のない部位まで赤い線で見ることができるようになった。

　上下左右、まるで子供が駄々をこねるように振り回す爪を避け、弾き、逸らす。

「うぅ……!?」

　たったそれだけなのに、剣と爪で火花が散り、地面がはじけ飛ぶように吹き飛ぶ。なんて力。それになんて剛腕。どんだけ硬いんだ、こいつの爪は。

　でも、フラガラッハの能力の俺の目があれば……！

「ハッ！」

「■■!?」

　爪の攻撃を最小限の動きで避け、フラガラッハを斬り上げる。

　赤い線をなぞるように【切断】すると硬質な爪は抵抗なく、まるでスライムのように斬り飛ばされた。

　さすがのこいつも、まさか自分の一部分を斬られると思ってなかったのか、一瞬硬直する。

　仕掛けるなら今……！

　手首を切り返し、魔族の胴体へと刃を振りおろ──。

「■■■■■■！！！！」

「うお!?」

　口から放たれた紫色の液体。それをギリギリのところで避けると、背後の土が煙を上げて溶けた。

　体から溶解液を出すのか、こいつ……！

　バックステップで距離を取る。

　すると、その一瞬の隙に爪の切断面が泡立ち、斬られた爪が生えてきた。

　火精霊を騙った魔族の時もそうだったな。魔族の回復速度は異常だ。これじゃあジリ貧。早くこいつを殺さないと、消耗戦で俺が負ける。

　どうにかしてこいつのスピードとパワーを掻い潜らないと……！

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■！！！！」

　暴れ狂う魔族が、むやみやたらに毒の唾液、槍、刃を放つ。

　身体的にも俺が劣っているのに魔法で中長距離でも攻撃されたら、どうやってこいつに近付けと言うんだ。

　とにかく魔法を斬り、どうにか体に触れさせないよう立ち回るしかない。

「■■■■■■ッ」

　ん、なんだ？　魔族が毒液を地面に吐き出して……え？

　地面を溶解させる毒が蠢き、渦を巻くように形を変える。

　そこに、何度も何度も毒液を吐きかける。

　と、毒液が徐々に形を変えていった。液体じゃなく、固体へと。

　それはまるで大剣のようなフォルムだった。

　俺の身長を余裕で超えるほどの巨大な紫色の剣だ。

　この世の負を煮詰めたような禍々しい雰囲気をまとう、異形の大剣。

　それを二本作り出し、両手に握る。猛毒の特性を持つ大剣が二本……しかも魔族自体が超剛力。掠れば毒だけじゃなく、体が粉々になって一瞬であの世行きだ。

　……いや、臆するな俺。今までやってきたことは無駄じゃない。

　それを今、証明する！

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■！！！！！！」

　再度の咆哮が俺の体を叩く。

　この咆哮のせいで体が硬直してしまう。けど……！

「フッ……！」

　小さく息を吐き、体の緊張を緩ませた。

　動く。動ける。

　魔族に肉薄し、フラガラッハを振るう。

　毒の魔族も超剛力で大剣を無造作に振り回した。

　剣精霊のように研ぎ澄まされた剣技ではない。力任せに振るう、超暴力の嵐。

　ただ掠れば毒で殺せ、当たれば剛力で殺せる。それだけを目的にした戦法だ。

　避けるのもギリギリ。反撃しても、魔族の勘なのか寸前で回避される。

　間違いなく、あの時の魔族より強い。

「■■■■■■■■■■■■■■■!!」

「しまっ……!?」

　反応がワンテンポ遅れた……！

　クロスに振り下ろされる剣撃をフラガラッハで受けるも、勢いを殺しきれず吹き飛ばされた。

　フラガラッハは無事だ。傷一つ付いていない。

　けど、それを握っていた俺の腕が今にも粉々になりそうだ。

　やっぱり力では圧倒的に不利。もう一度同じように受けたら、体がバラバラになる。

　空中で一回転し、崖にぶつかる直前に勢いを殺して着地。

　が、魔族もその隙を逃すはずなく。

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■!!」

「ッ！」

　一瞬で肉薄し、真上から放たれる剣撃の雨。こんな鬼のような連撃で掠り傷一つ作れないのは、きつすぎる……！

「■■■■■■!!」

　突如、剣撃の雨が止み、代わりに魔族の蹴りが俺の胴体目掛けて繰り出される。

　これも当たったらダメだ……！

　飛び退くように蹴りを避けた──が。

　ゴオオオオオオオオオオオオォォォッッッ!!

　っ！　風圧で吹き飛ばされ……!?

「ガハッ!?」

　な……に……？　突然後ろから衝撃……まさか、風圧で吹き飛ばされて崖に激突したのか……!?

　肺の中の空気が漏れる。

　それだけじゃない。口の中が鉄の味でいっぱいだ。

　痛い。苦しい。今すぐ胃の中のものを吐き出して暴れまわりたい。楽になりたい。

　でもダメだ。立ち止まるな、ここで立ち止まったら、間違いなく死ぬ……！

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■！！！！」

　五感と直感と経験、あとは自分の目を頼りにとにかく避けに徹する。

　呼吸を意識し、避けながら痛みを和らげる。

　よし、よし、いいぞ。少しずつ痛みが引いてきた。骨も折れてない。内臓が少し傷ついてるけど、戦うには問題ないだろう。

　避けながら体力を回復する方法も、剣精霊との訓練の中で身に付けたものだ。多分ライガは、こうなることを予測して千連勝するまで終わらない、という特訓を提示したんだろう。

　これならまだ戦える……！

　背中はまだ少し痛い。でも手足の感覚は十分回復した。

　魔族の大剣を注視する。

「──ここ！」

　一太刀目を避け、追撃してくるもう一つの大剣へとフラガラッハを振るい、完全に【切断】した。

　斬り落とされた剣が回転し、地面へと突き刺さって霧散する。

　まさか剣を斬られるとは思ってなかったのか、魔族の動きが僅かに止まる。が、すぐにもう一方の大剣を振り下ろしてきた。

　剣が一本になった隙をついて魔族から距離を取り、呼吸を整える。

　乱れた呼吸と心臓の音がうるさく、うまく集中することができない。

　この魔族、こんな化け物のように強くても、七魔極には遠く及ばないのか……魔族のパワーバランスはどうなってんだ、ちくしょう。

　とにかく今の攻防でわかったのは、俺の剣技は理性を失った魔族相手にも通用する。

　もし魔族の中に超達人級の剣士がいたらまずいけど……それでも、この程度の相手ならいける。問題ない。

　集中だ。集中して、戦闘に没頭するんだ。

　乱れた呼吸を落ち着かせるよう、深く呼吸をする。

　魔族は一本になった大剣を放り投げると、一瞬で液体に変わった。

　なるほど、体から離れた毒の武器は、形を保っていられないのか。

　人間相手に手こずっていることに苛立っているのか、魔族は牙を剥き、筋肉を更に膨張させた。

　さっきより一回り……いや、二回りもでかい。もしかしたら、フェンリル並みにでかいんじゃ……!?

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■！！！！！！」

　来るッ！

　スローの世界ですら、まばたきすら許さないスピードで迫ってくる魔族。

　スピードも、パワーも、さっきとは比にならないほどだ。

　本来筋肉は、大きくなればなるほどスピードが落ちる。

　けどこの魔族は、筋肉が膨れ上がったことでスピードが落ちるどころか、より速くなっている。

　チッ、魔族にはそんな常識も通用しないみたいだな。

　見てから避けるんじゃ遅い。経験と直感だけで避けるのも遅い。

　俺の全てを総動員させろ。全ての感覚を研ぎ澄ませろ。

〝見る〟のではなく〝視ろ〟。

　全神経を、奴に集中する──！

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ッッッ！！！！」

　爪の攻撃だけじゃない。拳、蹴り、噛みつき、毒液、魔法。その全てに対応する。

　避けて避けて避けて弾いて逸らして避けて弾いて弾いて逸らして逸らして避けて──反撃するッ！

「■■■■■!?」

　魔族のイラつきがピークに達した瞬間に見えた隙。

　その一瞬の隙をつき、爪を、角を、翼を、両腕と両脚斬り飛ばした。

　魔族の再生にはラグがある。これだけの攻撃を食らわせれば、再生もゼロコンマ数秒遅れるだろう。

　そしてガラ空きになった首に、フラガラッハを振り下ろす！




　が、右腕でフラガラッハを止められた。




「……は？」

　なんで？　なんで右腕がもう生えてる？　そんな、魔族の回復にはラグがある。それは間違いない。それなのになんで？

　あ……まさかっ、右腕の回復だけを優先したのか!?　だからこんなに早く……！

「■■■■■■■■■■■ッッッ!!」

　ッ、しまっ──。

　困惑と分析による一瞬の硬直。

　その隙をつかれ、地面に叩き付けられた。

「カハッ……!?」

　目の前が明滅する。思考がぐちゃぐちゃにされ、体がバラバラに砕け散りそうだ。

　まるで上空から落下し、受け身も取れず地面に叩き付けられたような感覚。

　喉の奥から熱いものが込み上げ、我慢できず鮮血を吐き散らす。

　その直後に痛みが全身を襲い、動こうにもコントロールが利かない。

　間違いなく肋骨も折れてる。腕と脚は辛うじて無事。だが内臓がシェイクされているみたいだ。

　これ、まずい……！　このままじゃ死ぬッ、殺される……！

　動けッ、動けッ、動けッ……！

「ハァ、ハァ……キサ■、中々や■ナ」

　斬り飛ばした箇所を全て再生させた魔族が、息も絶え絶えに口を開いた。

　聞きづらいけど……この言葉、人の言葉だ。

　会話が可能……なら、少しでも会話して回復する時間を作らないと。

　呼吸を意識し、魔族を睨み付ける。

「な、ぜ……とどめを刺さないッ……！」

「さァ、何故だろ■ナ。気まぐれダ」

　魔族が口から毒液を吐き、さっきと同じ毒の大剣を創り出した。

　大剣を構え、俺の眼前に突き付ける。

「人間に聞ク。キサマ、剣士で■ないナ」

「お、お前に教える義理はない」

「……違いなイ」

　魔族の口角が上がり、大剣を俺に向けてきた。

「立テ、人間。渓谷■■る毒の魔物は既に限界ま■食っタ。吸収■終エ、理性も戻っタ。後は技……剣士だろうとそうじゃなかろうト、キサ■の剣の腕を吸収シ、俺は更に強くなル」

　チッ。さっきまで暴走気味だったのに、冷静になってる。そうか、魔物を食いまくったからあんなに暴走してたのか。

　まずいな。この手の相手は、冷静になって頭を働かせたほうが強い。

　スピードもパワーも俺以上。回復力も再生力も怪物で、更に毒魔法も使い毒の武器を創り出す。

　対して俺が奴に勝っているのは、我流の剣技と五感と第六感をフルに使った危機察知能力。

　奴が俺の危機察知能力に勘づく前に倒し切らないと、間違いなく殺られる。

　呼吸と時間稼ぎのおかげで、だいぶ回復した。

　立ち上がり、フラガラッハを構える。

　考えろ。考えろ。考えろ。

　剣精霊との修行も、精鋭との修行も、魔力コントロールも、常に頭をフル回転させていた。

　フル回転させた思考を自分自身のものにするべく、全身の感覚を研ぎ澄ませた。

　……同じだ。

　いつもと同じ。いつもやっていることを、今もやるだけ。

　動いて、考えて、動いて、考えて──殺す。

「……いい殺気ダ。よもや人■がこのよ■な目をしてくるとハ」

　魔族も大剣を構える。

　俺を真似てるのか、同じ構えで。

「真似、するじゃねーよ」

「技の吸収は模倣■ら始まル」

　さっきまで獣みたいに怒り狂ってたやつが、何まともなこと言ってやがる。

　とにかく、こいつが俺の技を吸収する前に倒しきる。それしかない。

　互いの視線が交錯し、時計回りにじりじりと回る。

　相手を殺す。その圧がぶつかり合い、周囲に圧が広がっていく。

　刹那、全身の力を弛緩させ──直後に緊張。

　爆発的な力を元に、魔族へと迫った。

「フッ……！」

「むンッ！」

　フラガラッハと毒の大剣がぶつかり合い、火花が散る。

「ッ!?」

　が、僅かな拮抗も直ぐにパワー負けし吹き飛ばされた。

　さっきまでの乱雑な攻撃ではなく、一本の剣だけに力が集約された強烈な一撃だ。

　俺が吹き飛ばされたのにもかかわらず、魔族びくともしていない。

　くそが、ちょっとは怯め！

　宙で一回転して勢いを殺し、フラガラッハを構えなおす。

　スピード、パワーは圧倒的に魔族が上。

　それでも、俺は俺のやれることを最大限にやるしかない……！

　トップスピードとスロースピードを交互に使い分けることで、魔族の目を撹乱する。

　さすがの魔族も動揺しているのか、一瞬動きが鈍った。

「ムッ……!?」

　ここ……！

　瞬時に魔族へと肉薄し、【切断】の線が浮かび上がっている腕に向けて剣を振るう。

　が、それも超スピードでかわされ、蹴りを放ってきた。

　それを間一髪のところで回避。直ぐに離れてフラガラッハを構えると同時に、魔族も俺と同じように大剣を構えた。

「ふム、ふム。これは■い構えダ。しっ■りくル」

「チッ、面倒な」

　でも同じ構えだから、何となく魔族がどういう攻撃を仕掛けてくるのかがわかる。

　わかるだけで、スピードとパワーで上回られてるから、このままやりあっててもジリ貧だ。

　その上、俺には持ってない超猛毒まで吐いてくる。あの大剣だって、少しでも掠ったら即死だ。

　明らかに俺が不利。

「……っ。ふぅー……」

　息を深く吐き、心の中の弱音を出し切る。

　ここに来る前にわかっていたはずだ。あの魔族は強い。もしかしたら、俺が負けるかもしれない。

　それでも、どれだけ相手が強かろうと、俺がやるべきことは変わらない。

　生き残ること。自分の力だけでこいつを倒し、生きてみんなの所に戻る。そしてブルムンド王国へと帰るんだ。

　考えろ、考えろ。そして行動しろ。

　どうすれば奴を倒せるのか、考えるんだ。

　身体能力は種族の差があり埋められない。

　それなら。

　腰を落とし、重心は下に。

　目は一点を見るのではなく、全体を見渡すように。

　そして、動かない。

　そのまま睨み合うこと数分。魔族も違和感に気付いたのか、眉をピクリと動かした。

「ン？　……ふハッ、そうい■ことカ。自身は攻■に移らズ、防■に徹す■ということカ。浅はかナ」

「俺はお前を倒す。そのためなら何だってやる」

「なるほド。しか■忘れて■ないカ？　我は魔族。近接戦闘以外■も戦う方法はあ■という■とヲ！」

　来る……！

　魔族は思い切り息を吸い──毒の槍を吐き出した。

　超高速で飛来する猛毒の槍。それを【切断】で真っ二つにすると、左右に分かれて背後の壁を抉る。

　けど、それだけじゃ止まらないのは想定済みだ。

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■！！！！」

　毒魔法の連射。猛毒の槍に加え、刃や弾丸が迫ってくる。

　ただ目の前に迫る毒魔法に集中し、後の情報はシャットアウト。

　スローになる世界の中息を止め、ただ目の前に迫ってくる攻撃を避け、弾き、すかし、切り裂いていく。

　だけどっ……数が、多すぎるッ……！

「ふン！」

「ッ！」

　遠距離の攻撃に混じり、魔族自身が飛んできた……!?

　大きく振り上げられた大剣が、頭上から迫ってくる。

　死が間近に近付いてくるこの感覚。いつ感じても背筋が凍る。

　これは受けられない。それなら。

　離れる。ではなく、一歩踏み込んだ。

「ムッ!?」

　危険地帯の中に安全地帯は存在する。剣は先端であればあるほどスピードも切れ味も増す。だけどその内側に入れば、剣先ほどのスピードはない。そこに勝機を見出す。

　これは剣精霊たちとの修行で学んだことだ。

　恐怖と引き換えに安全地帯へと踏み込み、活路を見出す。

　振り下ろされた腕の外側に回り込むように、サイドステップでかわす。

　そして……見つけた。魔族の体に走る、急所赤い線。

　俺はサイドステップの勢いを殺さないまま、魔族の腰から肩に向けて走る赤い線に向けて、フラガラッハを斬り上げた。

「ハッ！」

「ゴァッ……!?」

　まるでスライムを斬るように、赤い線に沿ってフラガラッハが魔族の肉体を通る。

　完璧な一閃。いいぞッ、このまま一気に振り抜く！

「甘イ」

「──ぇ……？」

　魔族の肉体を半分まで斬ったのに、突如赤い線が消えた。

　赤い線が消えたことで、刃が体の中で止まって振り抜けない。まるで硬質な岩石に挟まれたように動かなくなった。

　間髪入れず、魔族が俺を食おうと、硬質な牙を剥き出しにして迫ってきた。

　これっ、まずい！　くそ、このままじゃ死ぬ！

　死ぬ、死ぬ、死んでしまう……！

　あーくそ！　しくった！　しくじった！　やばいやばいやばい！

　どうするどうするどうするどう……す、る……？

　……あれ。なんか……遅くないか？

　気のせいじゃない。とんでもなく遅い。俺は普通に動けるのに、なんで……？

　さっきまで魔族の速さは、集中した時に見えるスローな世界で、ようやくかわせたものだった。

　今は違う。スローな世界ではなく、完全に遅くなっている。

　でもこの感覚、前に一度体感したような……どこだ、どこで──。




『さすがはご主人様です。僅かですが、私の演算とフェンリルの本能を使っていましたね』




　あ。これまさか、みんなの力か!?

　スフィアの演算と思考加速により、世界が遅く見え。

　フェンリルの動体視力と身体能力により、スローな世界でも俺だけは普通に動ける。

　そう考えると辻褄が合う。

　あの時は確か、ワームと戦った時だった。

　それから修行を経て、死と隣り合わせの戦いを経験し、少しだけ力を使えるようになったんだ。

　いいぞ。これがあれば俺にも勝機はある……！

　けど……くそっ、本当に体から剣が抜けないな。腹立ってきた。

　……あ、そうだ。スフィアとフェンリルの力が使えるなら、クレアの力も……！

　瞬時に、俺の中に循環している力を右腕に集中させ──直後、左腕が発火。

　業火を左手に集めて手の平サイズの火球を作り出し、そいつを魔族の口に突っ込んだ。

「ゴッ!?　ガアアア■ア■アアアアアア■■■アアアアアアアアアア■アアァァァァッッッ！？！？！？」

　やった……できた、できたぞ！　クレアの炎魔法も使うことができた！
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　魔族は突如口の中に発生した炎によってのたうち回り、その拍子に体に食い込んでいたフラガラッハが抜けた。

　よし、よしっ。このままみんなの力を同時に使えば、押し切れ……ッ。

「オロロロロロロロロロッ……！」

　え……な、え……？　は、吐き気が止まらない。胃がひっくり返って、中のものが全部吐き出されるのにまだ吐きたい。それに目まいと頭痛も……まるで、魔人化が強制解除された時みたいな症状だ。

　そ、そうかっ。テイマーはテイムした魔物の力を使うことができる。魔人化も、同化した魔物の力を使う。どっちも幻獣種ファンタズマの力を使ってることには変わりないんだ。

　それに加え、無意識にだけどスフィア、フェンリル、クレアの力を同時に使った。だから消耗が激しくて、一気に体力も持っていかれたんだ。

　お、落ち着け。呼吸を整えるんだ。まだ魔族はのたうち回っている。今のうちに、少しでも体力の回復を……！

「グッ、ゴッ、ガルァ……！　マ、ま■か炎魔法ま■使うとハ……！」

　炎を消した魔族が、ただれた皮膚や口内を再生させている。

　でも、さっきまでのスピードはなくなってる。こいつも弱ってるんだ。なら、まだ俺にも勝機はある……はず！

「お、お生憎。俺は剣士じゃないんでね」

「剣士じゃ■イ、だト？　剣士では■いのに■こまでの剣技。それ■魔法を使ウ……そのような人間、初め■見たゾ」

　魔族に褒められても嬉しくない。

　ふぅ……少し話をしたことで呼吸は落ち着いた。体力も僅かに回復している。まだ体の節々は痛むけど……これなら、まだ戦える。

　でも問題は、みんなの力を使えないってことだ。また使えば、俺は体力切れで気絶するだろう。そうしたら、間違いなく俺は殺される。

　自分の力だけで倒しきるしかない。

　フラガラッハを構え、魔族を睨む。

　魔族もさっきの俺の攻撃を警戒してるのか、むやみやたらに突っ込んでこなくなった。

　互いに睨み合う時間が続く。

　…………。

「「フッ……!!」」

　どちらともなく踏み込み、肉薄する。

　近い。どっちも下手をすれば死ぬ距離。

　そんな距離で、互いに剣撃を繰り出す──！

　魔族が振るう、荒れ狂う暴嵐のような剣技。さっきまでのただ暴れていただけのものでも、真似でもない。間違いなくこの短時間に自分のものにし、剣技に昇華している。

　それに対し、俺の剣技は流水。真正面から勝負しない。全て受け流し、受け流し、受け流す。

　このまま相手がイラつくまで、とにかく受けに徹する。決して攻めに入らない。

　魔族の毒の大剣が大地を抉り、巻き起こった暴風が毒の霧を吹き飛ばす。

「■■■■■■ッ！」

「うお!?」

　しまった、毒の槍!?

　上半身を反らして回避。そのままバク転すると、俺がいた場所に大剣が振り下ろされた。

　剛腕によって地面が爆発する。それが目くらましになり、石の破片が俺の体を叩く。

　ダメだ、ここにいたらいい的になる……！

　状況を判断し、とにかく真横に向かって跳ぶ。

　直後、毒の刃が無数に飛んできた。

　そうだよな。こいつは俺と違って魔法に制限がないんだ。くそ、余りにも元のスペックが違いすぎる……ッ!?

　フェンリルの本能を頼りにしゃがむ。と、毒の大剣が真横に振り抜かれ、俺の髪が僅かに切られた。

「ふンッ!!」

「ッ────！」

　アッパーカットの要領で眼前に迫る巨大な拳。ダメだ、避けられないッ。

　腕をクロスし、衝撃に備え──。

　ドゴオオオオオオオオオオオオオオオォォォォッッッ！！！！

「ゲバッ!?」

　前からの衝撃。それに後ろからの衝撃。その二つによって、脳や内臓がシェイクされた。

　痛いという感覚すらない。全身の感覚が麻痺して、ただ動かすことすらできない。

　薄っすら目を開き、辛うじて動く目で状況を確認する。

　これは……魔族に殴られて、崖に叩きつけられたらしい。そうか。だからこんなにダメージがでかいのか。

　それに左腕……吹き飛んでる。見るも無残にぐちゃぐちゃだ。どうりで、動かそうとしても動かないわけだ。だって無いんだもの。

　……変だな。妙にクールだ。こんな深いダメージを与えられたのに、頭が冴え渡ってる。

　ああ、しくったなぁ……魔族の力が想像を超えていた。いや、戦いの中で成長するのが早すぎた。

　思えば、毒の渓谷の魔物を無尽蔵に食ってたんだ。その吸収力は半端じゃない。そのことをもっと念頭に置いておくべきだった。

「キサ■、死■だカ？」

「ひゅー……ひゅー……」

「……生き■はいるカ。ガ、今に■死にそうだナ」

　ああ、わかってるよ、今にも死にそうなことくらい。

　もう一ミリも動けない。力も入らない。

　あぁ……最後まで俺の力で戦いたかったな。

　思考が定まらない。視界もぼやけて、見えにくく……。

　毒の魔族が、大剣を俺に向ける。

「キ■マのおかげダ。俺は剣の技を手に入■ることができタ。……この力を使イ、俺は七魔極へと上り詰めル」

　……七魔極？

　……そうだ……俺、七魔極と魔王を倒さないといけないんだった。

　ぐっ……こんなところで、くたばっている暇はない……！

　体は動かない。けど、目なら動く。

　最後の力を振り絞って魔族を睨み付けた。

「……最後の■後まデ、天晴な男ダ。……さらバ」

　大剣が振り上げられ、問答無用で振り下ろされる──




『そこまでだ』




　──が、何かがそれを片手で軽々と止めた。

　かすむ視界に映る巨体。漆黒の鎧。金色の逆立った髪。

　この後ろ姿……。

「ら……ぃ、が……」

『はい、コハク様。ご立派でしたぞ』

　ライガがここにいるってことは……そうか、俺……負けたのか。

　俺を死なせないために、ライガが魔族の攻撃を止めてくれたんだな。

「ムッ!?　ウ、動かン……！　何故ダッ、何を■た人間!!」

　そうか、魔族には幻獣種ファンタズマの姿が見えない。だからいきなり攻撃が止められたように見えるのか。

『コハクー！』

『コゥ、だいじょーぶ？　だいじょーぶ？』

『ご主人様、今回復致します』

　あぁ、みんなも来てくれたんだ。

　俺の口にフルポーションが流し込まれると、体を覆っていた倦怠感が回復し、吹き飛んだ左腕も生え変わるようにして再生した。

　こんな重症でもすぐに回復するって、すごいな。

「ナ……エ……ア……？」

　ぼろぼろだった俺の体が瞬く間に回復したのを見て、魔族は唖然としていた。

　魔族からしたら、回復魔法も何も使わずいきなり回復したように見えるんだろう。

「キ……キサ■、人間ではなイ……のカ……!?」

「人間だよ。ただ、ちょっと普通とは違うけど」

「普通とは違ウ……？」




「俺は、幻獣種ファンタズマテイマーだ」

「………………………………ハ？」




　俺の言葉が信じられないのか、魔族は呆けるように口を開けた。

　まあ、いきなり言われても信じられないよな。こんなリアクションも久々だ。

　呆けている魔族だったが、その顔が徐々に怒りに染まっていき激昂した。

「何ヲ……何を馬鹿■ことめぎょばっ!?」

　うわっ、ライガの顔面パンチで吹き飛んだ。

　剣術の腕は知ってたけど、あの巨体を拳一つで吹き飛ばすなんて……単純なパワーも、多分この四人の中だと随一なんじゃないかな。

　数十メートルに渡って吹き飛んだ魔族だったが、翼を広げて空中で勢いを殺した。

　鼻がひしゃげて牙が折れ、紫色の鼻血が大量に流れている。

「ゴッ……ノッ……！　■■■■■■■■■■■■ッッッ!!」

　俺の言ってることが世迷言だと思ったのか、俺に向かい毒の刃を吐く。

　が、それもライガの一刀のもとに霧散した。

　俺は何も動いていない。けど、俺に触れる直前に勝手に霧散したのだ。幻獣種ファンタズマを見えない魔族からしたら、意味がわからないだろう。

　それにしても……毒の刃を真っ二つにするのではなく、霧散させるか……俺にはできない芸当だ。

　やっぱりとんでもないね、幻獣種ファンタズマは。

『コハク様。大変申し上げにくいのですが、ここからは私も加勢致します。正直に言いますと、我らは奴の成長速度を見誤っていました。このままでは……』

「うん。わかってる」

　このまま何度戦っても、俺が奴に勝てる見込みは薄い。

　悔しくないと言えば嘘になる。できることなら、俺の力だけで最後まで戦いたかった。

　でも、四の五の言っていられない。

「それじゃ、見せてあげるよ。幻獣種ファンタズマテイマーとしての俺の真髄を」

　ライガが俺の背に回り、肩に手を置く。

　同時に、俺とライガを暖かな光が包み込んだ。

　荒々しく、それでいて研ぎ澄まされたような密度の高い魂を感じる。

　これが剣の道を極め、剣に全てを注ぎ込んでいるライガの魂……これと同化したら、一体どうなるんだ。

「クッ！　■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ッッッ！！！！」

　本能がまずいと思ったのか、魔族がむやみやたらに毒の刃や槍を吐き出す。

　しかしそれは、俺たちを包む光によって弾かれた。

　なるほど。魔人化の最中は相手の攻撃は俺たちに届かないようになってるのか。これはいいことを知った。

　なら、心置きなく。

「行くよ、ライガ」

『はい、コハク様』

「『〝魔人化〟』」

　光が膨張し、渓谷を包んでいた毒の霧が吹き飛ぶ。

　天高く迸る光の柱が一気に圧縮され、俺の体を駆け巡った。

　俺とライガの肉体と魂が溶け、混じりあっていく。

　次の瞬間、光が暴風と共に弾け──俺とライガの体は、融合した。

　両腕と両脚を覆う漆黒の鎧に、胴体には漆黒の胸当て。

　前髪から察するに、髪は揺らめくような金髪。そして恐らく瞳も緋色。

　右手にはしっかりとフラガラッハが握られている。

　これがライガとの魔人化……すごい。頭の中に、俺の知らない剣術の知識が雪崩のように入ってくるみたいだ。

　試しにフラガラッハを振るう。

　軽く振っただけで飛ぶ斬撃が大地を抉り、数メートルに渡って深い傷跡を作った。

　すごいな、これは。

「お待たせ。これが幻獣種ファンタズマと魔人化した、俺の力だ」

「……力？　それガ、貴様の力だト……？　他者の力を借■テ、何が力ダ！」

「何を言っているんだ？　俺は幻獣種ファンタズマテイマー。テイムしてる使い魔の力を使うのは、当然だろう」

　魔族へ向かってフラガラッハを振るう。

　無造作に放たれた飛ぶ斬撃は、空を飛んでる魔族の翼を斬り飛ばした。

「ェ……ガッ、アアアアアアアアアアアッ!?」

　翼を斬り落とされたことで、魔族は地面に落下した。

　斬られた傷跡は爛れ、再生ができないみたいだ。まだ俺は、武技を使っていない。ただ斬撃を飛ばしただけでこの力……やっぱり魔人化の力は慣れない。

　これからも使っていって、力に慣れていかないと。

『コハク様。お時間がありません。あともって数分かと』

「わかった。悪いけど、この力はそんなに長く続かないんだ。……最速で行かせてもらう」

　フラガラッハを構える。

　構えると言っても、ただ右手に持って自然体で立っているだけだ。

　この格好が、今の俺には一番いい構えだと感覚で理解できる。

　魔族もこのやばさを本能で察知したのか、体が小刻みに震えていた。

　牙を剥きだしにし、威嚇するような笑みを浮かべている。

「ふ……フ……よもヤ、こ■ほどの隠し玉を持っ■いたとハ……。なるほド、貴様が現代の人■の最高峰であるわけカ」

「んー……いや、多分今の俺でも超えられない人は沢山いるよ」

　闘争とは力の差ではなく、経験がものを言う時がある。

　今の俺は、トワさんたちに比べて圧倒的に実戦経験が足りない。

　この状態でも、トワさんたちに勝てるとは思えないし。

「今の俺を超えられないなら、お前程度じゃ人類には勝てないよ。……人類を甘く見るな」

「……ふハ……ふはははハ！　笑止！　この俺も甘く見■れたものダ！」

　魔族は更にもう一本の大剣を作り出し、両手に構える。

　と、今度は息を大きく吸い、吸い、吸い……まるで胸部が風船のように大きく膨らんだ。

『コハク様、来ますぞ』

（うん、わかってる）

　ただでさえ巨大な体が、倍以上に膨れ上がったところで──紫色の煙を、一気に吐き出した。

　魔族の中に蓄えられていた毒素か。

　つまりこれは、濃縮された超猛毒の霧。

　一寸先も見えないほどの毒霧が、俺の体にまとわりつく。

　だが、それもスフィアのくれた空気浄化装置のペンダントで直ぐに浄化されていく。

　でも……周囲が全く見えない。余りにも視界が悪すぎる。

　それに、魔族の気配も完全に消えた。これは最初に隠れていた時に使っていた、完全に気配を消す能力か。

（ライガ、頼んだよ）

『承知！』

　ライガの能力である、超直感と超観察が働く。

　超直感とは、第六感を極限にまで高めたものだ。無数の戦闘経験によって、これは開花する。俺はまだまだその領域に達していない。

　そして超観察とは、僅かな空気の流れや気の強弱を観るもの。これも超直感と同じだ。

　この二つの能力が働いた瞬間、視界不良の中でも魔族の動きが手に取るようにわかった。

　音を立てないよう、でも高速で俺の背後に回り込んでいるのがよくわかる。

　タイミングを計り、体を半身にずらす。

　次の瞬間、背後から振り下ろされた大剣が、俺のいた場所を空振った。

「ナッ!?」

　避けられると思っていなかったのか、魔族は目を見開いて硬直した。

「驚いてる暇はないぞ」

「ッ！」

　フラガラッハを振り抜く。

　しかし僅かに剣先が頬を掠めただけで、避けられてしまった。

　まだ体が、魔人化の力の大きさに慣れてないか。

　一瞬で毒霧の中に消える魔族。やっぱり、気配を消す力だけは本当に一級品だな。

　再度、超直感と超観察が働く。

　そこか。

　今度は俺のほうから、魔族の隠れている右後方へと踏み込んだ。

「ウッ……!?」

「見っけ」

　振り下ろしたフラガラッハを、魔族が大剣をクロスさせて防ぐ。

　だが今の俺のほうが力が強く、簡単に魔族を吹き飛ばし崖に激突させて深いクレーターを作った。

　すごいな、魔人化の力は。

「ナ、なゼ……ダ……なぜ我の居場所がわかル。我は気配を完■に消してい■のだゾ……！」

「気配を消していても、存在自体が消えてるわけじゃないだろ。超直感で居場所をなんとなく見極め、超観察でお前がいる場所といない場所の空気の密度を観る。そうすれば、おのずとお前のいる位置が掴める」

　……らしい。

　俺も感覚で理解してるし、ライガがコントロールしてくれてるからわかるけど……正直、完全に理解してるわけじゃない。

　でも、理解していない力でも現にこうして魔族を圧倒できる。

　これが、幻獣種ファンタズマとの魔人化だ。

「クッ……くソッ、■ソッ、く■ッ！　くそ■そくそくそく■くそくそくそくそガアア■アアァァァアアァァアアア■ァァァァアアア■■■アアアアアアッッッ！！！！」

　理性を失った獣のように激昂する魔族。

　大剣を大きく振り上げ、低空飛行で迫ってきた。

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ッッッ！！！！」

　まるで小枝のように大剣を振り回す。

　だが、俺は一歩も動かずその全てをフラガラッハで受けた。

　周囲の毒霧すら吹き飛ばすほどのスピードとパワーに一瞬目を見張るが……ひるむことはない。

　今の俺には、ライガが付いている。だから大丈夫だと、心から安心できた。

『こ、コハク様が、私を頼ってくださっている……！　身に余る光栄にございます！』

（うん。だからライガ。もう終わらせよう）

『はい！』

　俺の体力も限界に近い。

　だから次が最後の一撃だ。

　魔族の力が緩んだ一瞬の隙をつき、僅かに力の流れを変えて魔族の体勢を崩す。

　生まれた隙はゼロコンマ数秒。

　素の状態の俺なら、こんな隙あってないようなものだ。

　だけど、今は違う。

　この隙が、大きな隙となる。

　小さく息を吐き、【切断】の能力を発動。

　隙を見せた魔族に赤い線が浮かび上がり、そして。




「剣神の型、壱の剣──崩滅一閃」




　天を飲み込まんばかりの超巨大な光の斬撃が放たれ、魔族の体を両断した。

「ァ……ガ……!?」

　魔族を抜けた飛ぶ斬撃は渓谷の崖へぶつかり、それでも勢いを止めず大地を斬り裂き……ようやく消えた時には、数十キロに渡って渓谷を横断した。

　魔族の上半身と下半身が分かれ、傷口からぼろぼろと崩れている。

　これなら、魔族の回復力と言えど復活することはないだろう。

　終わった……終わったんだ。

『お見事です、コハク様』

（ライガのお陰だよ。ありが、と……？）

　あ、これ……体力切れのあの感覚だ。
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　地に足が付かず、ふわふわと揺れる感覚。

　あぁ、でも魔族は無事倒せ──。

「ホ……ゴッ……ァ……！」

　──ぇ……？

　かすんだ目で見えたのは、体が縦真っ二つにされているのにもかかわらず、地を這って憎悪を孕んだ目で睨み付けてくる魔族だった。

「マ、まダ……俺ハ、死なン……！」

　な、何で……何で生きてるんだ……!?

　普通の生物なら絶対に死んでいる。魔族でも、上半身と下半身が斬り離されたら生きていけないはずだ。

　でもこいつは生きている。こんな状態で生きてるなんて、どんな生命力なんだよ。

　でももう虫の息みたいで、今も体が崩れている。

　それに体に溜め込んだ毒素は全て失ったのか、体はミイラのように干からびていた。

　俺の体力切れで分離したライガが、俺をお姫様抱っこをして魔族を見る。

『コハク様、いかが致しますか？』

「……あれはもう長くはない。このまま長く生きながらえさせても、辛いだけだろうから……最後は、俺の手で終わらせるよ」

『……お優しいのですね。承知しました』

　ライガが俺をおろす。体力切れの影響か足元はふらつくし、フラガラッハも異様に重く感じる。

　なんとか脚を引きずって魔族に近付く。

　地面に這いつくばる魔族と、それを見下ろす俺。

　俺を見るその目は、「卑怯者」と言っているようだった。

　魔族、お前は強かった。俺一人では到底敵わないほど。

　他者の力を借りて強くなる俺のことを卑怯者だと言うのなら、言えばいい。

　でも俺には、お前の遥か先にいる七魔極と魔王を殺すという使命がある。

　正々堂々、正直者のまま戦い、人類を救えないのなら。

　俺は、人類を救う卑怯者と言われても構わない。

　フラガラッハを大きく振り上げ。

「……じゃあな」

　魔族の頭部へ向かい、振り下ろした。

　頭部を貫かれた魔族の体は一瞬跳ね上がる。

　直後、体が灰のように崩れ去り、風に乗って消えていった。
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「……ん……ぁ……？」

『おはようございます、ご主人様。体調はどうですか？』

「……スフィア……」

　目を開けると、目の前に何やら壁があり、その向こう側にスフィアの顔が。

　寝起きという現状と、見慣れない景色に脳が回らない。

　この状況はなんだ……？

『ふふ。まだお疲れみたいですね。ゆっくり横になっていてください』

　スフィアの手なのか、俺の頭を優しく撫でた。

　疲れてる……横になる……？

　えっと……？

　回らない頭を必死に回転させようとする。けど……あぁ、ダメだ。スフィアのなでなでが気持ちよすぎる。ここが楽園か……。

『ぐぬぬ……！　ちょっと、アンタだけコハクを独り占めしすぎよ！　膝枕しすぎ！　撫ですぎ！』

『くふっ。主の前で喚くものではありませんよ、羽虫。ご主人様は今おくつろぎの真っ最中。嫉妬で騒ぎ立てるものではありません』

『ぐにゅにゅにゅにゅっ……！』

　遠くで、スフィアとクレアが何か言い合ってる声が聞こえる。

　ダメだ。耳から入っても、反対側に通り抜けて何もわからない……。

　えっと……俺、どうしてたんだっけ……？

　確か、剣精霊との修行を終えて。

　魔族と一騎打ちで戦って……でも勝てなくて。

　最後はライガと魔人化をして、それで……。

「……魔族……そうだ、魔族は……？」

『アンタ、覚えてないの？　あの魔族なら、アンタとライガでやっつけたじゃない』

　そうだっけ？　……そうだったかも？

　ダメだ。体力切れを起こしてからよく覚えてない。

　やっぱり、体力増強はマスト課題だなぁ。

　さて、二人と話をしてたら、何となく頭が回ってきた。

　で、今のこの状況は？

　俺の体は横になっている。

　目の前にそびえ立つ壁。その向こうにあるスフィアの美しい顔と、広大な青い空。

　そして頭の後ろに感じる柔らかな感触は……。

「……あ。俺、膝枕されてるんだ」

『『え、今更？』』

　何やら言い合ってた二人が、衝撃的なものを見る目で見てきた。なんか、ごめん？

　寝転がりながら、体の節々の痛みを確認する。

　特に異常はない。

　体力的にも、今すぐ大草原に駆け出して愛を叫べるくらいには調子がいい。多分、スフィアのフルポーションのおかげだろう。

　名残惜しいが、いつまでもこうしちゃいられない。

　スフィアの膝枕からゆっくり立ち上がって、周囲を見渡す。

　どうやら俺たちは、小高い丘の上にいるらしい。

　眼下には見慣れた剣の里が広がっている。

　草花の匂いが混じった、心地のいい風が肌を撫でた。

　何事もない、平和な時間。

　それを自覚すると、魔族に勝ったことを実感できた。

　それと同時に、俺一人じゃ勝ちきれなかったことへの悔しさが残る。

「もっと頑張らなきゃなぁ……」

『ちょっとコハク。アンタまだ頑張るつもりなの？』

「え？　うん、勿論。俺一人でも、弱い魔族くらい倒せるようにならないと」

『はぁ。真面目というか、頑固というか……アンタには私たちがいるのよ。私たちがいる限り、アンタは絶対に死なせない。アンタは万が一の時を考えて、自衛できる手段があればいいの。今回の魔族は、アンタの修行相手として手ごろだったから任せたのよ。本当だったら、アンタ一人に行かせるの嫌だったんだからね』

　え。今俺、呆れられてる？

　クレアは俺の周りを飛び回り、肩に座った。

『私たちはアンタに仕えることが幸せなの。アンタと一緒にご飯食べて、一緒に寝て、一緒に戦う。私たちから幸せを奪わないでちょうだい』

『そうですよ、ご主人様。この羽虫の口の悪さは看過できませんが、もっと私たちを頼ってくださいませ。スフィアは寂しゅうございます』

『ちょっとガラクタ！　さっきから羽虫羽虫ってうっさいわよ！』

『我らが主に対して暴言を吐く輩など、羽虫で十分ですわ。おほほほほ』

『むきーーーーー！！』

　いつも通りのやり取りをする二人が、俺の周りで追いかけっこを始める。

　それを見ていると、遠くからフェンリルとライガがこっちに飛んでくるのが見えた。

『コゥ！　おはよ！　おはよ！』

『コハク様、おはようございます。力の出るお食事を持ってきましたぞ』

　フェンリルの背中に乗る、大量の果実や肉。

　この量で、どれだけ俺のことを心配してくれたのかがわかる。

　そうか……俺、一人で突っ走りすぎてたんだな……。

「みんな……ごめん」

　心から、謝罪する。

　今まで騒いでいたみんなが静かになり、困惑してる雰囲気が伝わってきた。

『べ、別に謝んなくていいわよ！　そこまで責めてるわけじゃないし……』

『そうですよ、ご主人様。ご主人様のわがままを叶えるのも、従者として当然です』

『よくわかんない！　コゥがたのしーならいーんじゃない？』

『コハク様。我らはみな、コハク様のことが好きでついていっているのです。謝ることなどありません』

「みんな……ありがとう」

　みんなは優しい。

　こんなわがままな俺にも、付いてきてくれる。

　でもそれじゃあダメだ。みんなの優しさに甘えてちゃ、ダメだ。

　俺は、俺自身の成長だけでなく、テイマーとして成長しなきゃいけない。

　みんなを束ね、みんなを導く。

　そんなテイマーになりたい──。
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「はああぁぁぁっ……はああああああああああぁぁぁぁぁぁ……！　も、もうダメだ……この国は、おしまいだぁ……！」

　ターコライズ王国、国王の執務室にて。

　大量の資料を前にして、疲弊しきった国王は頭を抱えて床をのたうち回っていた。

　水脈も確保した。

　家畜の飼育方法も確立した。

　痩せた大地に肥料を与えてできる限り回復させた。

　良くしてもらっている隣国との話し合いにより、人員を割いてもらって何とか土台は作れた。

　が、やはりまだ課題は山積みで。

「もう終わりだ……このままでは死ぬ……私も、国も……！」

　国王は、回復しつつある国に満足をしていなかった。

　人間というのは、一度上がった生活水準というのを下げるのは難しい。

　三ヶ月ほど経った今でもあの頃の国の水準と比較してしまい、国王は苦悩を続けていた。

　だが、それは間違いだ。

　まだ他国と比べたら国力は低いままだが、この三ヶ月で信じられないほどこの国は回復していた。

　それもひとえに、国王の努力とリーダーシップがあってこそ。

　しかし高すぎる目標は、時に人を苦しめる。

　それが、今まさに国王を苦しめている原因だった。

「何故こうなった……何故……何故……」

　もう何度自問したかわからない。

　……いや、理由はわかっている。

　ギルドのハンターたちが、ある青年を追い詰めて、この国を追い出した。

　その結果、この国を護っていた偉大なる存在がこの国を見限り、青年を追って他国へと行ってしまったのだ。

　未だに、怒りがフツフツと湧き上がる。

　でも今更当たり散らしても意味がない。今は少しでも、国のためになることをしなければならないのだ。そんな暇はない。

　……正直なところ、いっそのこと全てを投げ出して逃げ出したい。

　いや寧ろ、この苦しみから解放されるなら、死を。

　そこまで今の国王は追い詰められていた。

　虚ろな目で、机の上に置かれていたナイフを見つめる。

　これで喉を切り裂けば──。

「ッ！　い、いかん！」

　いつの間に手に握られていたナイフを投げ捨てる。

　乾いた金属音が部屋に響き、今やろうとしていたことに罪悪感を覚えた。

「ダメだ……そんなのダメだ！　私はこの国の王！　民を導き、幸せにするまでは死んでも死にきれん……！」

　己を鼓舞し、机に向かった。

　まだまだやるべきことは残っている。

　今この状況で投げ出せば、国民が野垂れ死ぬ可能性が高い。

　そんなことあってはならない。

　王として、最後まで抗う。

　そこで胃痛を感じ、医者に処方させた胃薬を飲んだ。

　ここ最近ストレスや栄養の偏り、睡眠不足が重なり、胃薬がなければ仕事ができないほどの胃痛がやって来ることがあった。

　余程のことがなければ、この薬である程度押さえ込むことができる。

　しかし──。

「こ、国王様！　国王様ぁ！」

「ど、どうした!?」

　余程のことが、来てしまった。

　突如、血相を変えて部屋に入って来た国王専属の執事。

　その手には、見たくもない報告書のようなものが握られている。

「こ、こ、国王様……！」

「ま、待て！　とにかく待ってくれ！」

　聞きたくない聞きたくない聞きたくない……！

　でも、聞かないと先に進まない……！

　国王は更に胃薬を飲み込み、目を閉じて気持ちを落ち着かせた。

「……よろしい。申してみよ」

　もうどんな報告を受けようと、今更だ。

　今から一つや二つ、悪い報告を受けようと構わない。

　この国の王として、全てを受け入れてみせる！

　そう意気込み、椅子に座って執事からの報告を受けると。

「せ、先日より捜していたテイマーの青年が、ブルムンド王国にてハンターをしているとの報告を受けました！」

　緊張が途切れ、今までの心労と疲労がピークに達し、国王は気絶してひっくり返ったのだった。

《了》







あとがき




　初めましての方は初めまして。お久しぶりの方はお久しぶりです、著者の赤金武蔵です。

　この度は『唯一無二の最強テイマー』の二巻を手に取っていただき、ありがとうございます。

　既にＷＥＢ版、そして本編を読んでからあとがきを読んでいる方は気付いているかもしれませんが、ＷＥＢ版より大幅に加筆・改稿させていただいております。その分大変なこともありましたが、楽しく書かせてもらいました。

　それもこれも、読者の皆様のおかげでございます。本当に感謝してもしきれません。

　赤金史初の続刊ということで、嬉しさと感激で地に足が付いていないふわふわ感がありますが、今後も何卒よろしくお願いします。

　さて、二巻を読んで気付いている方もいるのではないでしょうか？　というか、大半がこう思っていると思います。

『あれ？　なんか修行してね？』

　と。

　はい、正解です。この主人公、修行しています。力が覚醒して一足飛びに強くなるとか、チート貰って無双だぜヒャッハー系じゃありません。無理難題を押し付けられ、無理やりクリアさせられて強制的に強くなる系の主人公です。

　これには深い訳がありまして……私がこういう話が好きだから、です（激浅）。

　確かに一気に強くなる系やチートを貰って無双系も好きですが、やはり修行はつきものでしょう、ファンタジーには。なので修行パートとして鬼畜の限りを尽くしました。ごめん、コハク。次回辺りから、国に戻してちゃんとスローライフを送らせてあげたいものですね。

　続いて、コミカライズについてです。

　現在コミックノヴァ様とニコニコ漫画様から、『唯一無二の最強テイマー』のコミカライズ版が公開されております。

　コミカライズ版は田村紘一先生が担当してくださり、気になるあの子の細かいビジュアルや、あの人の美しさは必見中の必見。田村紘一大先生、本当にありがとうございます（平身低頭）。

　赤金は今幸せです。

　こんな幸せを感じられるのはこの作品に関わってくださった関係者様と、この作品を面白いと思って買ってくださった読者の皆様のおかげです。

　本当に、ありがとうございます。

　それでは、無事二巻が売れるよう神社仏閣へ神頼みして参りますので、この辺で。

　これからも、何卒よろしくお願いします。




赤金武蔵
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～国の全てのギルドで門前払いされたから、他国に行ってスローライフします～２




2022年2月15日　発行





著　者　赤金武蔵







発行人　長谷川　洋

発　行　株式会社一二三書房




〒１０１－０００３　東京都千代田区一ツ橋２－４－３ 光文恒産ビル


電　話　０３－３２６５－１８８１








(C) Musashi Akagane




本電子書籍は株式会社一二三書房『唯一無二の最強テイマー～国の全てのギルドで門前払いされたから、他国に行ってスローライフします～２（サーガフォレスト）』（2022年2月15日　初版第一刷発行）に基づいて制作されました。




本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。




item/image/p164.jpg





item/image/p042.jpg
R M8 REVE<I3





item/image/p240.jpg





item/image/p085.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p036.jpg





item/image/p113.jpg





item/image/p192.jpg
RIS HECHERK





item/image/p030.jpg





item/image/p144.jpg





item/image/p187.jpg





item/image/kugiri.jpg





item/image/p224.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙





		目次





		プロローグ



		第一話　絶海の大陸



		第二話　訓練と魔人化



		第三話　休息をください



		第四話　大陸での生活



		第五話　毒の魔族



		国王への朗報





		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p057.jpg





item/image/p133.jpg
K&~ S HHiT

%.::D





item/image/p003.jpg





item/image/p001.jpg
i
t!

———

W= — o) SEIEmmmm
P WBECAT>T 205171 2

O FERE

lwse LLLthika






item/image/p088.jpg
RISIIIVAARE §

m%_ _ _____D





item/image/p248.jpg
HH<S SR /I





item/image/p009.jpg





